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「……脱がせた方がよかった？」




　身体の関係から始まる恋、とか。

　大人だったらアリなのかなとも思うけど、私には無理だと思っていた。

　……なのに。

「早はや川かわ。目を開けて」

　ドキドキ騒がしい鼓こ動どうを感じながら、はずかしくて閉じていた瞳をそっと開ける。

　あたりを照らすのは、ベッドから少し離れた場所にあるダウンライトのみ。

　沖おき田たさんの身体越しにライトがあるから、逆光で顔がよく見えない。緊張しながらも見上げてみると、暗闇の中で優しく微ほほ笑えまれた気がしたけど……。すぐにキスされて再び目をぎゅっとつぶった。

「……っ」

　きつく結んだ唇くちびるを、沖田さんの舌がゆっくりとなぞる。ゾクゾクとした感覚が背中を走り、身体をすくませると、わずかな隙間を縫ぬって沖田さんの舌が入り込んできた。

　ゆっくり、徐々に深まっていくキス。とっくに横になっているのに、腰が抜けたような感覚に陥る。

　彼がこんなに丁寧なキスをするなんて、正直意外だった。沖田さんにキスされたのは二回目だけど、前のときは無理やりで、嫌だとしか思えなかったから。

　なのに今は……なんか、気持ちいい。アルコールのせいなのかな。だとしたら、お酒の力ってすごい。好きかどうかもわからない相手のキスさえ、喜んで受け入れちゃってるんだから。

「早川……」

　あれ……変だな。沖田さんって、ふたりきりのときは私のこと〝芽め衣い〟って呼んでいたはずなのに……。

　ぼんやりとした頭で考えていると、いつの間にか服の中に入り込んでいた沖田さんの手が、下着の上から胸の膨らみに触れた。

「ん……っ」

　優しく撫なでるように触れていた手に少しずつ力が入って、たまに膨らみの中央を指の先でいじられる。何度も交わされるキスと、じれったさを感じるほどに繰り返される、下着の上からの愛あい撫ぶ。下着の中に手が入ってきたときには、頭の中の思考回路が完全に遮断されていた。

「んっ……」

「声、我が慢まんしないで。聞きたい」

「……っ、あ……やぁっ……っ」

　はずかしい言葉をささやきかけられてどうにか声を隠そうとしても、完全に力の抜けてしまっている身体が言うことを聞くはずもなく。沖田さんの指先や唇、舌から作り出される官能的な刺激だけが、脳へと伝達される。

「あっ……ん」

「気持ちいい？」

「や……そんなの、言えない……っ」

　答えるには、はずかしい質問だった。私は多分、歳のわりに男性経験が少ないし、こういうことにだって慣れていない。そんな私に自己申告を求めるなんて、羞しゅう恥ちプレイに近いと思う。顔もよく見えないくらいに照明が落とされていたとしても、アルコールが入っていたとしても。

「早川？」

　返事を促すように名前を呼ばれた。ただそれだけなのに……。声の中に含まれる甘さが、身体の奥に熱を宿す。

「ん……気持ちい……」

　ちょうどよく回ったアルコールの力を借りてなんとか頷うなずくと、沖田さんが暗闇の中で微笑んだのが、口元の動きでわかった。それを見た途端……私の中に意味のわからない違和感が浮かんだ。

　……なんだろう、この感じ。温厚な沖田さんの笑顔は、何度も見たことがある。なのに今、なぜかその笑顔をすごく新鮮に、しかも……うれしく感じている。

　まるで、特別なものでも見つけた気分だった。周りの人たちは誰も知らない、私だけの特別ななにかを見つけたような、そんな気持ち。

　緊張でバクバク鳴っていた胸が、それとは違う理由でトクンと鳴る。

　なんで、こんなにうれしく……愛しいんだろう。

　突然湧き上がってきた感情が、温かくも激しく胸を急せかす。

「下着、脱がすよ」

「やっ……ダ、メ……んっ」

「じゃあ、このままで我慢できる？」

「や、だ……っ……あっ」

「どうする？」

　意地悪な言葉が、昂たかぶっている身体を一段と熱くさせる。ここまで来てもまだ消えない羞恥心を抱えながら、せめてと手の甲で目元を隠した。

「……っ、脱、がせて……」

　言った後、クスリと小さな笑い声が耳に届いて、かぁっと頬ほおが熱くなる。だけど耳を心地よく這はう舌に、そんな気持ちは一瞬にして消えていった。

「んぅ……っ、あ、やぁ……っ」

「……かわいいね。いつもの態度と全然違う。どっちも好きだけど」

〝いつもの態度〟って、どういう意味だろう……。

　不思議に思ったけど、いやらしい水音を立てながら耳に入り込んでくる舌が、小さな疑問を打ち消す。舌を這わせながら、沖田さんが下着に手をかけて――。

　そこからは、夢中にさせられちゃって、あまり覚えていない。

「早川……」

　私を呼ぶ、低く色っぽい声に。

「好きだ」

　力強くて熱い身体に。

　溺おぼれるように堕おちていった。

　手を伸ばして抱き締めると、それ以上の力で抱き締め返してくれる。

　身体も心も満たされて、大切にされているのがわかるような、そんな感じだった。慣れない行為に緊張して、心臓がいつもの倍くらいのスピードで動いているけど、そのドキドキさえも心地いい。

〝私はきっと、この人を好きになる〟

　トロトロに溶かされた頭でそう感じた後、快感に呑のみ込まれるように意識が途絶えた。




「……ん」

　レースのカーテン越しに眩まぶしい朝日が飛び込んできて、思わず目を細めた。

　遮光性の高いカーテンの隙間から入り込む日差しはすごく綺き麗れいで、部屋に長く伸びた光の柱が幻想的に見える。スッと伸びている光を見つめていると心が穏やかになって、今日から新しいなにかが始まりそうな、そんな気さえする。大げさだけど〝新しい一日が始まる〟そんな言葉がふさわしく感じた。

　新しい一日か……。今までの、私のはっきりしない日常が変わったらいいのに。好きかどうかもわからない沖田さんと曖あい昧まいな関係を続けるんじゃなくて、今までみたいに、ただ流された恋愛をするんじゃなくて。誰か本当に好きな人を見つけてちゃんと恋ができたら……。

　なんて、光の柱を見ながら夢うつつに考えていて、ハッとする。

　っていうか……ここ、どこ……？

　まだ半分眠っているような頭でそんなことを考えているうちに、昨日のことを徐々に思い出した。

「あっ……」

　とっさに布団をめくり、服を着ていることを確認して胸を撫で下ろす。

　頭に浮かぶのは、昨日の情事。蜂蜜みたいに、甘くて濃厚な世界に溺れるような感覚を思い出して、どんどん熱くなっていく顔を両手で覆った。

　相手の顔がなぜか思い出せなかったけれど、思い当たる人なんてひとりしかいない。沖田さんだ。

　そっか。ついに沖田さんと……ってことは、ここは沖田さんの部屋だよね、多分。あれ？　でも私、どうやってここまで来たんだっけ？　部屋の番号どころか住所すら知らないのに。

　不思議に思いながら上半身を起こしたところで、背中から聞こえる寝息に気づいた。一瞬身体が強こわ張ばったけど、ここが沖田さんの部屋なら沖田さんが寝ているのは当たり前だと、自分を落ち着かせる。

　昨日あんなことをしたくせに、振り返ろうとしただけでバクバク言いだす胸にそっと手を当てて、首を傾かしげた。

　なんだろう……これ。なんでこんなにも気持ちが晴れないんだろう。晴れないどころか、後悔を感じるほどくすんでいる。

　っていうか……本当に、なんで私、沖田さんの部屋にいるんだろう。

　どうやって来たのか、その辺の記憶がごっそり抜けている。

　……これ、社会人としてどうなんだろう。

　そんなことを思いながら頭を抱えて、昨日のことを思い出そうと努力してみる。覚えているのは……ひたすら甘い行為と、その合間に交わした会話のみ。会話っていっても、ほぼ沖田さんからの一方通行で、私はきちんと答えられていなかった気がするけど。

　だって身体だけじゃなくて、頭までシロップみたいにトロトロにとろけちゃうような、そんな行為だったから。

　次々に思い起こされる情事に両手で顔を覆って、ひとりではずかしさに耐えていたとき、昨日感じたひとつの疑問を思い出す。

　そういえば……エッチの最中、沖田さんの笑顔を見てうれしくなった気がするけど、あの気持ちはなんだったんだろう。沖田さんの笑顔なんて珍しくないし、それに私、沖田さんのことを好きなわけじゃないのに。

　そこまで考えてから呆ぼう然ぜんとした。好きかどうか、自分でもわからない相手とエッチしちゃうなんて……本当によかったのかな。今さら考えたって遅いけど、晴れないモヤモヤのせいで気持ちが暗くなる。

　でも、私だってもう二十三歳で大人なんだし、こうやって一歩踏み出してみるのは悪いことじゃないはず。今までみたいにただ受け身でいるよりもずっと。……うん。ただ立ち止まって縮こまっているよりも、きっといい。

　そんな風に気持ちを切り替えてから、ふぅっと一度深呼吸をして、恐る恐る後ろを振り返ってみた。

　もちろん、沖田さんの姿を想像して。

「……え？」

　……おかしい。

　隣で寝息を立てている人物をじっと見てから、瞼まぶたを下ろして頭を振る。なんか、目が少しおかしいみたいだ。

　そりゃそうだよね。昨日あんなことがあったんだから。アルコールだって入ってたし、もしかしたら、それがまだちょっと残っているのかも。普段飲まないのに無理して飲んだりしたから。

　でも、もう大丈夫。気持ちも落ち着いたし、目を開けて今度こそ傍そばで寝ている沖田さんの寝顔を確認……。

　再び開けた目で、隣に眠る人物を眺めて、眺めて眺めて……。穴が開くくらいに見つめ続けた次の瞬間、頭が真っ白になったと同時に、声がもれた。

「な、なんでっ……!?」

　なんで……なんで沖田さんじゃないの!?　なんで、えっ……だって、昨日の夜は沖田さんといたはずなのに……なんで？

「なんで……宮みや坂さかがいるの……？」

　それは独り言みたいな小さな声だったのに、反応した宮坂が目元をぴくりと動かしてゆっくりと目を開ける。

　やばい。

　なぜかそう思って反射的に逃げだそうとしたけど、宮坂の漆黒の瞳はすでに私を捕らえていて。私はびくりと肩をすくませながら、そーっと目だけ逸そらした。




　私が勤めているのは社員数約千人の不動産会社の本部で、宮坂とは同期入社だ。十五人ほどの第二営業課にともに所属し、席も隣同士だけど、特別親しいわけじゃない。隣だから話はするし、飲み会に欠席がちな部分を心配して声をかけたりはするけど、宮坂は寡か黙もく……というか、単独行動が好きみたいでいつもひとりでいるから。普段は私もそれを邪魔してまで話そうとは思わないし、共通の話題があるのかも知らない。

　ただ、整った容姿から、〝眼鏡めがね王子〟なんて呼ばれて、一部の女子社員が騒いでいるのは知っている。目にかかる少し長い黒髪に、奥おく二ぶた重えの漆黒の瞳。いつもはそれを黒く細いフレームの眼鏡で覆っている。いわゆる〝クールビューティー〟とかいうやつだ。

　百八十センチ近くある身長に、すらっとした体型はスーツ映えするし、仕事もできるから、〝王子〟なんて呼ばれているのも納得できなくはない。

　そうとくれば、女子社員の争奪戦が激しそうだけど……私が知る限り少し性格にクセのある宮坂が、社内の誰かと噂うわさになったことはない。

　クールビューティーなんて聞こえはいいけど、要するに無口な宮坂は、付き合う相手にするにはもの足りないってことだと思う。私だって、付き合うならきちんと愛情を言葉にしてくれる人がいいし。

　その前に、宮坂に恋愛感情っていうものがあるのかどうかも微妙だけど。

　そんな、恋愛になんか興味がなさそうに見える宮坂と、なんで同じベッドで寝てるの……？

　混乱する頭で必死に思い返しても、浮かんでくるのは昨日の甘ったるい情事のみ。

　……おかしい。絶対におかしい。昨日は確かに沖田さんといたはずなのに。なのに、なんで……？

　私がひたすら困惑の眼まな差ざしを送っている向こうで、宮坂は上半身を起こして片手で頭の後ろを軽く触る。そして、私の頭の中にある疑問に答えた。

「昨日、早川が酔いつぶれたって西にし岡おかから電話がかかってきて。それが俺の家のすぐ近くだからとか、そんな迷惑な理由で泊めろって」

「えっ」

　突然出てきた名前に驚いて声をもらすと、宮坂は少しわずらわしそうに見える表情で続ける。

「西岡は早川を連れてくるなり、終電がどうのとか言って帰るし。早川、かなり酔ってて床でも平気で寝そうだったけど、後で文句言われても嫌だから、仕方なくベッド貸したんだよ。飲むのは勝手だけど、俺にまで迷惑かけないでくれない？」

「……西岡って、梢こずえ？」

「そう。早川と仲がいい同期の西岡 梢。……まさかそれまで忘れてる？」

　言われて、記憶を辿った。




　確かに、昨日は梢と飲んでいた。

　定時きっちりに仕事を終わらせて梢とふたりでパスタを食べた後、最近できたばかりのおしゃれなバーに行って……。で、そこで飲みながら目一杯グチを言って。

『お試し期間ってことでいいから』って、強引に押し切られて第一営業課の沖田さんと付き合いだしたものの、彼がすぐにキスしたがるとか。『そういうことは、私が沖田さんを好きになるまで待ってほしい』って言ったら、明らかに面倒くさそうな顔をした後、不機嫌になって口をきいてくれなくなったとか。……あと、最近になって急浮上している沖田さんの浮気疑惑だとか。

　主に、というよりほとんど全部が沖田さんへの文句だったけど、それを梢に聞いてもらいながら、普段は飲まないビールを数杯……。

　梢に、『芽衣は見た目からして隙が多いのよ。顔はかわいいと思うの。ころころ表情が変わって愛あい嬌きょうがあるし、すぐ不安とか顔に出すから守ってあげたいとかも思うし。ただ、純粋ですー、騙だまされやすいですーって顔に書くのはやめた方がいい』とか、わけのわからないことを一方的に言われながら、またビールを飲んで……。

　そのあたりから記憶が曖昧だ。




　寝起きでぼさぼさになっている、胸まで伸びた髪。それを手で軽く直しながら部屋を見渡すと、遮光性のある濃紺のカーテンと白いレースのカーテンが視界に映った。私が目を開けて最初に見た景色。そこから時計回りに眺めていく。

　黒いテレビボードの上に置かれた液晶テレビと、その両隣にあるのはおそらくサウンドシステム。テレビボードの上にＤＶＤが何枚か置いてあるけど、私も知っている刑事ドラマだってことが、遠目からでもパッケージでわかった。

　刑事モノが好きなのかな。推理モノとかは好きそうだけど、置いてあるＤＶＤの主人公は熱血刑事だ。その主人公の熱さは見ていて感動するし、人気が出て映画化までされた作品だけど……。宮坂も情に厚いのとかが好きなのかな。クールに見えるのに意外……。

　そんな風に思いながら、視線を移す。

　黒いテーブル、グレーのソファー、シルバーのキッチン、黒の冷蔵庫。

　チラッと見えるだけだけど、キッチンには数種類の調味料が揃そろっている。

　なんか高そうなスパイスがあるけど、あれだけ揃っているってことは料理とかするのかな。私の部屋なんか、調味料って分類されるものは塩と胡こ椒しょうくらいしかないのに。

　ひと回り見渡して、視線が宮坂の姿に戻る。

　男のひとり暮らしにしてはかなり綺麗に整頓してあって、落ち着いた色でまとめられていた。

「えーっと、ここって宮坂の部屋？」

「……俺の部屋じゃなかったら、ふたりして不法侵入で捕まると思うけど」

　宮坂は軽く顔をしかめながら、嫌味っぽく言う。パジャマの代わりに着ているのは、白いＴシャツと濃紺のジャージ。オレンジのラインが入ったジャージが宮坂のイメージじゃなくて意外だったけど、似合っている。なんだか、宮坂の知らない一面を見た気がして、少しだけドキドキする。

〝眼鏡王子〟ファンからすれば、超レアものなんだろうな。

「あれ、これ……」

　何気なく見たベッドサイドの本棚。そこに入っているのは、経営学がどうのだとかインフレがどうのだとかの難しそうな本で、いかにも宮坂らしいけど……いちばん上の棚に、ひとつだけ宮坂らしくない物が置いてあった。

「これって……ミュージックプレイヤーのスピーカーだよね？　宮坂、こういうの好きなの？」

　手を伸ばして、それを取る。明るいピンク色をしたうさぎのぬいぐるみが、つま先のスピーカー部分から音楽を流してくれるのは知っている。かわいいなと思って、私も同じ物を買って毎日家で使っているから。

　問題は、なんで宮坂がこれを持っているかってことだ。まさか好きなのかな、こういうかわいい物が。

　意外すぎて思わず笑った私から、宮坂がうさぎを取り上げる。相変わらずしかめっ面だったけど……なんだか少し照れているみたいにも見えた。

「これ、宮坂が買ったの？」

「……もらったんだよ。両親から。俺の部屋は色合いが暗い、って無理やり置いてったからそのままにしてるだけ」

「でも、ちゃんと置いてるんだ。優しいね」

「俺のことはどうでもいいだろ」

　宮坂はバツが悪そうにしていたけど、その姿がかわいく見えて続ける。

「そういう格好するのも意外だったけど、似合ってるね」

　別に悪意を込めたわけでもなんでもないのに、宮坂がますます顔を歪ゆがめる。眼鏡越しじゃない瞳は、私を捕らえたまま不機嫌の色を浮かべていた。

「現実逃避したい気持ちもわかるけど、早川が酔いつぶれるほど飲んで、ここに運ばれてきたのは紛れもない事実だから。しかも、男の部屋にひと晩泊まった上に一度も起きないで熟睡」

「……呆あきれてる？」

「そう見えるなら呆れてるんだろ」

「……いろいろ言い返したいところだけど、とりあえず、泊めてくれたことはありがと。床に寝かせなかったことも、どうも」

　納得いかないながらもぺこりと頭を下げると、宮坂はそんな私をなにか言いたそうに見つめてくる。

　……なんだろう。まだなにかあるのかな。寝相がどうのとか、寝言がどうのとか？

　そんな風に思って身がまえていると、宮坂が口を開いた。

「早川は、寝てる間に俺になにかされたかも、とか思わないの？」

「なにかって……そういうことをってこと？」

「そう。ずいぶん油断してるけど、俺だって男だから」

「え、でも宮坂ってそんなタイプじゃないし。その前に、女の子に興味あるの？　三次元どころか二次元の女の子にすら興味なさそうだけど」

「……答えになってないんだけど」

　宮坂の言葉だって答えになっていないと思う。結構本気で聞いたのに。

　私の質問をあまりにバカバカしく思ったからか、ため息をついた宮坂がベッドから下りる。その反動で揺れたベッドに視線を落とすと、シングルサイズには見えないことに気づいた。

　これは……ダブルサイズ。もしくはそれ以上。ってことは、もしかして――。

「宮坂、彼女いるの？」

　ひとりでダブルサイズを使っているなんて、宮坂らしくない。

　見る限り部屋はシンプルだし、必要最低限の物しか置いていないのに、ベッドだけダブルっておかしい。

　少しドキドキしながら聞くと、宮坂がゆっくりと振り向いた。目が合った途端、なぜだか心臓が飛び跳ねたから、慌てて目を逸らす。

「わ、私、宮坂になにもしてないから！　と、思うだけだけど……。多分、そこまで酒グセ悪くない！　……はず。あの、宮坂のベッドで寝たことを、もし彼女が誤解とかするなら頭下げて謝るから……」

　寝ている間のことだけに断言できなくて、語尾が弱々しくなる。っていうか……。私、なんでさっきから宮坂にドキドキしているんだろ。

　なんか、宮坂の素の部分を見たせいで、変に意識している気がする。

　だって、いつも会社で見る宮坂はカンペキだったから。〝第二営業課の宮坂千ち明あき〟だったから。

　会社を離れた、〝ただの宮坂千明〟には免疫がない。だからこんなにドキドキしちゃうのかも。変に高鳴る鼓動の理由はわからないけど、嫌な感じではないのが自分でも不思議だ。

　そういえば、今と似たような気持ちを……高校のときに感じたことがあるような気がする。夕方の教室で、窓から眺める野球のグラウンド。汗を流しながら『もう終わるから』って笑いかけてくる先輩の姿を見ながら、いつも感じていた気持ちと、少し似ている。

　考えてみれば、純粋に誰かを好きになったのって、あの頃が最後だったのかもしれない。短大のときに付き合った人は、なんとなく流れで、とか、告白されて断り切れなくて、とか。そんな理由だったから。

　一緒にいるだけでときめいたのって、高校のときが最後だったなぁ……と呑のん気きに考えて、あれ、待てよと思う。……似てる？　高校のとき、大好きだった先輩に感じていたドキドキと、宮坂に感じているドキドキが？

　なに考えてるんだろ、私。まだアルコールが抜けてないとかで頭が正常に働いていないのかな。似ているはずがないし、似ていたらマズイのに。

　高校のときのはいわゆる胸キュンのドキドキだけど、今感じているのは、不意打ちのせいなだけなんだから、全然似ていない。恋愛のドキドキと、ドッキリのドキドキで、ジャンルさえ違う。

　私がした唯一の恋と重なるなんてこと、あるわけがないのに。

「なにもしてないしって……まぁ、いいや。俺に彼女はいない。ベッドは、譲ゆずってもらった物だからこのサイズなだけ。……それより早川。今日の仕事、その服のまま行くつもり？」

「え？」

　指摘されて、改めて自分の格好を確認する。

　白いカットソーに膝ひざから五センチくらい短い丈のブラウンのスカート。細かく入ったプリーツが気に入って買ったんだけど……今やシワだらけで見る影なし。

「嘘うそ……これ気に入ってたし、高かったのに……」

「……脱がせた方がよかった？」

　ガックリ肩を落としている私の耳に入ったのは、間違いなく宮坂の声だけど……。

　その内容が、普段の宮坂からは想像もつかない言葉だったから、頭で理解するまでに時間がかかった。一拍置いてから驚いて顔を上げると、じっと私を見つめる宮坂と目が合う。

　柔らかい朝日を受けている姿がやたら色っぽく見えてしまって、また胸がドキッと跳ね上がる。そのまま騒がしく鳴り始めた心臓を誤ご魔ま化かしたくて、慌てて言葉を探した。

「そっ、そんなキャラじゃないでしょ！　からかわないで」

「別にからかったわけじゃないけど」

　真顔で返してくる宮坂に戸と惑まどう。

「でもっ、そういうこと言われてもうまくかわせるほど免疫ないから困るの」

「まぁ、見てればわかるけど。男に免疫なさそうだとか、騙されやすそうだとか、断り下手だとか」

「……よくわかるね」

　他人に興味なんかありませんって態度の宮坂に、そこまで知られていたのが意外で驚いていると、宮坂が続ける。

「新入社員の福ふく田だなんかにうろたえてるのを毎日目まの当たりにしてるし。あんな口から先に生まれてきたようなヤツに狙われるなんて、隙がありすぎるだろ。それに、気持ちがないならきっぱり断るべきだ」

「……わかってるし、梢にもさんざん言われてるからご心配なく」

　強く言い切ると、宮坂は少し不服そうな顔をした。

　けど、そのまま目を逸らしてくれたから、とりあえずホッとして視線をスカートに戻す。……なのに、頭を支配するのはシワくちゃのスカートじゃなくて宮坂の瞳だった。

　あの瞳に見つめられると、なぜだかドキッとする。今まではそんなの意識したことなかったのに……。なんで急に。泊めてもらっちゃったりはしたけど、なにもなかったんだから、意識する必要なんかないのに。

　そう考えてから、今緊急を要するのはそんなことよりスカートの方だと気づく。

「どうしよう、このスカート。どっちみち着替えたいし、一度家に帰らないと……っていうか、ここどこ!?」

「会社のすぐ近くだから、早川の家までは電車で二十分ってところだろうな。今六時四十分だから、用意してここを出て往復で七時四十分。家での準備時間を十分ぐらいに抑えて、なおかつ時間に合う電車があれば間に合うな」

　冷静に時間を割り出す宮坂に感心しながら、自分の頭でも計算してみる。

　十分で準備するなんて……どう考えたって不可能に感じる。第一、昨日お風呂も入ってないし、メイクだって落として直さなくちゃだし、髪も服も……。ダメだ、絶対間に合わない。

「ダメ。絶対無理。あー……どうしよう、課長に怒られる……」

　さーっと頭の中が真っ白になっていく。

　頭を抱える私に宮坂は少しだけ黙った後、くっと喉のどの奥を鳴らした。笑い声にもとれるそれに顔を上げると、笑みを浮かべた宮坂と目が合って……。

　宮坂の珍しい笑顔に驚きながら首を傾げた。

「……なに？」

「いや、まんまと騙されてるからおもしろくて」

「……なにが？」

　言っていることがわからなくて、ますます不思議になって彼を見つめる。

　すると、まだ笑みをこぼす宮坂が、テレビボードの隅に置いてある卓上カレンダーを指差した。

「今日、何日だかわかる？」

「いくらなんでも、もう酔ってないってば。えっと……六月十一日でしょ」

「そう。六月十一日。……土曜日」

「土曜……」

　宮坂と私の視線の先には、確かに土曜日のマスに配列されている十一日の文字。

　土曜日？　あ、そうだ。金曜日だからって梢とふたりで飲んでいたんだ。

「なんだ、もー……言ってよ。やっぱり性格悪い……」

「親切心から無料でベッドまで貸した人間に言う言葉じゃないと思うけど」

「……すみません」

　しれっとした表情のまま淡々と嫌味を口にする宮坂に、再びぺこりと頭を下げた。

　そんな私に、宮坂は冷めた目を向けながら、まるで子どもを諭さとすみたいな口調で言う。

「何度も言うようだけど、いくら飲みすぎたからって、男の部屋に上がり込むなんてよくないと思う。まぁ、一応成人してるし、その辺は各々の考え方に違いはあるだろうけど、早川はそんなタイプじゃないだろ？　無防備すぎる」

「すみません。返す言葉もありません……」

　頭と肩を落としたまま、宮坂のお説教を素直に受け入れた。

　もう大人なのに、こんな当たり前のことを、しかも他人に興味のなさそうな宮坂に怒られるなんて。後で梢に絶対笑われる……。でも、宮坂に言われたことが事実なだけに、反論もできなくて。

　本当になにやってるんだろ。

　静かに反省をしていると、宮坂が「別に俺に謝る必要もないけど」って、お説教を終わりにする。

「うん。でもやっぱり迷惑かけちゃったし、ごめんなさい」

「もういいよ。……まぁ、ほかの男の部屋に行かなくてよかった」

「……え」

　それって、どういう意味？

　聞き返そうとしたけど、宮坂が話しだす方が先だった。

「それより俺、コンビニ行くから、早川が十分以内に用意ができるなら、ついでに家まで車で送ってくけど」

「えっ……宮坂、車あるの？」

　驚いて聞き返すと宮坂が頷く。

「一応ね。でも通勤には使わないし、それほど必要としてはいないんだけど」

「必要ないって、じゃあなんのために買ったの？　もしかして鑑賞用とか言いだす気？」

「もらったんだよ。このマンションは駐車場つきだし、置き場所には困らないだろうって強制的に」

「へー、そうなんだ。でも車をもらうとか、どういう関係の人に――」

「あと、九分三十秒」

　私のセリフを遮さえぎって、宮坂が淡々と告げる。

「えっ、カウント始まってたの!?」

「洗面所は玄関手前。勝手に使っていいから」

　急かされて慌てて用意しようとするも……。泊まるつもりで来ていないから、お泊まりセットなんか持っていない。

　仕方なく洗面所の鏡の前で、いつも持ち歩いている化粧ポーチの中からコームを取り出して髪をとかす。肩下二十センチまで伸びたストレートの髪は、最近アイロンで巻くことが多かった。

　梢に勧められるがままに買ったヘアアイロンだけど、今までパーマの経験がない私はすっかりそれにはまってしまって。ゆるふわの髪型を作るせいで、毎朝遅刻寸前。

　だけど、そのエセパーマもひと晩の睡眠ですっかり解かれていた。

「……ひどい顔」

　鏡で顔を確認して、一応手持ちのメイク道具で誤魔化そうと試みる。パンダみたいに広がっているアイラインを落としたくても、ここにはメイク落としなんてものは絶対にないだろうしな……。

　とりあえず、明らかにおかしい部分だけを濡ぬれたティッシュで落として、ほかはファンデーションを厚あつ塗ぬりするのが今できる精一杯だった。メイク落としさえあれば、全部洗ってスッキリできるのに。

　私が自分の顔と格闘している間、宮坂は着替えて、キッチンで歯磨きと洗顔を済ませて、玄関脇の壁に寄りかかって待っていた。

　それなりに見られるかなという顔にしてから行くと、宮坂はこっちを少しだけ、でも濃密に見つめる。

「なに？　……なんか変？」

「別に。じゃあ行くけど」

「あ、うん」

　こげ茶色の厚い玄関ドアを閉めた宮坂が、鍵をかける。インターホンの上にある、二○四というルームプレートがシルバーに光っているのが目に入った。

　部屋の中のつくりとかを見ても思ったけど、高そうなマンション。照明とかもいちいちおしゃれだし、雰囲気がすごくいい。宮坂ってこんなところに住んでるんだ……。

　そんなことを思いながら、すたすたと歩きだした宮坂の後を追った。




「……シーマ」

「よく知ってるね」

「……うん。ローマ字で書いてあったの見たから」

　宮坂が遠隔操作でロックを解除した車は、白いシーマ。車に詳しくない私は何気なくその車に乗ろうとして……エンブレムの隣に書かれたローマ字に気づいて一度固まってから助手席に乗り込んだ。

　宮坂がエンジンをかけて静かに発車させる。駐車場から公道に入るのも車線変更もスムーズで、本当に運転できるんだなぁって感心しながらも、気になるのはやっぱり車のことだった。

　シーマって……確か、結構な高級車じゃなかった？

　だって、乗っていても振動が少ない気がするし……運転席にあるボタンも普通の車より多い気がする。いったいなにを操作するボタンなのか、私ならこんがらがっちゃいそうだ。っていうか、いくらぐらいなんだろう……。

　考えてみても、車に関する知識なんて持ち合わせていないから、素直に聞いてみる。

「あの、シーマって……その、高いよね？」

「新車だと安くても六百万とかするらしいけどね。これは中古だから」

「ろっぴゃくまん……」

　スッと頭の血が引いていくのを感じながら、しっかりしなきゃと背筋を伸ばす。こんな車に粗そ相そうしちゃったら大変なんてもんじゃない。

　窓の外には、道を挟んで植えられたケヤキの木がこれでもかってほどに緑を主張しているけど、マイナスイオンもリラックス効果も今の私には届かなかった。

　眩しい日差しが弱まって空を見上げると、厚い雲が太陽を隠していて、そういえばそろそろ梅雨の時期だと気づく。

「あの……私、土足なんだけど大丈夫？」

「俺も土足だし。普通、車って土足で乗るもんだろ？　別にそんな気にしなくて大丈夫だよ。早川が万が一なにかを壊しても、弁償しろなんて言わないから」

「ねぇ、なんであんな大きなベッドとか、こんな高級車を譲ってもらえるの？　ベッドも古い感じなんてしなかったし、この車だって、そんなに使ってないんじゃない？」

　答えを待ちながらキョロキョロと目を動かすと、見たことないメーターとか画質も音質も明らかにいいカーナビとかがあって、大人しく視線を目の前の車にロックした。これ以上高級そうななにかを見つけちゃったら、緊張しすぎてこの車に乗っていられなくなりそうだったから。

　なんか、怖い。こんな車に乗っている自分が怖い。宮坂は壊しても怒らないって言うけど、やっぱり怖い。

　それでも返事をしない宮坂が気になって、隣を見たとき、やっと宮坂が口を開いた。

「早川が髪をストレートにしてるのって久しぶりに見た。パーマじゃなかったんだ」

　だけど、返ってきたのはまったく脈絡のない言葉でキョトンとする。

　……私の質問が聞こえなかったとか？　こんな静かな走行音なのに？　それとも無視？

　誤魔化された気はしたけど、なにか理由があるなら無理やり聞き出しても失礼だし。そんな風に思って、聞き返すのをやめる。それに、宮坂が私の髪のことを気にしてくれたのがなんとなくだけど少しうれしくて。

「うん。ここ一年くらいはずっとアイロンで巻いてたから。なんか巻いてた方が大人っぽいってみんなが言うし。でも宮坂がそんなことに気づいてくれるなんて思わなかった」

「取引先の相手に一度聞かれたから。『あの子、パーマかけたの？』って」

「……それって、澤さわ村むら商事の山やま口ぐちさん？」

「よくわかったな」

「うん。なんかあの人、ちょっと気持ち悪い目で見てくるから、なんとなく。何回か電話もらって、食事とか誘われてて今警戒中なの。……宮坂、なんて答えたの？」

　ちょっとだけ不安になって聞くと、宮坂は前を見たまま淡々と答える。

「『女子社員に髪型のことを聞くのは、捉え方によってはセクハラになるらしいので、とくに聞いてはいませんけど』って」

「そう……」

「ついでに、『付き合っている相手にでも言われたんじゃないですか？　もう、長い付き合いの相手がいるようですから』って」

「え……」

　車が赤信号で止まる。ゆるやかにブレーキを踏んだ宮坂が、視線だけを私に向けた。

　いつもは無表情の口元に、微かすかに笑みが交じる。

「山口さんが早川を気にかけてることは前から気づいてた。だから、電話も俺が間に入って繋つながないようにしてたんだ。まさか、早川が山口さんの気持ちに気づいてるとは思わなかったけど。鈍感そうだから、その辺」

　最後につけ加えられた嫌味は無視して聞く。

「だから、最近電話が来なくなってたの？」

　宮坂はハンドルに手を置いたまま、信号を見つめて首を傾げる。

「本当にそれが原因かはわからないけど」

「……宮坂は、なんで？」

「なにが？」

「なんで、山口さんを遠ざけてくれたの？」

　宮坂がそんなことしても、なんのメリットもないのに……なんでそんなことをしてくれたんだろう。もしかして、私が困ってるのを知って守ってくれた……とか？

　じっと見つめていると、信号機の赤い色を見ていた宮坂が、私に一瞬だけ視線を移した。

「俺が開拓してる最中の取引先だし。もしも恋愛沙汰なんかで関係が悪化したら、困るのは俺だから」

「……なるほど」

　……そりゃそうだ。

　こういうヤツだよね、宮坂は。体裁とか損得勘定が頭を支配していて、プライベートでさえしっかり管理してそうだもん。まぁでも、確かに私のせいでゴタゴタしたら問題だし。仕事熱心な宮坂の言う通りだ。

　なんか、ちょっとはずかしい。宮坂は仕事のことを考えてそうしてくれただけなのに、変な期待なんかしちゃってたし、私。

　もしかしたら……もしかしたら、宮坂は私のこと……なんて。

　うぬぼれるにもほどがある。宮坂が私を好きかも、なんて考えちゃったとか普通に考えておかしいし。梢に笑われるのはもちろん、明日思い出したら自分自身でも笑っちゃいそうだ。クールビューティーの宮坂が私のことを特別に思うはずがないのに。

　もう、忘れよ。昨日の沖田さんとの、やけに生々しくてはずかしい夢も、宮坂相手にした変な期待も。

　……ついでに、沖田さんの浮気疑惑と、うっかり宮坂相手にドキドキしちゃった気持ちも。全部、全部、忘れよう。臭いものにはフタをしろ、だ。昔の人が残した言葉には従うべきだよね。

　まぁ、そんなことができるなら、とっくにそうしてるけど。

「早川。ひとつだけ言っておくけど」

「え？」

「……昨日、早川を抱いたのは、俺だから」

　アパートの前で車から降りようとしたとき。振り返った私をじっと見つめながら、宮坂が真顔で言った。










「思い出させてあげようか？」




〝私はきっと、この人を好きになる〟

　確かにそう感じたはずだったんだけど……あれは、夢だったのかな。それとも……。

　早川芽衣、二十三歳。短大を卒業して今の会社に勤め始めて、今年で四年目になる。会社から電車で二十分ちょっとの一ＤＫのアパートにひとり暮らし。一応、〝お試し中〟の彼氏……アリ。

　社内恋愛っていうものは、浮気がしやすいとかされやすいとか、なんたらかんたら。

　社内に恋人がいながら、社内の女の子に手を出すなんて、ありえない。信じられない。とか、今まではどこか客観的に考えたことしかなかったけど、どうやら他ひ人と事ごとじゃないらしい。




「こんなこと言うの悪いんだけど」

「え？」

　突然、隣の席から話しかけられて、抱えていた頭を慌てて上げた。

　お昼休みの静かなオフィス。省エネのために、灯る蛍光灯は業務時間の三分の一。薄暗い部屋を、ブラインド越しの日差しがボーダー柄にしていた。

「ごめん、なにか言った？」

「『こんなこと言うの悪いんだけど』って」

　ぶっきらぼうに宮坂が言う。

「うん？」

「独り言にしても、うるさすぎるんだけど」

　真顔のまま言い放たれた言葉は、かなり失礼なものだった。『悪いんだけど』なんて前置きされたって聞き流せないレベルのそれに、眉をひそめて口を尖とがらせる。

「本当に悪いと思ってる？　すっごいストレートなんだけど」

「これでもだいぶ我慢してたしね。……でも、頭抱えてうなるほどの仕事ってなに？早川の仕事って単純なデータの打ち込みと、お茶くみとかコピーとか雑用だと思ってた」

「……宮坂の言い方ってなんでそんな刺とげ々とげしいの？　普通に傷つくんですけど。私が新入社員だったら泣きだしてるとこだよ」

「別にバカにしてるわけじゃないよ。それだって立派な仕事だろ。早川の営業スマイルは外部の人にも好印象だし。それに、資料作りがしっかりしてるおかげで会議や営業がスムーズに進む。むしろ尊敬してるくらいだけど」

「……ありがと」

　思いがけないほめ言葉に、どんな顔をしたらいいんだかわからなくなって、尖らせた口はそのままにお礼を言う。

　ハプニングで宮坂の部屋に泊まってから五日。

　宮坂の態度は、今までの三年間とまったく変わらない。まるで、あのことなんてなかったみたいだ。

　変な噂が立っても困るから、今回ばかりは寡黙な一匹狼に感謝。……なんだけど、冷静な態度もいつもと同じポーカーフェイスも、実はちょっと気に入らなかったりする。

　こっちはあの日以来、変に宮坂を意識しちゃって、こっそりドキドキしちゃってるというのに。

「で、昼休みに誰もいなくなったオフィスでなにに頭を悩ませてたわけ？」

　まだ私を捕らえたままでいる宮坂の瞳から、気まずくなって目を逸らす。

　宮坂は、私と話しているときにはこれでもかっていうほど目を見てくるから、最終的にはいつもこっちが目を逸らすことになる。はずかしいのもあるけど、なんだか気持ちを見透かされている気分になるから。もしも宮坂が刑事だったら、犯人を目だけで自供に追い込めると思う。

「……別に」

　なにに悩んでいるかなんて、言えるわけがない。今回のは恋愛関係なだけになおさらだ。バカにされるに決まってる。

「先月までは、昼休みになれば同僚と外食なり食堂なりに行ってたのに、ここ一カ月は毎日席も立たずに買い込んだパンなんか食べて頭抱えて……。いくら他人に無関心な俺でもさすがに気になるんだけど」

「本音はそうじゃないでしょ？」

「ひとりで気楽だった昼休みを一カ月も邪魔されて、ちょっと迷惑。っていうのは嘘だけど」

「それ、嘘じゃなくて本気でしょ……」

「判断は早川に任せる」

「ここは宮坂だけのオフィスじゃないんだからね。私とふたりが嫌なら、宮坂が外にでも出たらいいじゃん。そっちこそいっつもパンばっか食べて……栄養失調で体調崩しても知らないからね」

　言ってから、ハッとした。だって、毎日パンを食べている理由が思い当たったから。

「栄養失調で体調崩したのは早川の方だろ。先月、朝礼中に貧血起こして倒れたことを自分でも覚えて――」

「そんなことより、あのマンションって家賃いくらくらいなの？　間取りは一ＬＤＫくらい？　綺麗だったし、立派なエントランスまであったし……十万は超える？」

　高い家賃のせいで食堂の五百円ランチすら頼めないのかと推理した私に、宮坂は合わせていた目を逸らす。

　いつもじっと見つめてくるくせに、自分の話題になると目を逸らす。これは、宮坂を意識し始めてから見つけたクセだ。

「そんなもんかな」

「……ふぅん」

　またはぐらかすし。自分の部屋の家賃なんだから、はっきり金額がわかってるくせに。

　……まぁ、そんなこと聞く私も私だけど。私だったら、五万二千円って千円単位まで答えるのに。

「で、なんの悩み？」

　忘れていた話題を引っ張り出した宮坂に、私は一瞬目をぱちくりさせたけど……悩みの種を思い出して顔を曇くもらせた。忘れたくて普段は飲まないお酒を飲んでも、十二時間睡眠に挑戦してみても、結局忘れられない種。

　私の心の奥深くまで根を伸ばした種は……根づいてしまった以上、簡単には引っこ抜けない。

「……宮坂は興味ないことだもん」

　机に顎あごを置きながらボソッと答える。

　省エネモードになったパソコンの真っ黒な液晶画面が、私のふてくされた顔を映していた。

「あるよ」

「え？」

「早川の悩み事が、環境問題とか世界情勢とかに関係することなら」

「……絶対違うってわかって言ってるんでしょ。どう考えたって、私がそんな難しいことに悩むわけないじゃん。本当、意地悪だよね。私はこれでもこのことを一カ月も悶もん々もんと悩んでるのに……」

　私が机に突っ伏しながら言っている中、宮坂はひとり涼しそうに手元の本に視線を落とす。

　タイトルは『経済理論』。まぁ、私が読んだら涼しい気分になりそうだけど。きっと理解できなくて、そんな自分を大人としてこれでいいのかって反省して凹へこんじゃいそう。

「一カ月？　じゃあ、先週の飲みすぎはそれが原因？」

　すっかり忘れていると思っていたことを持ち出されて、少し驚きながら頷く。

　他人に興味の欠片かけらもなさそうな宮坂は、自分に関係のないことはどんどん記憶の中から消去していくと思っていたから、覚えていてくれたのは正直意外だ。

「まぁ、うん。そう。お酒飲んだところで、結局なにも解決しないことがわかっただけだったけど」

「アルコールで解決できる悩み事なんて、ないに等しい気がするけどね」

「それはそうだけど……でも、そんなに突っかからなくてもいいでしょ。これでも一応、ご飯も喉を通らないほど悩んでるんだからね」

「だから最近顔色悪いんだ。で、なに？　その悩み事。そこまで言われるといい加減気になるし、この話題をこれ以上引っ張られるのも嫌なんだけど」

　本をパタンと閉じてこっちを見てくる宮坂の視線が痛い。

　急にしっかり向き合ってかまえられたって、こっちも困るし……。そんなじっくり見られると変にドキドキしちゃうからやめてほしい。

　胸の鼓動を抑えながら、机の上に突っ伏していた顔を上げて、目を伏せてゆっくりと答える。極力、宮坂の方は見ないようにして。

「一カ月前にね、試してダメならそれでいいからって押し切られて、付き合いだした人がいるの。女子社員に人気がある人なんだけど……。その人、ほかの子にも声かけてるみたいで」

「へぇ」

　宮坂の視線がまっすぐこちらに向けられているのがわかる。

「でも、別に本当にお試し期間みたいなものだし、きちんと付き合ってるわけじゃないから、浮気とも言わないんだけど……。それでなんか、モヤモヤしてて……」

　私がボソボソと放った言葉に、宮坂はクールな表情のまま淡々と言葉を返す。

「浮気されてるって証拠があるなら、突きつけて問い詰めればいいだけに思えるけど。だいたい、お試し期間って言うくらいなら、早川はそいつのことを好きじゃないんだろ？」

「……うん」

「だったら別れれば？」

「それはそうなんだけど……」

　黙り込んだ私に、宮坂はふぅっとため息をつく。

「なにが引っかかってるわけ？」

　ため息もつかれちゃったし、迷惑なのかも。だいたい、宮坂にとっては恋愛相談なんて雑談の部類にも入らないだろうし……。

　そう思ってチラッと見ると、宮坂は意外にも私の言葉を待ってくれているみたいだった。それに少し安心してうれしくなりながら、頭の中で、なかなか言葉にできない気持ちをまとめる。

「お試しでいいから……とまで言ってきてくれるってことは、それだけ本気で好きでいてくれてるのかなって……」

　私だったらきっと、断られるのが怖くて、そんな風には言えない。

「だったら、私もその気持ちに応えられたらいいなって……そう思ってたから。だから拍子抜けっていうか……。なにを信じればいいのかわからなくなっちゃって」

　私を好きだって言ってきてくれた彼と、ほかの女の子にも声をかけているらしい彼。

　どっちを信じればいいのかが、わからない。

「でも、現場を見たとかそういうことがあったから、浮気疑惑が浮上してるんだろ？」

「ほかの子と噂になってたり……それに、梢が、ほかの女の子と腕組んで歩いてるのを見たって。しかも二回」

「それで？」

「梢がスマホで写メ撮ってくれてたから、私もそれを見た。ほかの女の子宛に送ったメールが、間違って私に届いたこともあったし」

「写真がある時点で決まりだろ」

「けど……腕組んでただけでそういう関係じゃないかもしれないし。それに、自分で見てないだけに、なんか信じ切れなくて。だって、告白を一度断ったのに、それでも試してほしいって……。そこまで言ってきてくれたのに、ほかの子と浮気なんかするのかな」

　宮坂は少し考えた後、「……考えにくいね」と答える。

「でしょ？　だから、もしかしたら私に恨みがあって、裏切って傷つけようとか……そういう目的があって告白してきたなら納得できるんだけど……そこまで恨まれることって思い当たらなくて。……なに？」

　じっと見つめられて、不思議になって聞く。

　宮坂は、ふっと笑ってから私の疑問に答えた。

「よほどそのことばかり考えてたんだな」

「……なんで？」

「人を疑うとか、そういうことをほとんどしない早川が、そこまで考えてるから」

　微笑まれて……ドキッとしたせいで一瞬言葉が出なかった。宮坂って、一見クールそうだしポーカーフェイスなのに、今、すごく柔らかく笑ったから。

　そんな顔を見せられるたび、ドキッとして……うれしくなる。

「……別に。私だってもういい大人だし」

「大人なのにすぐ騙されるから、見ててこっちがハラハラする」

「私、そんなに騙されたりしてない……」

「澤村商事の山口さん、本当は結婚してるって知らなかっただろ」

「えっ」

「澤村商事の社員に聞いてみたら、そう言ってた。確かに薬指に指輪もしてたし、飲み会のときも、二次会に行く前には必ずどこかに電話入れてたから、そんな気はしてたけど」

「で、でも、私には独身って言ってたよ。それに、しつこく言い寄ってきたりしてたのに……」

「早川なら騙せるって踏んだんだろ。山口さんをよく知ってる人は、女グセ悪いって口を揃えて言ってたし」

　そんな……。あんな、こっちが迷惑するくらいにガンガンアピールしてきてたのに。浮気相手として選ばれてたなんて最悪だ。っていうか、山口さん最低……。

「あと早川が騙されてることで思いつくのは、毎週水曜日に、同期の篠しの田だ美み咲さきが早川に残業を頼む機会が多い理由とか」

「それは歯医者に行くからでしょ。篠田さん、親おや不知しらずを抜いたりして大変だって言ってたし」

「表向きはね。篠田が定時で帰る日は、必ず課長も残業しない。篠田と課長はうまくやってるつもりだろうけど、第二営業課にはほとんど気づかれてるよ。……早川は知らなかっただろうけど」

「え……っ」

　それって、篠田さんと課長がそういう関係ってこと？　課長は独身だし、篠田さんと付き合っててもおかしくはないけど……。

「それ、本当に私以外は気づいてるの？」

「信じられないなら西岡に聞いてみれば？　それ以前に、あれだけそわそわして課長を気にしながら歯医者に行くって言う篠田を信じる方が難しいと思うけどね」

「……全然気づかなかった」

「ほかにも例をあげれば、その手の話はいくつもあるよ。聞きたい？」

　そう言われて、ふるふると首を横に振る。

　例をあげられればあげられるほど、自分の鈍感さだとか騙されやすさを指摘されているみたいで嫌だったから。

　課長と篠田さんのこと、梢が勘づくのだったらわかる。恋愛関係のことには異常なくらいに鋭いから。

　でも、こんな恋愛の〝れ〟の字も興味ないような宮坂が知っているくらいなんだから、それに気づけない私って、本気でマズイ気がしてきた。

「まぁ、それだけなんでも素直に信じ込んでる早川が疑ってるってなると、その男はよほど怪しいヤツってことになる。そんな男に押し切られたのも早川らしいけど」

「そんなの……っ」

〝宮坂には関係ないでしょ〟

　いつもだったらそう答えていたのに、なにも言えなかった。だって、宮坂が優しい顔でこっちを見ていたりするから。

　それに、すぐ騙されるのも、バカ正直なのも、半分くらいは当たってるし。ってことは、宮坂は私のことをそれなりに見ていてくれてるんだってことで……。ただ同期だからって理由で知っていただけだとしても、少しでも宮坂の中に私の情報があることがうれしかった。

「……どうせ、バカにしてるんでしょ」

「いや。してないよ。でも、好きでもない男を信じようとするなんて、どうかと思うけど。それに、そこまで悩んでるなら、その男に直接聞けばいいことだろ」

「だって……騙してますか、なんて聞けないよ。せっかく〝好きだ〟って言ってくれたのに、もし本当に私の勘違いだったら、申し訳ないっていうか……」

　またボソボソ言っていると、そんな私を見て、宮坂は大げさなため息をついた。

　宮坂にため息つかれるの、これで何回目だろう。オフィスが宮坂のため息で埋まりそう。

「そんなわざとらしいため息つかなくたっていいでしょ。私だって……宮坂が思うように自分自身をバカだと思ってるし」

「別にそんなこと思ってないけど」

　宮坂はいつも通り無表情だけど、呆れていないはずがないと声を張り上げる。

「嘘！　向こうから告白してきたのに浮気されるとか、本当にしょうがないなって誰だって思うもんっ。私だって思ってるし！　でも、いつまでも悩んでるの嫌だから、いっそのこと、その人の後とかつけて事実を知ってスッキリしたいとは思うけど、ひとりじゃ勇気が出なくて……」

「だから、バカだなんて思ってないって」

「じゃあ、なに!?」

　興奮しながら聞くと、宮坂は涼しい顔で答えた。とんでもないことを。

「仮にも関係を持った男の前で、よくほかの男の相談ができるね」

「……は？」

　関係を持ったって……。

「あ、もしかして、先週のこと言ってる？」

「ほかに心当たりがある？」

「え、だってあれは宮坂の冗談でしょ？」

　確かに言われたときはドキッとしたけど。ドキッていうか、ギクッて。

　でも、あのとき私を車から降ろしてそのまま帰っちゃった宮坂は、月曜日から思いっ切り普通の態度で接してきた。

　そんな宮坂の態度を見て拍子抜けしながらも、アレは宮坂なりの冗談だったのかーって、そう思っていた。だって、宮坂が私にそんなことするとも思えないし。

　だから、アレはやっぱり私の夢だったんだってホッとしたのが、月曜日の午後のこと。

「宮坂が冗談とか言うと思わなかったから一瞬びっくりしたけどね。からかったつもりだろうけど、さすがの私でも騙されたりしな――」

「冗談じゃないって言ったら？」

「……え？」

　変な間が空いてしまったのは、言葉はもちろん、宮坂がいつもとは違う顔で私を見ていたから。どこまでも深い瞳に射抜かれて、トクンと胸が鳴る。

「思い出させてあげようか？　……あの夜、なにがあったか」

「え……えっ」

　宮坂が発したとは思えないような言葉が聞こえてきて、目をパチパチしてみる。

　だって……私から見る宮坂は、クールで、性欲の〝せ〟の字もないような男。草食度でいったら社内でもぶっちぎりのはず。けど、今目の前にいるのは……。

　かけていた眼鏡をノートパソコンのキーボードの上に置いた宮坂が、私の手を取って力強く引っ張る。その反動で、座っていたキャスターつきの椅子が倒れたけど、それに対してどうこう思う余裕なんてなかった。

　強引に引っ張られたせいでバランスを崩した私を、宮坂が支えてくれたのはいいのだけれど……。気づいたときには、少しはずかしい体勢になっていてびっくりする。だって、椅子に座ったままの宮坂に覆いかぶさるみたいな格好になっていたから。片膝を宮坂の両足の間についちゃっていて、これじゃあ私が襲いかかっているみたい。

　宮坂の足を踏まなくてよかったとか、私よりも二十センチくらい背の高い宮坂を見下ろしているなんて、不思議な感じだとか。いろいろ思うことはあるけど……。

　倒れた椅子とか自分の体勢とかよりも気になるのは。

　唇が、重なったってこと。

「ちょ……いきなり、なに……っ」

　反動でぶつかっちゃっただけかもしれないとも思った。けど、離れようとした私を止めた宮坂が、至近距離からそれを否定する。

「早川が忘れてる夜のこと。思い出させてあげるよ」

「……っ、ん……」

　再び唇が重なったのは、反動でも事故によるものでもなかった。……宮坂の意志だ。

　宮坂の舌が唇をなぞる。それでもぐっと口を結んでたけど、一気に襲ってきた緊張から酸素を求めて少しだけ開けた途端、私の唇をなぞっていた舌が入り込んできた。

「……や、ぁ……んん……っ」

　緊張をゆっくりと溶かすみたいな、丁寧で優しいキス。

　そんなキスをされたせいで、無理やりされていることなのに、なぜかそんなに嫌な気分にもなれなくて。

　黙って宮坂のキスを受け入れている自分はおかしいと思うのに、拒めない。

　だって、嫌じゃない。このキスを……私、知ってる……？

「……ふ、ぁ……っ」

　宮坂の唇がゆっくりと離れる。けど、私と宮坂の距離はたった数センチ。私がほんの少し動けばまたキスしちゃいそうな状態で、宮坂が見つめる。背中に回されている手が、余計に緊張を煽あおっていた。

　ドキドキドキドキ……心臓がうるさく内側から私を急かす。

「もの足りないって顔してる」

「……っ」

　宮坂が話すと、空気の振動が唇に当たって身体が震えた。

　彼を見下ろしているせいで、一年ぶりくらいにヘアアイロンで巻かずにきた髪が、宮坂の顔に落ちる。その髪を私の耳にかけながら、宮坂がじっと見つめた。

「今日は巻いてないんだな。似合ってる」

「……っ」

　宮坂の指が耳をなぞるから、自然と身体がすくむ。身体中が、宮坂の仕し草ぐさや言葉ひとつひとつに敏感になっていた。……夢中になっていた。

「早川、もっと欲しい？」

　そんなわけない。だって、今のキスは無理やりだったんだから。私からキスしてほしいって望むとか、そんなのありえない。

　そう思うのに……身体が熱い。

「答えて。早川」

「……欲、しい」

　知らずにそう答えていた。ふっとほんのわずかに微笑んだ宮坂が、私の後頭部に回した手にぐっと力を入れる。そしてまた唇を合わせた。

　誘ってくるような宮坂の舌に、今度は私も応える。

「……ん……っ」

　ゆっくりとしたキスが気持ちを高めていく。触れている唇から、宮坂の気持ちが流れ込んでくるように感じた。もっとも、宮坂が私を想ってくれているのかはわからないから、それは私の勘違いとか……願望なのかもしれないけど。

　私……どこかおかしいのかも。いくら誰もいないからって、昼休みのオフィスでこんなことっ。しかも、付き合ってもいない男と……。

　沖田さんにキスされたときは、抵抗があったし嫌だと思った。なのに今は、自分から望んでるなんて……どこかおかしいに決まってる。

　でも私。キスがこんなに心地いいとか気持ちいいって思ったこと、ない。

「……ふ……っ」

　座っている宮坂の足の間に片膝をついてるから、今は私の方が高い位置にいる。宮坂は私の後頭部をしっかりと抱き寄せて、唇を合わせていた。私が逃げられないように。

「あっ……待って」

　もう片方の手が、膝のあたりから足を上ってくるからびっくりして離れようとすると、私の頭に回されていた宮坂の手がそれを止めた。

「や……宮、坂……っ」

「なに？」

「ここ、会社……っ」

「知ってるけど」

「知ってるって……や、ダメ……っ！」

　ふたり分の体重をかけられた椅子が、ギシッと音を立てる。

　じっと見上げてくる宮坂の瞳に、熱がこもっている。その瞳に時間が止められたみたいな錯覚に陥って……ハッとした。

　私、キスもこの瞳も知ってる。なんで？　もしかして、先週本当に……？　あれってただの夢じゃなかったの？

　……宮坂のキスが、夢の中のキスと重なる。なんで……？

「ん……宮坂……っ」

　そんな疑問に辿り着きながらも宮坂を拒否し切れずにいたとき、廊下から話し声が聞こえてきた。

　それに気づいた宮坂の手がゆるんだのを感じて、慌てて宮坂から離れる。時計が指すのは十二時五十分。もうすぐ昼休みが終わる時間だ。

　なにも言えずに立っていると、立ち上がった宮坂が倒れた椅子を元に戻してくれた。

「あ、ありがと……」

「別に。俺が倒したんだし」

「あの……先週、泊まっちゃったとき、なにもなかったんだよね？」

　なにも言わない宮坂に、トクンと胸が音を立てる。

「もしかして……本当になにかあったり……」

「来週の金曜日だったら、付き合えるけど」

「え？」

　なんの脈略もないことを言われてキョトンとしていると、椅子に座り直した宮坂が、眼鏡をかけながら言う。

「彼氏の後をつけたいんだろ？　ひとりで不安だって言うなら、来週金曜日だったら付き合えるって言っただけ」

「え、あ……付き合ってくれるの？　……ありがとう」

　まさか宮坂から付き合うなんて言うと思わなかったから驚くと、宮坂は私を少し見た後、「別に」と呟つぶやくように言って、パソコンに向かった。










「今夜、予定ある？」




　一週間前の夜、本当はなにがあったのか。

　っていうか、なにかが本当にあったのか。それとも宮坂の冗談で、私の思っていた通りただの夢だったのか。

　はぐらかされてばかりで、結局事実はわからないままだけど。

　今はそれどころじゃないみたいだ。

「沖田さんと付き合ってるのは、芽衣なんだよね」

「う、うん。多分」

「むしろ向こうから告白してきて、強引に付き合い始めたんだよね？　しかも、お試し期間中なんだよね？」

「うん。そうなんだけど……」

「じゃあ、なんで沖田さんと第一営業課の井いの上うえさんが噂になってるわけ？」

　給湯室で詰め寄ってくるのは、同期の西岡 梢。

　昨日の朝、『沖田さんと井上さんがホテルに入っていくのを見た人がいるんだって！』なんて噂が流れて。それはもうあっという間に、同じフロアにある第一営業課と第二営業課に知れ渡った。

　ほかのフロアまでは確認してないけど、多分この様子だと建物中の人の耳に入っていると思う。

　隣のビルにまで飛び火してそうな勢いだ。

「なんでだろうね」

　他人事みたいなことを言って曖昧に笑うと、梢に怒られる。

「なんでだろうね、じゃない！　呑気すぎる！　今から沖田に直接聞きに行ってくるとかしなよ！」

「えっ、無理だよ。社内では内緒にしたいって沖田さん言ってたし。知ってるのって、梢くらいだもん」

「もうその時点でおかしいじゃん！　告白断ったのに、試してくれとか食らいついてきたくらい好きなら、誰にバレたっていいはずでしょ、普通！　うちの会社は社内恋愛禁止じゃないんだから」

　すごい剣幕で言う梢に驚きながらも、なんとか落ち着かせようと笑顔で口を開く。

「で、でも、いろいろ事情があるんだろうし」

「じゃあメールとか電話で聞くとか！」

「でも、仕事中だし……」

「もー！　なんで芽衣はそんな煮え切らないの？　試してくれって自分から言いだしたくせに、その期間中にほかの女とホテルって!!　ありえないでしょ!!」

「それはそうだけど」

「普通ね、ほかの女とホテル行ったのがわかったりしたら、往復ビンタした後、コンクリートの上で土下座させてそれを踏みつけるくらいするよ！」

　……それは梢だけだと思う。

　怒り心頭の梢に苦笑いしながら、どうにかこの場を凌しのごうとほかの話題を探して、ふと気になっていたことを思い出した。

「それより、こないだ私が酔いつぶれたとき、なんで宮坂の家に連れていったの？」

　今週に入ってから仕事が忙しかったりタイミングを逃したりしてなかなか聞けないでいたけど、ずっと気になっていたことだ。

　先週の金曜日、梢と私が飲んでいたバーは駅の近くだったし、周りにビジネスホテルがたくさんあった。宮坂の家に行くよりはホテルに泊まらせちゃった方が楽だったはず。

　なのに、わざわざホテルよりも遠い、しかも一度も行ったことのない宮坂の家まで私を連れていくなんて……。どう考えたっておかしい。

「んー、だって沖田さんよりも宮坂の方がいいと思うし」

「……どういう意味？」

「まぁ、私から言うのは違うと思うから言わないけど。とりあえず宮坂からしたら三年越しの片想いだし、ちょっとくらいのラッキーハプニングはありかなーって」

「だから、意味が」

「宮坂も芽衣を泊めたならそのまま手を出しちゃえばよかったのに。そうすれば、流されやすい芽衣は確実に宮坂にフラフラ行ってたのになぁ」

「……フラフラ行ってほしかったの？」

　なんとなく怒れずにそう聞く。

　宮坂が本当のところ手を出したかどうかはわからない。けど……少しだけ。少しだけ、私が宮坂にフラッと揺れているのは確かで。

　でもそれって、流されやすいからなのかな。今までみたいに流されてるだけ？　少し、違うような気もするんだけど……。

　気づいたばかりの気持ちなだけに、自分でもよくわからない。

『フラフラ行ってほしかったの？』って私の問いに、梢は「うーん」ってうなった後、大きく頷く。

　悩む意味なんかなかったんじゃないかってくらい、大きな声できっぱりと。

「行ってほしかったね。だって、沖田なんかよりも絶対いいじゃん」

「沖田なんかって……」

「っていうかさー、もうフればいいじゃん！　試したけど最悪でしたって言って、二、三発殴ってやりなよ。だいたい沖田って、前から女関係怪しいって噂が……」

「あれ。今、俺の話してた？」

　突然の声に振り向くと、給湯室のドアのところに沖田さんがいて。

　なんとなく目を逸らして首を振る。

「あ、いえ……」

　仮にも付き合っているはずなのに、なんでこんなに遠い人に感じるんだろう。女子社員にすごく人気があるくらいカッコいいのに、なんでドキドキしないんだろう。

　沖田さんにドキドキするのは、キスされそうになったりホテルに誘われたり、そういうときだけの気がする。それも、恋のドキドキっていうよりも、焦あせってっていう方がきっと正しい。

　宮坂には……あれ以来、給湯室でふたりきりになったり、たまたま同じエレベーターに乗ったり、そんな些細なことでもときめいちゃって、自分でも戸惑うほどなのに。

「沖田さん、朝イチの会議終わったんですか？」

「ああ。さっきね。これからサブが会議するところ。ちょっとコーヒーでも飲もうかと思って」

〝サブ〟というのは、第一営業課が第二営業課につけたあだ名だ。言葉通り、〝補欠〟みたいな意味合いでバカにして呼んでいるのは知っている。

　そんな悪ふざけを言っているのは、第一営業課の中でも一部だけだけど。その〝サブ〟に所属している私や梢の前でまでそう呼ぶのはどうかと思う。デリカシーがなさすぎる。

「高学歴で外見もいいし、仕事だって会社の中心的役割を担ってる第一営業課。そんな沖田さんを、周りの女子社員が放っとかないんじゃないですか？」

　沖田さんにコーヒーをいれながら言った梢の言葉の真意は、〝探り〟。直接、井上さんとのことを聞くっていうのはやっぱり失礼だから、遠回しに言ったんだと思う。沖田さんは、年齢も入社時期も先輩に当たるから。

「はは。そうでもないよ」

　爽やかな笑顔は、社内でも大評判。

　私は……浮気疑惑が浮上した頃から、この笑顔を見るのが苦手になっちゃったんだけど。なんとなくだけど、嘘っぽく感じるようになってしまって。

「第一営業課には綺麗な女子社員が揃ってますよね。やっぱり周りが綺麗な子ばかりだと仕事もやりがいがありますか？」

「サブにだって綺麗な子はいると思うよ。キミたちみたいな子は、ぜひうちに異動になってほしいな」

「庶務課の人にもそう言ってたの、聞きましたよ。あ、コーヒー置いておきますね。私、頼まれてる仕事があるので失礼します」

　私にアイコンタクトを送った梢が、給湯室から出ていく。

　梢に「コーヒーありがとう」って微笑んだ後、沖田さんが私を見るから、なんとなく目を逸らしてしまった。

「変な噂が流れてるみたいだけど、嘘だから。芽衣はなにも心配する必要ないよ」

「……はい」

「心配した？」

「あ、いえ」

「なんだ。焦った芽衣が今日こそ俺とひと晩過ごしてくれるかと思って、期待してたのに」

　こういうことを言われても、どんな顔をすればいいのかわからなくて困る。

　私だってもう二十三歳だし、それなりには経験がある。人数は少ないけど、エッチだって。だから、はずかしいからとか、そんなことを理由に嫌がっているわけじゃない。いつになっても沖田さんを好きだと思えないせいだ。

　そして、沖田さんが本当に私のことを好きだと思えないのも、理由のひとつ。告白はしてくれたけど……なぜだか沖田さんの態度からはそういう気持ちをまったく感じとれない。だから、未だに歩み寄る気になれないのかもしれない。

「沖田さん、最近話すとそればっかりですよね……」

　付き合い始めて数日経った頃から、こんな話ばっかりだ。豹ひょう変へんってほどじゃないけど、ただ優しかった沖田さんが、身体の関係ばかりを求めるようになった。

「沖田さんは、なんで私と付き合いたいんですか？　私の……身体が目当て……なんですか？」

　なんて、たいした身体してないんだけど、あまりにせっついてくるから、そう思わずにはいられなくて。

　遠慮がちに聞くと、沖田さんは呆れたみたいに笑った。

「そんな言われ方するとは思わなかった。俺、芽衣のことは大切にしてるし、十分待ってあげてると思うけど？　むしろ、芽衣が俺に歩み寄ってくれないだけでしょ」

「そんな……だって、沖田さんがお試しでいいって言ったから……」

「だから、そこも含めて試してみてってこと。身体の相性がよければ、芽衣の気だって変わるかもしれないし。身体から始まる恋っていうのもアリだと思うけど」

　突然そんなことを言われて、カッと顔が熱くなる。

　沖田さんは笑顔で続けた。

「だいたいさー、付き合って一カ月もすれば普通はしてるって。あ、もしかしてなにかコンプレックスとかがあったりする？　こないだ男友達と話してて、拒否するのは過去のトラウマとかが問題なんじゃないかって言われてさー」

　びっくりして、思わず沖田さんを見た。そんなこと、友達に話しているなんて思わなかったから。

「俺、胸とか小さくても気にしないよ」

　にっこり微笑まれて、絶句する。

　胸は……っ、確かに大きくはないけど！　でも、こんな話、今ここでするべき話題じゃない。

　それに、拒んでるのは過去のせいじゃなくて、沖田さんとそういうことをする気分になれないからだ。それをトラウマのせいにされても困る。

「……私のことが好きだから、いつまででも待つって、言ってくれましたよね？」

「だからもう一カ月も待ったよ」

　沖田さんにとっての一カ月がどれくらいの意味を持つのかわからないけど、一カ月待つのがそんなに大変なことだとは、私には思えない。沖田さんの中で私への気持ちが、一カ月待つのが限界くらいの大きさだって言われている気分になる。

　だったら、なんでその程度の気持ちで『お試しでいい』なんて言ったんだろう。

　謙けん遜そんしてるわけじゃないけど、私は外見だって性格だって、全部がいたって普通だ。社内には、私よりも綺麗な人がたくさんいるし、沖田さんが誘えばホテルについてくる子だっていると思うのに……。なんで、私なんだろう。

　ずっと疑問に感じていたことを考え込んでいたけど、沖田さんが近づいてくるのがわかって、ハッとして顔を上げる。靴のつま先がぶつかるくらいまで近づいてきたことに気づいて、とっさに一歩下がった。それでも、今誰かに見られたら、親密な関係だって思われてもおかしくない距離だ。

「今夜、予定ある？」

「え……」

　壁を背中にして逃げ場のない私に、沖田さんがニコニコしながらかがんで、三十センチくらいまで距離を縮める。

「だから今夜。……いい加減相手してくれないと、噂が本当になっちゃうかもしれないよ？」

「……離れて、ください。誰かに見られたら誤解されます」

「ねぇ、芽衣。今夜……」

　キスされそうになって、顎をぐっと引いたときだった。「早川」って、名前を呼ばれたのは。

　反射的に給湯室の入口を見ると、資料を片手に持った宮坂が立っていて……。昨日のキスのことを思い出して、一瞬ドキッとする。

　こんな状況を見たら、私だったら絶対に動揺しちゃうけど。そして、ごめんなさい、なにも見ていません！って言って回れ右しちゃうような状況だけど。宮坂はいたって冷静で、いつも通りに見えた。

　少し冷たくも見える瞳で私と沖田さんを見て、用件を告げる。

「早川、第一会議室にコーヒーひとつ持ってきてほしいんだけど。今日の会議は社長も出るみたいだから」

「え……あ、うん。わかった」

　宮坂の言葉に助けられて、なんとか沖田さんから逃げる。コーヒーを用意している間に、沖田さんが出ていったのが気配でわかって、胸を撫で下ろした。

　助かった……。

　コーヒーの香りに包まれながらホッとひと息ついていると、後ろから伸びてきた手が、いれたてのコーヒーが入っているカップを取った。見ると、宮坂がそれを口につけたところで。

「え、それ、社長の……」

「今日の会議は午後からに変更になった。社長が顔出したいとか言いだしたから、時間の調整が必要になって」

「じゃあ今のって……」

　私を助けてくれたってこと？

　じっと見ていると、コーヒーを飲みながら宮坂が私を見る。じろって感じで。

「早川の彼氏って、沖田だったんだ」

「まぁ……彼氏なのかどうかはわからないけど」

「ずいぶん曖昧な返事だな。ところで、あいつのどこがいいの？　やけに女受けはいいみたいだけど」

「んー。宮坂から見ると、沖田さんってどんな感じ？」

「あくまでも個人的意見だけど、同性としての魅力は感じられない」

　はっきり言い切った宮坂にも驚いたけど、それに頷きそうになった自分にはもっと驚いた。思わず苦笑いがもれる。

「私も……よくわからないかも」

「でも、付き合ってるんだろ？」

「前言った通りだよ。自分を試してほしいって言うくらい想ってくれてるんだから、一緒にいる時間が増えれば、好きになれると思ってたんだけど……」

　好きになるどころか、気持ちは平行線のまま。……いや、むしろ完全に下降線気味だ。

　沖田さんと過ごした時間なんてそんなにないけど、私の中での印象はどんどん悪くなる一方。

　でも、早急に関係を持ちたがる沖田さんもどうかと思うけど、私も多分よくないんだ。自分から歩み寄ろうとしていないんだから。

「こんなに悩むなら、最初からきちんと断るべきだったんだよね。『お試しでいい』なんて言われて、戸惑ってる間に押し切られちゃったりして……沖田さんにも悪いことしちゃった」

　昨日から、なんでこんなに宮坂相手にペラペラしゃべっちゃうのか、よくわからない。だけど宮坂と一緒にいると、ついつい本音が口をついて出る。今までは、ちょっと嫌味っぽくてあまり人に関わろうとしない、ただの同期だったのに。

　でも、宮坂自身は変わっていないだろうし、私が気づかなかっただけなのかも。こんなに柔らかい雰囲気を作れる人なんだって。

　梢は、宮坂とふたりきりだとちょっと気まずいって言っていたけど、私にとっては宮坂の雰囲気は心地いい。それに気づいたのは、例のお泊まり事件があってからだけど。

「好きになる努力もしてないんだから、それで浮気されても文句なんか言えないのにね。私のことを好きだって言ってくれた沖田さんを信じたいとか、本当は浮気なんかしてないんじゃないかとか……。そんな風に都合のいいことばかり思うのは、女のプライドなのかな」

　別に沖田さんを好きじゃないのに、沖田さんの告白は本気だったって信じたいなんて。わがまますぎて自分自身にイライラする。こんなのまるで、押しつけられて困っていたおもちゃを、横から取られた途端欲しがっている子どもみたいだ。

　決してそのおもちゃが気に入っているわけでも好きなわけでもないし、返されたって困るだけなのに。

「やな女だよね、私。欲深い性格なのかな。なんか自己嫌悪」

　わざと冗談みたいに笑って、給湯室を出ようと歩きだす。

　だけど、宮坂の言葉がそれを止めた。

「自分のものだと思っていたものが誰かに取られそうになると、それがどんな些細なものでも眩しく見えたりする」

「え？」

「人間はそういう生き物なんだから、早川が嫌な女ってわけでもないだろ。まして、沖田から告白してきて強引に付き合わされたなら、そんな気持ちになっても仕方ない」

「……そう、かな」

　まさか、フォローしてくれるなんて思ってなかった……。

　びっくりしたまま見ていると、宮坂がカップを口に運びながら続けた。

「それに、人間から欲は切り離せないものだから。俺のキスに応えた早川は、欲望に正直なだけで、欲深いわけでも淫いん乱らんなわけでもなんでも……」

「ちょ、ちょっと!!　変なこと言わないでっ！」

　焦ったせいで大声になった。

　これじゃ、余計に目立っちゃうっ！と、自分の口を押さえながら、周りに人がいないかキョロキョロしていると、宮坂が笑う。

　欲望に正直、とか言ってたけど。一応、元気づけようとしてくれたのかな……。それとも、意地悪で言っただけ？

　優しい笑顔にそんなことを思うも、結局宮坂の気持ちが私にわかるはずもなく、考えるのをやめて、話題を変える。

「でも、沖田さん、あんな爽やかな外見なのに……。最近の男子は草食とか騒がれてるけど、そうでもないのかも。男は誰でも獣だって、梢がいつか力説してたし」

「〝男は〟？　女もだろ」

「……それ、私のこと言いたいの？　さっきから人のこと、淫乱とか獣とか！」

「そうは言ってないけど」

　しれっとした顔で言う宮坂に、ムッと口を尖らせる。

「嘘！　そう聞こえるもん。それに、言っとくけど、私そんなんじゃないから！　あんな風に自分からキス求めちゃったのとか……はずかしいけど、初めてなんだからね！　沖田さんにされたときだって、あんな風にならなかったし！」

「……へぇ。そうなんだ」

　少し甘さを含んで聞こえた声と、じっと探るように見つめてくる瞳に、戸惑いながら続ける。

「別に、欲求不満とかじゃないから！　なんとなく……ただ、なんとなく、宮坂の雰囲気に呑まれちゃっただけで……」

　そこまで言ってから、急にはずかしくなって目を逸らした。

　顔が熱い。心臓がドキドキする。

　っていうか、私、いったいなんの言い訳をしてるんだろ……。どんな気持ちで宮坂のキスを受け入れたかなんて、今関係ないことなのに。宮坂のペースに乗せられて、言わなくていいようなことまでペラペラと……。こんなの完全に自爆だ。

　わけがわからないし、この甘酸っぱいようなじれったいような雰囲気もどうすればいいかわからない。

　こうなったら逃げるが勝ちかも……。

　そう思って足早に逃げだそうとしたとき、宮坂が言った。

「俺も、欲求不満でキスしたわけじゃないから」

「……え？」

「それと、俺にだけ発情する女だったら、淫乱でもかわいいと思うけど」

　コーヒーの香りが充満する給湯室。

　私がいれたコーヒーを飲みつつ資料に目を通す宮坂から、なかなか目が離せなかった。










「俺がしてやるよ。お仕置き」




　私が配属されている第二営業課は五階にある。毎日一階ロビーにあるエレベーターで五階まで上がって午前中の業務をこなす。お昼はパンやお弁当を持ってくることもあるけど、六階にある社員食堂でとることが多い。そして、お昼を済ませたら、また午後の業務を五階でこなし、仕事が終われば一階に降りてそのまま帰路につく。

　それが一日の流れだ。資料室だとか会議室だとか、用事があればほかの階に顔を出すこともあるけど……二階から四階までは、正直、私にとっては未知のフロアに近い。同じ建物内なのに雰囲気も全然違うし、たまの用事で行くと、慣れていないせいでまるで別の会社にでもいる気分になる。

　一階にあるのは、大きなところで備品庫だとか医務室、それと警備員室とカフェスペース。一階のフロアは毎日通っているけど、入口からエレベーターまでの、直線にして十メートル足らずのエリア以外、ほとんど足を踏み入れたことがない。医務室は、体調が悪いときに薬をもらいにいく人も結構いるみたいだけど、私は行ったことがなかった。わざわざ業務中に薬を飲まないとダメなくらいの症状になったことはなかったし、風邪をひいても、横にならなくちゃいけないほど弱ったこともなかったから。

　そんなわけで、入社して三年間、医務室になんて行く機会がなかったから、私には無縁の部屋だと思っていた。……まぁ、それも先月までの話だけど。

　というのも先月、生理痛で体調が優れないままに臨んだ朝礼中に、人生初の貧血を起こして倒れるという、はずかしい体験をしてしまったのだ。そのせいで、意識がないまま、医務室デビューを果たした。

　今思うと、自分の身体は丈夫なんだって、過信しすぎていたのかもしれない。

　初めて使った医務室のベッドで、浅い眠りの中感じたのは、おでこを撫でる冷たい手。そのときはまだ、自分が倒れたことにも気づいていなかったし、なんで寝ているのか、そんなことを考える余裕もなかった。

　睡魔に誘導されて深い眠りに落ちそうになりながら、瞼が重たいってことと、おでこを撫でる手が、優しくてすごく気持ちがいいってことだけ感じていた。

『ゆっくり休んで』

　そっとおでこに触れたのは……唇だろうか。

　寝ている間にキスするなんて、普通だったら絶対に怒るところだけど……睡魔のせいだったのか、なぜだかそんな気にはなれなくて。それどころか、すごく満たされた気持ちになってしまって……そのまま深い眠りに吸い込まれていった。

　まるで、恋人が傍にいてくれているみたいな、そんな感じ。少しのドキドキと、安心感。そのおかげで、気持ちよく深い眠りに落ちていった。

　そして目覚めたとき。私を覗のぞき込むようにして微笑んでいたのが沖田さんだった。

『大丈夫？　気分はどう？』

『あ……はい。あの、ここは？』

『医務室だけど？』

『医務室？　私、どうして……あ、貧血で倒れて……？』

『ああ、うん。そう』

　彼は優しい笑みを浮かべている。

『あなたが運んでくれたんですか？　あの、失礼ですけど、お名前伺っても……』

『あれ、知らなかった？　俺のこと』

『すみません……』

『いや。気にしなくていいよ。俺、第一営業課の沖田っていうんだ』

　それが、沖田さんとの初めての出会いだった。

　第一印象は……とくになかったと思う。ただ、この人が頭を撫でてくれてたのかなって、それが気になっただけで。

　そして、しばらくの沈黙の後、沖田さんが言った。

『第二営業課の早川芽衣さんだよね。……俺と、付き合わない？』

　あまりに唐突すぎて、びっくりして言葉が出なかった。少しの間、横になったまま呆然としていたけど、なにか答えなくちゃと思って、ベッドから上半身を起こした。

『あの……でも、沖田さんのことよく知らないし、申し訳ないですけど……』

『すぐが無理なら、とりあえず、お試しでいいから』

『え？』

『早川さんが満足するまで、俺を試してよ。それから判断してほしい』

『でも……』

『今付き合ってる男がいないなら、それぐらい付き合ってくれてもいいと思うけど？早川さんのこと、本気で好きなんだ』

　お試しでも、という提案に困惑していた私を、無理やり頷かせるみたいな口調だった。

　だからっていうのもあるし、流されやすい性格もあって断れなかった。

　それに……優しく撫でてくれた手が気になって。笑顔で見つめてくる沖田さんに、浅く頷いた。

　それが、一カ月ちょっと前の出来事だ。




　給湯室で宮坂に意味深な発言をされた翌週の木曜日。食堂は昼休みに入ったばかりだからか、空いている席が目立っていた。いつもは並ばないと買えない食券もすんなり買えたし。四人がけの四角いテーブルをふたりで占領して、梢とＬ字型に腰かけた。

「ねぇ、宮坂って、誰かと付き合ってるとか、入社してから恋愛関係の噂みたいなのってあったっけ？」

「えー、ないんじゃない？　恋愛に限らず、〝眼鏡王子〟以外で宮坂の噂なんて聞いた覚えないし。っていうか宮坂って思いっ切り草食系じゃん」

　梢がオムライスを食べながら言う。

「草食系でも欲求不満になったりするのかな」

「するんじゃない？　だって人間の三大欲求なわけだし。ただ恋愛に対して消極的なだけで、淡泊なわけじゃないんじゃない？」

「ふぅん……」

「あ、でも宮坂は淡泊そうだけど。性欲とかなさそう」

　テーブルの上には、Ａセットのメニューが並んでいる。今日のセット内容は、ご飯にチーズカツレツとサラダとスープだ。

　ワカメの入ったコンソメスープを飲みながら、考える。

　淡泊……でもなかったような。むしろ、この間オフィスでしたキスは情熱的にさえ感じたし。こう、気持ちがこもっているというか……。大事にされてるって感じるようなキスだった。

　なんて考えた途端、かぁっと顔が熱くなってしまった。熱を持った顔をスープのカップで隠すようにして一気飲みする。

「そんなにおいしかった？　そのスープ」

「え、あ、うん」

　梢の不思議そうな視線を笑って誤魔化しながら、カップをトレーに置く。

〝大事にされてるって感じるようなキス〟とか。付き合っているわけでもないのに、なに考えてるんだろ私。うぬぼれすぎだ。

　……でも。だから心地よく感じたのかも。エッチに持ち込もうとしているのがバレバレな沖田さんのキスとは大違いだったから。

「それより、あの後沖田さんとちゃんと話した？」

「あ、うん。ただの噂で、井上さんとはなにもないって」

「それ、信じたの？」

「……んー、わかんない」

　曖昧な笑顔でいい加減な返事しかできなかったのは、決して誤魔化そうとしたからじゃない。自分でもよくわからないからだった。

「沖田さんのことは……なんか、考えれば考えるほどわかんなくなる」

　そう呟くと、梢がやれやれといった顔で言う。

「だから沖田さんなんか、フッちゃえばいいじゃん。押し切られて付き合い始めたんだから、そんなに気を遣う必要ないって」

「気を遣ってるわけじゃないよ。ただ……どの沖田さんが本当なんだろうって思うだけ。あと、なんで私を選んだのかも、理由がわからないし」

　そう。目立ちもしない私なんかを好きになってくれたんだから、きっといい人なんだって思っていたけど。

　そもそも、接点もなにもなかったのに、なんで私なんだろう。

　第二営業課には、私を含めて六人の女性社員がいるけど、どうひいき目で見ても私は平均レベルだ。梢の方がよっぽど綺麗だし、モテるのに。

　そんな疑問もいい加減堂々巡りで、謎は深まるばかり。

「確かに芽衣って目立つタイプじゃないもんね。沖田さんと今まで噂になったのって派手な感じの〝いかにも美人！〟ってタイプばっかだったのに。……なんで芽衣なんだろ」

「……他人に言われるとちょっと微妙な気分だけど。でも、不思議だよね」

　疑問を感じながらもチーズカツレツを口にくわえたとき、食堂中に響くような大声が、なぜか耳元から聞こえた。

「なにが微妙なんですかー!?」

「ちょ……っ、耳痛い！」

　耳を押さえて振り向いた先にいたのは、同じ課の福田くん。今年の新入社員で、社歴は私よりも三年浅い。とはいえ私と梢は短大卒で入社して、福田くんは一年浪人して四大を卒業しているから、年齢的には一緒だ。

「はは、芽衣先輩いいリアクション。ここいいですか？」

　福田くんが、私の右斜め隣を指差しながら言う。

　私の左斜め隣に座る梢と福田くんが向かい合わせに、そして私はその間に挟まれるような形になって、なんとなく嫌な予感がした。ズバズバ言う梢と、なにを言われてもヘラヘラしている福田くんは、水と油というか……。仕事のことや業務態度を、いくら注意されても直そうとしているようには見えない福田くんのせいで、最終的に梢がイライラしだすのがいつものパターンだ。

　またなにか始まるんじゃないかと不安に思って見ていると、梢が座ったばかりの福田くんを、持っていたスプーンで指しながら苦笑いする。

「福田さー、午前中課長にこっぴどく怒られてたでしょ。なにしたの？」

「いやいやいや、あれは俺のせいじゃなくて、課長の機嫌のせいですって。今日午後に使う資料をうっかりカラーで印刷しちゃったらすげぇ怒られちゃって。やり直せばいいことだし、あんな怒んなくてもいいですよねー」

　大盛りのカレーとミニサイズのうどんをテーブルに置いた福田くんが、それを食べながら言う。

「怒られて当たり前でしょ。今はなんでも経費削減の時代なんだから。福田は反省の色が見られないから余計に怒られるんだよ。福田がそんなだと教育係の宮坂がとばっちり食らうってわかってんの？」

　梢がパクパクと口に入れているオムライスも大盛りサイズ。ここに座っていると、私も大食い仲間のひとりとして認識されてしまいそうだ。

「あー、同じこと宮坂先輩にも言われました。一度『俺に迷惑をかけるために入社してきたのか』とまで言われちゃったし」

　ははって笑いながら言う福田くんの辞書には、責任感とか罪悪感って言葉がないのかもしれない。宮坂とか、ほかの人の足を引っ張りまくっているのは、見ているだけの私でもわかるくらいなのに。

　本人はまるで自覚なしだ。

「芽衣先輩、宮坂先輩と教育係代わってくださいよー。俺、芽衣先輩が教育係になってくれたら、毎日楽しく仕事できる気がします」

「……今でも十分楽しそうだけど」

「えー、そんなことないですよ。毎日会社に来るのがしんどくてしんどくて」

　冷たい目で見ていると、私と同じ目をした梢がずばり言う。

「じゃあ辞めなよ。福田が辞めても第二営業課は困らないし。むしろ助かる」

「えー、それちょっとひどくないですか？」

　一瞬、そこまで言うと傷ついちゃうんじゃないかなって心配したけど、ヘラヘラ笑いながら答える福田くんには、そんな心配はいらなかったらしい。

　悪い意味で呑気すぎる福田くんに冷めた目を向けながら、梢が続ける。

「っていうかさー、福田って芽衣狙い？　あからさまに態度が違うよね」

「あ、バレちゃいましたか。いや、狙ってるとかじゃないんですけど、タイプだなーとは思ってます」

　……なんとなく。なんとなく、福田くんはいつも気があるような態度をとるから、私自身もそうかもしれない、とは思っていたけど。キャラがキャラなだけに、どうせ軽い気持ちなんだろうなって触れないようにしてきたのに。

　……梢め。

「俺、どうですか？　芽衣先輩」

「福田。とりあえず前から言ってるけど、〝早川先輩〟って呼びなよ。芽衣だけ名前で呼ぶっておかしいし、変に勘ぐられたら芽衣が困るんだから。その前に、仕事もできないのに先輩口説くなんてありえない」

　梢にさんざんに言われているのに、それに答えるでもなく、福田くんがじっと見つめてくる。

「俺、年齢的には同じだし、顔もまぁまぁでしょ？」

　この人、会社になにしに来てるんだろ。純粋にそんな疑問が湧く。完全に学生気分が抜けてない。

　福田くんが大きな声で言うから、周りのテーブルからもチラチラ視線が集まっていた。

「ね、先輩」

「えっと……どうって言われても」

　沖田さんとのことで、押しに弱いのは自分でも十二分にわかっているけど……。福田くん相手でも、こうして積極的に来られるとどうしていいのかわからなくなる。

　そんな私を見かねてか、梢が私と福田くんの間にスッとメニュー表を差し入れて、福田くんの話を遮った。

「芽衣が押しに弱いって知っててやってるでしょ」

「あ、バレました？　そういうとこ、かわいいなーとか思ってて。あと、優しいし、小動物系で小回り利いてかわいいし。仕事はできるし、忙しくてもプライベートの飲み会の誘いを断れないとか、優柔不断でひとりで決められなさそうなとこもいいですよねー。まさに〝守ってあげたい！〟って感じで！」

　福田くんが、これでもかってほど私の長所と短所を並べる。

　小動物系で小回りが利いてかわいい……。沖田さんも同じ理由で私に告白してきたのかな。

　っていうか。そもそも沖田さんって、本当に私が好きなのかな。なんかもう、そこからわからなくて振り出しに戻る。

　あの張りついたような笑顔の下に、なにか隠していることがあるように思えてしまうのは……私の考えすぎなのかな。

「芽衣先輩はどんな男がタイプですか？」

　全然懲こりてない福田くんには、「仕事のできる男」とだけ言った。

　自分でも仕事ができないことをわかっていたのか、福田くんは黙ったままポカーンとした顔をして、それを見た梢が大笑いしていた。




「たとえば、入社式まで時間がさかのぼれるとして。それができるなら、俺はおまえの教育係なんかには絶対にならない」

「お、宮坂先輩、時間をさかのぼるなんてロマンチストですね。うお座ですか？」

　夕方のオフィス。

　パソコンで伝票を打つ私の横には、席に座っている宮坂と、その前に立たされている福田くん。極めてよく見る光景だ。

　どうやら午後イチで必要になる資料作りをすっかり忘れていたらしい。おかげで宮坂は、社長出席の会議で、カンペなしで報告することを余よ儀ぎなくされた。それでも宮坂が乗り切ってくれたからなんとかなっているけど。

　社長出席の会議で資料がないなんて、普通だったら考えられない。

「本来であれば、頼まれた仕事以上のことをできるように育てるのが教育係の仕事だ。だけどおまえに関しては、頼まれた仕事だけでもきちんとこなせるようになってほしいとしか望んでいないのに……。いい加減、俺も手に負えない」

「あーあ。ついにお手上げだって。でも宮坂、今までよく我慢してたよね」

　向かい合うようにして並んでいるデスクの左斜め前から、梢が笑いながら言う。

　第二営業課のみんなが宮坂に同情の眼差しを、そして福田くんに呆れた視線を向けていた。

　福田くんだけ完全アウェー。

「あ、宮坂先輩がお手上げなら、俺、芽衣先輩に教育してもら――」

「福田。自分で教育係が指名できると思っているのか？　キャバクラだとかそういう類たぐいの店と職場を一緒にするな」

「えー、だって」

「俺だって指名制だったらおまえをすぐに拒否してたよ。……その前に、〝芽衣〟じゃなくて〝早川先輩〟だろ」

　はーっとため息をつきながら宮坂が言った。

　そのセリフの中に〝芽衣〟なんて言葉が入り込んでいたのに気づいて、心臓が跳ねる。宮坂はいつも〝早川〟って呼ぶから、なんかびっくりっていうか、ドキッとして。

「でも、芽衣って響き、かわいくて芽衣先輩にぴったりだし、これを呼ばない手はないですって」

「……福田。そこまで反省してないなら、連れていってやろうか」

「え、どこにですか？」

「第三会議室」

「え……っ、別名〝お仕置き部屋〟の!?　勘弁してくださいよー。俺、もう何度もあそこで課長に怒られてるんですから。部屋に入っただけで冷や汗出ちゃって。この間なんか『お仕置きだ』とか言って、第三会議室の掃除を隅々までさせられて……」

「だから、今日は俺がしてやるよ。お仕置き。おまえがこれ以上ふざけた態度をとれないように」

　さっきは手に負えないって諦めモードだったのに。福田くんの、どの態度が宮坂の心に火をつけたんだろう。

　青い炎でも見えそうなくらい、宮坂から静かな怒りを感じる。

「宮坂、本当にシメてやってよ。名前のことだって、私がお昼休みに注意したばっかりなのに全然懲りてないし。だいたい、仕事は半人前のくせして先輩の芽衣を狙ってるとか、本当にふざけてるし。多少アザとかつけて戻ってきても問題ないから」

　梢の言葉に、宮坂がチラッと梢を見る。それから、福田くんに視線を戻した。

「そんなおっかない顔しないでくださいよー。いいじゃないですか、呼び方くらい。ね、芽衣先輩」

　私に背中を向けて座っている宮坂の横から、福田くんがひょこっと顔を出す。

　ここまで反省の色が見えない人って、珍しいと思う。打たれ強いにもほどがある。

「先輩捕まえて名前で呼ぶとか、ふざけんな。この無能が」

　呆れてなにも答えられないでいる私の代わりに言ったのは、梢。

　たとえ福田くん相手でも、ここまでバッサリ言えるのは梢くらいだ。宮坂でさえ梢が話しだした途端、黙っているし。

「なにを根拠に、そんなに自信満々に口説いてきてるんだか知らないけど、仕事もろくにこなせない男に魅力なんか感じるわけないでしょ。だいたいね、いくら芽衣が押しに弱いとしても、さすがに福田レベルには揺れない――」

「なんの話だ？」

　梢の席の後ろにあるドアから入ってきたのは、第二営業課をまとめている三みつ井い課長。三十代半ばの課長は、気さくで見た目も若く見える。宮坂情報だと篠田さんと付き合っているらしいけど……本当なのかはまだ確かめられていない。

「あ、いえ。資料作りを忘れた福田くんに反省の色が見えないので、先輩として注意していただけです」

　梢の言葉に「そうか」と頷いた課長が、福田くんを見る。

「俺もちょうどそのことで福田に話があったんだ。福田、第三会議室に来い」

　お説教だ。多分、課長の言葉を聞いた全員がそう確信していたと思う。

　今まではお説教するために別室が必要だった人なんていなかったのに、福田くんは入社してきて三カ月弱で、もう十回以上お仕置き部屋に呼び出されている。第三会議室の別名がお仕置き部屋になったのは、福田くんが入社してきてからだってことを、彼はきっと知らないんだろうな。

　どうやら、宮坂が連れていかなくても、福田くんはお仕置き部屋行きらしい。

「あ、はい……」と、力なく答えた福田くんを見ると、さすがに危機感を覚えたのかもしれない。

「課長。僕も行きます」

　部屋を出ようとした課長と福田くんに言ったのは、宮坂。

　席を立った宮坂に、課長が首を振る。

「いや、宮坂はいい。今日の会議はよくやってくれたよ。おかげで社長も満足した様子だった」

「いえ。福田の教育係を任されているのは僕ですから」

　はっきりと言う宮坂の横顔をじっと見上げる。

　さっきまで、教育係を下りたいって言ってたのに。行ったって、福田くんがお説教されるのはわかり切ってるのに。

　今までも何度となくこういうシーンがあったけど、宮坂は一度も福田くんを見捨てたことがない。そういうところは、正直すごいと思うし、男としても人としてもカッコいい。

「そうか……。まぁ、宮坂がそう言うなら来い」

「はい」

　渋々頷いた課長が部屋を出る。

　肩を落とす福田くんと、いつも通りポーカーフェイスの宮坂が、その後ろに続いた。










「で、これからどうする？」




「宮坂って、お人よしな部分があるよね。お人よしっていうか、優しいよね」

「昨日のことを言ってるなら、俺は自分の責任をとっただけだ。でも、さすがにあれだけ言われれば福田も懲りただろ。これで学生気分が抜けてくれればいいけど」

「宮坂にさんざん注意されて、課長に怒られ続けて……梢には毎日のようにイジメられてるのに。それでよく三カ月も学生気分でいられたよね」

　呆れて笑いながら言う。

　金曜日、時間は二十時。

　私と宮坂は会社からふた駅離れた場所にある、ビジネスホテルのロビーにいた。ロビー部分の壁は一面ガラス張りで、道を行き交う人の姿が見える。歩道の道路側に植えられた木を下からライトが照らす。さっきまで降っていた雨で濡れたコンクリートが、光を反射させていた。

　入口から少し離れたところにくつろげるようなスペースがあって、テーブルがいくつか用意してある。そのいちばん端っこに座ったはいいけど……。三十分経っても、沖田さんが現れる気配なし。

「本当に来るのかな……」

　独り言みたいに呟くと、前に座っている宮坂が頷く。

「多分ね」

「でも、今日このホテルに沖田さんが来るって、なんで知ってるの？　どこ情報？」

「沖田の同期の間では有名らしいから。女を連れ込むときは、だいたいここだって」

「え、そうなの？　毎回？」

　言われてみると……そういえば、何回かこのホテルの前で誘われたことがあったっけ。でも、毎回ホテルってどうなんだろ。付き合い始めはいいとしても、時間が経ったらお金ももったいないしってなりそうだけど。

　そんなことを考えていると、宮坂が言う。

「毎回違う女を連れ込んでるんだと思うけど。沖田は前から特定の女は作らないで、適当に遊んでるようなヤツだったし。自分の部屋に連れていくと後々面倒になりそうだから、毎回ホテルなんだろ」

「あー、なるほど」

「だから、早川につきまとってる男が沖田だってわかったときは、驚いた。俺の知る限り、女に執着するタイプじゃないから」

　ブラックのコーヒーを飲みながら言う宮坂。

　オレンジ色の間接照明が、心なしか宮坂の表情を柔らかく見せている。

「……ねぇ、なんでそんな詳しいの？　沖田さんのこと」

　沖田さんは、私や宮坂よりも先輩だ。年齢的にも上なのに呼び捨てだし……。もしかして、会社以外でも繋がりがあるのかな。

　そんな風に思って見ていたとき、宮坂の動きがピタッと止まった。そして、私を見る。

「来た」

「えっ」

「今、入口。静かにしてろ」

　言われて、自分の口を手で塞ふさぐ。それからそーっと入口のあたりを見た。

　自動ドアから入ってきたのは、確かに沖田さんだった。その隣を歩くのは……見たことのない女の人。

　沖田さんを待っている間、このホテルの簡単なパンフレットに目を通しておいた。だからこのホテルには、おいしいディナーが食べられるレストランがないことも、最上階だとか地下にお酒を飲むバーがないこともわかっている。

　パンフレットに書いてあったのは、間接照明を取り入れた柔らかい雰囲気の部屋と、おすすめのルームサービス。ここに入ってきた時点で宿泊することが目的なのは、明確だった。

　……なんか、わかってはいたけどやっぱり複雑だな。私のことを好きって言ってくれていた人が、ほかの女の人の肩を抱いているとか。ホテルに連れ込もうとしているとか。

　まだラブホじゃないだけマシか、なんて思って苦笑いを浮かべていると、宮坂が言った。

「で、これからどうする？　早川が掴つかみたがってた決定的証拠は手に入ったけど」

　宮坂がそう言いながら見せるのは、スマホの液晶画面。映っているのは、沖田さんと女の人。

　最新スマホの精度のよさに感心しながら、はぁっと肩に入っていた力を抜くように息を吐いた。

「……帰るかな」

「帰る？　あのふたりをあのままにして？」

「いいの。別に、証拠突きつけて謝ってほしいわけでもないし。私だって、なんとなく流されてここまで来ちゃっただけで、沖田さんを想ってるわけじゃないから」

「だとしても。早川のことだから少なからず傷ついただろ」

「ううん、大丈夫。いい加減な気持ちだったのはお互い様だし……。沖田さんだけを責めたりできないよ。でも、宮坂が付き合ってくれたおかげで、ちゃんと事実がわかってスッキリした。ありがとね。明日電話でもして別れる」

　そう。お互い様だ。

　私が、好きでもないのに押し切られて付き合ったりしたから。きっと、これはその罰だ。いつまでも歩み寄らない私に、しびれを切らしてほかの女の人に気が移ったとしても、仕方ない。

　強がっているわけでも、虚勢を張っているわけでもなく、そう思う。

　でも……。

「本気で好きって……そう言ってくれたから、その気持ちに応えたいって思ったんだけどな」

　私は見た目だって普通だし、仕事だってすごくできるわけじゃない。スタイルだっていいわけじゃないし、性格は流されやすい部分がある。そんな私を好きだなんて言ってくれて、しかも『お試しでいい』とまで言ってくれて、少しうれしかったから。おでこを撫でてくれた優しい手を持つ沖田さんを、好きになれるかもしれないって、思ったから。だから、私も応えたかった。

　けど……私が思う本気と沖田さんの本気は、違ったのかもしれない。

　最初から価値観とか違う気がしてたし……。沖田さんの言葉を、私が勝手に自分の価値観で受け取っていただけで、最初からそんなに想われてたわけじゃなかったのだろう。また勝手に勘違いしちゃっただけで。応えたいなんて、私の思い上がりだったのかもしれない。

「付き合わせてごめんね、宮坂。帰ろ」

　落ち込んでいる気持ちを隠して、明るい声で言った。

　騙されていたなんて思わないけど、ああいう光景を目の前にしたら、やっぱりちょっとショックだった。宮坂は、私がそう感じても当たり前だって言ってくれたけど、でもやっぱり勝手だと思う。

　浮気した沖田さんだけじゃなく、流された私も悪い。

　だから、ここで傷ついた顔なんかしたくなかった。宮坂を心配させる権利なんか私にはない。これは自業自得なんだから。

　沖田さんたちがチェックインを終えてエレベーターに向かう。

　それを見て立ち上がると、宮坂に手首を掴まれた。

「え、なに……っ」

「沖田とのこと、ケリをつけるなら今の方がいい」

「今!?　なんで……」

「今じゃなきゃ素直な気持ちをぶつけられないだろ。冷静になるまで時間を空けたら、早川はきっと我慢するから」

「で、でも、こんなところで……っ！　それに、相手の人だっているし！」

　必死に立ち止まろうとするのに、体格差もあるし、力じゃ敵かなわない。

　ぐっと私の手首を掴む宮坂に引きずられるように歩かされる。

「ね、相手の女の人に悪いって……っ」

「関係ない」

「関係なくないよっ、気遣わないとマズイ……」

「関係ない」

　私の言葉を遮って、きっぱりと言われた。

　関係ないわけない。だって、私が素直な気持ちをぶつけたりしたら、あの女の人は確実に気分を悪くすると思うし。修羅場もいいとこだ。

　でも、宮坂があまりにきっぱりと言い切るから思わず黙ると、彼が前を向いたまま言う。

「俺にとっては、早川の気持ちの方が大事だから。傷ついたままにしておくなんてできない」

　私の気持ちの方が大事、だなんて言われて驚く。

「そのためだったら沖田の相手のことなんか関係ないし、どうでもいい」

　聞き間違いかと思った。だって、今の言葉をそのまま解釈すると、宮坂が私のことを好きみたいに思えちゃうから。

　そんなはずないって、今の言葉の真意を聞き返そうとしたけれど、それよりも、宮坂が沖田さんの肩を掴む方が先だった。

　振り向いた沖田さんが、私と宮坂を見るなり驚いた顔をする。そして、一緒にいる女の人にチラッと視線を走らせた後、慌てたような笑顔を見せた。

「あー……宮坂と早川か。どうしたんだよ、デートか？」

　そのひと言で、沖田さんの気持ちがわかった。

　私のことを〝早川〟って呼んだ時点で、沖田さんの気持ちを聞く必要なんかなくなった。沖田さんは、私よりも今一緒にいる女の人との関係の方が大事だって考えたんだから。

『本気で好きなんだ』

　あの告白は、やっぱり嘘だったんだ。最初から……。沖田さんの〝好き〟は、私の思うそれとは全然違ったんだ。

　ただの価値観の違いかもしれない。私の捉え方が重すぎただけなのかもしれない。だけど……どんな価値観で考えたとしても、沖田さんの気持ちは〝本気〟なんて言葉には当てはまらない。

「軽い気持ちだったなら、最初から好きだなんて言わないでほしかった……」

「早川？　なんの話？」

　焦った沖田さんが、私に一歩近づく。

　目を合わせると、『状況読めよ』って言っているような瞳で見られたけど、無視して空気をすぅっと吸い込んだ。そして沖田さんをじっと見つめる。

「お試し期間、今日で終わりにします。短い間でしたけど、ありがとうございました」

「だから、さっきからなに言って……うぁっ、痛ぇな！　なにすんだよっ！」

　ニコニコ笑いながら私に話していた沖田さんの胸ぐらを、宮坂がいきなり掴み上げた。そして、沖田さんをすぐ後ろにあった壁に追い詰める。

　周りにいた人たちの視線がふたりに集中する中、私は慌てて止めに入った。

「宮坂、ちょっとマズイよっ」

　隣まで行って宮坂の腕にしがみついたけど、宮坂はびくともしなかった。怖い目つきで沖田さんを睨にらんだまま動こうとしない。

「おまえが誰と遊ぼうが勝手だ。けど、遊んでいいタイプの女かどうかぐらい見分けつくだろ。早川は、おまえが遊んでるような女とは違う」

　沖田さんは一瞬黙った後、はっと笑いを吐き出す。笑顔の演技は諦あきらめたみたいだった。

「知ってるよ、そんなこと。芽衣が軽い恋愛とか身体だけの付き合いとか、そういうのができないタイプだってことくらい。つぅか、見た目でわかるし、そんなん」

「じゃあ、なんでわざわざ早川と付き合ったりしたんだよ。悪いけど、おまえが真剣な気持ちだったとは俺には思えない」

　ぐっと、胸ぐらを掴んでいる手に力を入れた宮坂が、沖田さんを見据える。宮坂が本気で怒っているのがわかった。こんな宮坂、見たことがなくて戸惑う。

「最初から傷つけるのが目的だったなら許さない」

　声を張り上げているわけではないのに、迫力があった。

　沖田さんも、少しひるんだ顔をしていたけど、それを誤魔化すみたいにつまらなそうに笑ってから、勢いよく宮坂の手を振り払う。

「俺が芽衣に声をかけた理由なんか、決まってんだろ。おまえのお気に入りを横から取ってやろうと思っただけ」

　ロビーにいる人からの視線を集めながら、沖田さんが続ける。

「おまえが気に入らないから手出したんだよ。おまえ、どんな嫌味言っても涼しい顔してるから、間接攻撃にしようかと思っただけ。好きにならせて適当に遊んでフッてやれば、芽衣みたいな、男に免疫ない女はボロボロに傷つくかなって思って」

　沖田さんの口から告げられた事実に、正直動揺もしたけれど……。どこかでずっと沖田さんは本当に私を好きなんだろうかって疑問に思っていたから、やっぱりっていう気持ちのほうが強かった。わずかに感じていたショックも、新しく浮かんできた疑問が打ち消していく。

　宮坂と沖田さんには、会社以外の繋がりがあるの……？　もしあるとしたら、沖田さんは明らかに宮坂を嫌っているし、複雑そうだけど……。

　隣を見上げると、宮坂は焦る様子もなく、平然として沖田さんを見ていた。

「宮坂……？」

　どういう意味？

　そんなニュアンスで聞くと、私に視線を落とした宮坂が、じっとこっちを見てからなにも言わずに目を逸らす。

「でも、ちょうどよかったよ。芽衣、ガンガン押したら断れないタイプだから、すぐヤれると思ったのに全然させてくれないし。正直、面倒くさくなってたんだよな」

　Ｙシャツの襟えりを直しながら、沖田さんが笑う。

「たいした身体してないくせに、もったいぶるとか。すげー勘違い女だし」

　バカにしているような笑い方を見ていられなくなって、目を伏せた。別にもったいぶっていたわけじゃないけど、ここで言い返してケンカしたって仕方ないことはわかっていたから。

「つぅか、サブがあんまでかい顔してんじゃねぇよ。おまえらは俺たち一課の補欠だって忘れてんじゃねぇ？」

「そんな言い方っ」

　我慢した方が賢い。そう考えていた矢先だったけど……宮坂のことを悪く言われて思わず口が出る。だって、そんな言い方ひどい。

　でも、そう言おうとした私を止めたのは、宮坂だった。

　肩を掴まれて見上げると、静かに首を振られる。こんな挑発に乗るなってことなんだろうけど……。けど、こんなの……っ。

「二課の間では仕事ができるって持ち上げられてるらしいけど、俺たちから見たら、できて当たり前の仕事しかしてねぇから」

　吐き捨てるみたいに言った沖田さんに言い返しそうになるのを、なんとか我慢する。宮坂の手は、まだ私の肩を掴んだままだったから。

　肩を掴む手にぐっと力を入れている宮坂は、私が怒り狂って沖田さんに殴りかかると思っているのかもしれない。

『たいした身体してないくせに』とか、『勘違い女』とか。結構ひどいことを言われたんだから、宮坂に心配されても仕方ないのかもしれないけど……。

　でも。今、私が怒っている理由は、騙された上にボロボロに言われたからじゃない。それも頭にはきたけど、沖田さんの宮坂をバカにする態度に感じている怒りは、それをかき消すくらいの領域に達してる。

「目障りなんだよな。二課のくせに涼しい顔して、〝俺って仕事できます～〟みたいなオーラ出されても。すげぇうっとうしい」

「……なんか、ひがんでるみたい」

「は？」

　ボソッと呟くと、沖田さんがムッとした顔で私を見る。

「ひがんでるわけねぇだろ」

「でも、そうとしか聞こえませんでしたけど」

「こんなヤツ、同じオフィスにいるだけで邪魔だって言ってんだよ。たいした仕事もしてねぇくせに。サブなんか給料泥棒だって、一課の中では笑い者……」

　バチンッ！と鈍い音が、広いロビーに吸い込まれる。

　思いっ切りひっぱたいたつもりだったけど、沖田さんはびくともしなかった。

　尻もちつきそうなくらい力を込めたのに。嫌なヤツを殴り飛ばせる力もないなんて、悔しくて仕方ない。空手でも習っておくんだった。

　じんじんする右手を握り締めながら睨んでいると、沖田さんが睨み返す。

　完全に怒っている顔だった。

「一課の俺にこんなことして、ただで済むと思ってんの？」

「報告でもなんでもすれば……んぅ！」

　食ってかかった私の口を、後ろから宮坂が手で塞ぐ。

「ふぅー！　んんーっ!!」

「いいから、黙ってて」

　落ち着いた声でそう言った宮坂が、沖田さんを見る。それから呆れたような口調で言った。

「恋愛のこじれから起きたケンカを、会社にどう報告するつもりだか知らないけど。極めてプライベートなことだし、この話が会社中に広まったとき、窮地に立たされるのは沖田の方だろ」

「どういう意味だよ」

「社内に手を出した女がひとりもいないなら話は別だけど。まぁ、俺が知る限りでも四、五人はいるし、実際にはもっといるだろ」

　図星なのか、沖田さんがぐっと押し黙る。

「その全員と、遊びだって話がついた上で関係を持ったとも思えないし。適当に甘いこと言ってそそのかしたなら、早川との噂が広まったとき立場が悪くなるのは沖田だろ」

　……確かに。

　宮坂の言う通りだと思って大人しく黙る。

　沖田さんも反論できないみたいで、黙ったままだった。それから、「ちっ」と思いっ切り舌打ちした後、すっかり傍観者になっていた女の人を呼ぶ。

「絵え里り、場所変えるから来い」

「え、でもチェックインしちゃったし……」

「そんなのいくらでもキャンセルできるだろ。いいから来い」

　絵里と呼ばれた女の人が沖田さんの隣に並んで、ふたりが私たちとすれ違う。

「あんま生意気なことばっか言ってると、会社内でつぶしてやるからな」

　すれ違い様に言われた言葉にカッときて、言い返そうとした。けど、宮坂の手はまだ私の口を塞いでいるから、うーうーうなった後、諦めた。

　少しだけ集まっていたギャラリーを睨みつけながら、沖田さんがホテルを出ていく。その姿が見えなくなってから、宮坂が「俺たちも場所を移した方がいい」と言った。










「俺が男だっていうことも、忘れるな」




「まさか泣き上じょう戸ごだったとは思わなかった」

　ホテルから外に出ると、湿った風が吹いていた。

　まだ濡れている歩道を穏やかな向かい風を感じながら、ふたり並んで少し歩く。ずっと無言だった宮坂が足を止め『寄ってく？』と聞いたのは、駅の近くにあるダイニングバーだった。メニューは居酒屋って感じだけど、店内はシックでおしゃれな雰囲気だ。個室に分かれているし、和モダンって感じで雰囲気がやたらといい。席だって、掘りごたつだし。

　私たちが案内されたのは、畳がＬ字型になっている個室だった。

「泣き上戸じゃないし！　酔ってないの知ってるでしょ。これ、ジンジャーエールだもん」

　私も宮坂もソフトドリンクを注文した。私はこないだの失敗も踏まえて、自主的に。宮坂にはビールを勧めたけど、そんな気分でもないとかでウーロン茶。

　お店に入って四十分。テーブルに並んでいる料理は、七割方食べ終わっていた。

　よく考えてみると、こんな風に一緒に食事をするのなんて初めてで、個室に案内されて少しの間は、なんだかドキドキしちゃって緊張が解けなかった。黙り込んでいた私を、ショックが大きかったせいだとでも思ったのか、宮坂が『俺がおごるからちゃんと食べろ』って適当に料理を頼んでくれて。『そんなの悪いから！』って言い張る私に、運ばれてきた料理を無理やり取り分けた。

　その後、ご飯を食べてちょっと落ち着いたところで今日のことを謝ると、宮坂は『別に』とだけ答えた。付き合わせちゃったこと、そのせいで沖田さんにあんなひどいこと言われたこと、宮坂に止められていたにもかかわらず、思わず手が出ちゃったこと。

　いろいろ謝ったけど、宮坂から返ってきた言葉は、『別に』だけ。嫌味のひとつでも言ってくれればいいのにって言っても、『本当に気にしてないから。もういいよ』って優しい言葉までくれて……。完全な自己嫌悪に陥りながら今日のことを考えていたら、イライラとかショックとか、いろんな感情が溢あふれて。結果、涙のダムが決壊して、今に至る。

「じゃあ、沖田の浮気が決定打になったのがそんなにショック？」

　スーツの上着を脱いで、Ｙシャツ姿になった宮坂が聞く。

　右斜めの方向から、宮坂の呆れた視線が刺さる。

「違うよっ、そんなんじゃない……」

　涙腺が壊れたみたいに、涙が止まらない。おかげでなかなかうまく話せなくて、もどかしい。

「じゃあ、沖田にあんな言われ方したのが悔しい？」

「違うっ！」

「じゃあなに？」

「沖田さんが……宮坂を、ボロボロに言うから……っ！　宮坂が、バカにされたのが悔しいのっ」

　私と沖田さんとのことなんて、もうどうでもいい。最初から騙すつもりで告白してきたっていうのはやっぱり少しショックで、なんでそんなことをしたんだろうって疑問もあるけど……。モヤモヤしてた部分がはっきりして、むしろスッキリしたくらいだし。

　でも、それ以上に許せないことがあって。

「宮坂だって、なんで言い返さないの!?　あんな、ひどいこと言われたのに……！」

　このジンジャーエール、オーダーミスでアルコール入りにされちゃってると思う。ジンジャーのアルコールがあるのかどうかは知らないけど。でも、そう思うくらい涙が止まらない。ついでに口も止まらない。

「沖田さんが仕事できないの、私だって知ってるよ！　沖田さんがミスしたせいで回ってきた仕事を、宮坂とかがカバーしてるのだって知ってる……！　なのに……なんで宮坂が、仕事のことであんな風に言われなくちゃいけないの……!?」

　涙を拭ふいていたおしぼりは、もうその水分の半分くらいが涙だと思うくらい、豪快に泣いていた。

　もうとにかく悔しくて。なんで自分のことより宮坂をバカにされたことの方が悔しいのかはわからないけど。

「三年も、隣の席で宮坂が仕事を一生懸命やってるのを見てきたんだから……！　沖田さんに宮坂をバカにする資格なんかないのにっ」

　なにも言い返さない宮坂が、もどかしくて。

　だけど、涙が止まらないくらいに熱くなっている私とは反対に、宮坂は落ち着いた声で言う。

「三年も隣の席にいて、気づいたのは仕事のことだけ？」

「……え？」

　意味がわからなくて聞き返すと、宮坂は私をじっと見てからジンジャーエールを取り上げた。

「とりあえず、これやめろ」

「だから、ただのジュースだってば！　酔っ払って泣いてるんじゃないもん！　悔しいんだってばっ……」

「とにかく落ち着けって」

「……うぅっ」

　なんかもう最後には言葉にさえならない始末。

　こんな女の相手をさせられて、宮坂はかわいそうだな。私って酒グセ悪かったのかも。前も宮坂の部屋に上がり込んで迷惑かけちゃったし。

　……でも今は、ジュースしか飲んでないはずなんだけど。あまりの悔しさに酔ったのかもしれない。アドレナリンとか、そんなのに。だからこんなにも熱くなっちゃってるのかも。

　なんとか怒りの熱を冷まして気持ちを落ち着かせようと、水をひと口飲む。ひんやりとした水が喉を通ってから、はーっと息を吐き出した。

「……ごめん。宮坂に迷惑かけるつもりなかったのに」

　声のトーンが下がった私を、宮坂がウーロン茶を飲みながら見る。

「だからもういいって。別に迷惑だなんて思ってないし、沖田を追いかけて肩を掴んだとき、あれぐらいのことは予想できてたから」

「……そっか」

「でも何度も言うようだけど、いくら押し切られたからって、沖田なんかと付き合うのはどうかと思うけど」

「すみません……」

　なんかもう、その件に関しては返す言葉もなくて謝る。だけど、宮坂からの注意はそれだけにとどまらなかった。

「あと、福田のことも」

「あ……はい」

「もういい大人なんだし、自分の身は自分で守れるようにしないとマズイだろ。男なんていつ豹変するかわからないんだから、信用できる男以外と、ふたりきりにはなるな。断れないからって、気軽に頷くな」

「はい……。すみません」

　沖田さんの件どころか、福田くんの件も耳に痛い。十分すぎるくらい自覚があるだけに、肩を落としてただ頷く。

　そういえば、梢にも言われたっけ。『芽衣は見た目からして隙が多いのよ』って。

　自分では気をつけているつもりだけど、まだまだ甘いのかもしれない。だいたいにして、新入社員の福田くんなんかに、しかも軽い気持ちで狙われちゃうあたり、すっごい甘い気がしてきた。ちゃんと意識して気をつけないと……。

　福田くんだし、なんて甘い考え持ってちゃダメなんだ。わざわざはっきり断らなくても、どうせすぐに飽きて次に行くんだろうな、なんて悠長にかまえてちゃダメなんだ。また、沖田さんとのことの二の舞は嫌だし。

　……あれ？

　そういえば、結局、宮坂と沖田さんの関係ってなんだったんだろ……。

「早川、聞いてるのか？」

「え……あ、ごめん。なに？」

　私が考えていた間に宮坂がなにか言ったみたいだったから、慌てて聞き返す。

　うつむいていた顔をガバッと上げた振動で、私と宮坂の間に置いてあったバッグが、音を立てて足元に落ちた。

「あ、ごめん」

　メイク道具の入ったポーチとか、お財布とか、足元に落ちちゃった物を、宮坂が拾ってくれる。私もバッグとか手帳を拾い上げていると、至近距離にいる宮坂と目が合って、ドキッとする。

　宮坂は離れるでもなく……そのまま私を見つめていた。

「さっきの話だけど」

「え、なに……？」

　畳の上についていた私の右手に、宮坂の手が重なる。一瞬びくっと身体が反応してしまったけど、そのまま宮坂を見つめ返して聞く。

　近すぎて、胸が高鳴る。

「俺のために泣くとか、そういうことはやめろ」

「なんで……？」

「自分のためを思ってあんな風に泣かれたら、グラつかない男はいないから。……あと」

　そう言った宮坂が、ぐっと距離を縮める。そして、唇が触れる直前、言った。

「俺が男だっていうことも、忘れるな」

「……んっ……」

　触れた瞬間、オフィスで一度だけした宮坂とのキスが一気に思い出された。

　そして、その記憶を辿るように、舌が入り込んでくる。それを戸惑いながらも受け入れてしまっている自分に気づいたのに、抵抗する気にはならなかった。

「……ふ……っ」

　なんで……なんで、宮坂とのキスを拒めないんだろう。

　この前も、今も。酔わされるみたいに、流されていく。中毒にでもなっているみたいに、欲しくなる。身体が宮坂を求めているみたいに、内側からドキドキと私を急かす。

「んっ……あ……っ、みやさ、か……っ」

　ぐっと背中に回された手に抱き締められる。

　いくら個室といっても、こんな場所でキスとか……。酔ってるわけでもないのに、ありえない。

　けど。

「……ん……っ」

　このキスを拒む方法を、私は知らない。




「芽衣先輩～、聞いてくださいよ～」

　月曜日、五階にあるオフィスに向かう途中のエレベーター。福田くんと一緒になってしまった自分の運を恨みながら、階数表示板を見る。

　まだ二階か……。

「俺、罰として土曜日も出勤だったんですよ。で、デスクとか棚の掃除させられて。もー、最悪です。俺、絶対に、入社してから仕事より掃除してる時間の方が長いですって」

「それ、宮坂も手伝ったの？」

「あ、はい。俺もさすがに気が引けて断ったんですけど……。〝教育係の俺にも責任があるから〟って。頑固ですよね」

「……宮坂らしいけど」

　宮坂、金曜日の夜、私に付き合ってくれたのに翌日出勤だったんだ。本当に悪いことしちゃったな……。なんか私、福田くんと同じくらい宮坂に迷惑かけている気がする。

　ポンッという明るい音と一緒に、エレベーターのドアが開く。

　一歩オフィスに歩きだしたとき、第一営業課から沖田さんが廊下に出てきたのが見えて、その瞬間、緊張が走った。

　悪い意味でドキッとした心臓を、落ち着かせる。あの人はもう他人だ、赤の他人。元々他人だけど、それ以上に他人。

　向こうだって、私を騙してたって白状したんだから、これ以上私に関わろうとするとは思えないし。

　それなのに。目が合うと、沖田さんはなぜかニコッと笑った。金曜日の夜のこと、忘れているわけがないのに。

「おはよう、芽衣。それと福田くん……だっけ？」

「あ、はい。福田です。……つぅか、沖田先輩、芽衣先輩と仲いいんですか？」

　福田くんがそう聞いたのは、沖田さんが〝芽衣〟なんて呼んだからだ。

　今までは、会社の人の前で呼び捨てにしたことなんかなかったのに。第一、社内でバレたらマズイって言ったのは沖田さんの方だ。それに金曜日に別れたのに、なんで今さら？

　不思議というより不気味で、嫌な予感がする。とりあえずこの場から逃げようと思い、福田くんの腕を掴んだ。

「福田くん、遅れるよ」

「え、でも、まだ話が終わってなくないですか？」

　抵抗する福田くんをぐいぐい引っ張って通り過ぎようとすると、それを見ていた沖田さんがクスリと笑う。

「俺と芽衣が仲いいかってことなら、芽衣に聞くといいよ。でも、できれば秘密にしてくれると助かる」

　満面の笑顔で言う沖田さんの顔を見れば、福田くんがどう感じたのかがすぐわかる。今福田くんの頭の中は『社内恋愛……オフィスラブ!?』って言葉でいっぱいだと思う。っていうか、福田くんじゃなくてもそう推理する。

　沖田さんは、わざとそう勘違いさせるために言っているとしか思えない。それがなんでなのかはわからないけど。

「あ、芽衣。今週の金曜日、時間空けておいてくれる？」

「……すみません。用事があるので」

　目を合わせずにそれだけ言って、ポカーンとして完全に立ち止まっちゃっている福田くんの背中を押す。

　ホント、どういうつもりなんだろう。

　わけがわからなくて不気味に感じながら歩いていると、後ろから「芽衣」って呼ばれたと同時に肩を掴まれて、身体が強張った。恐る恐る振り返ると、沖田さんが微笑む。

　その笑顔が、なぜだか怖かった。

「話があるんだ。……断ると、ひどい目に遭うと思うよ」

「そんな脅しになんか……」

「あいつにも迷惑がかかることになると思うけど？」

〝あいつ〟

　それが宮坂を指しているんだとわかって、黙ったまま睨む。

　沖田さんは、微笑んだ後「時間と場所はメールしておく」とだけ言って、すれ違う。

「なんですか、今の……。芽衣先輩、なんか弱味でも握られてるんですか？」

　沖田さんの背中を睨んでいると、隣で福田くんが言う。

「っていうか、〝あいつ〟って誰ですか？」

「……さぁ」

「え、えっ、もしかして俺!?」

　福田くんがいる前で〝あいつ〟って言ったんだから、それはないってわかってもいいのに。

「でも、迷惑がかかるって、どういう意味なんですか？」

「……知らない。沖田さん、仕事で疲れて人違いして話しかけてきただけじゃない？ほら、早く行こ。また課長に怒られるよ」

　別に福田くんを二課まで連れていかなくちゃならないわけじゃないから、放っといてもいいんだけど。ハテナマークで頭をいっぱいにしている福田くんをそのままにしておくのもどうかと思うし。

　それに、廊下の真ん中にぼーっと突っ立っている福田くんがいたら、社員の通行の邪魔だし目立っちゃうし。『こんなところに突っ立ってどうかした？』なんて誰かに聞かれたら、福田くんのことだから確実にペラペラしゃべっちゃいそうで、それも怖い。

「でも、確かに〝芽衣〟って」

「いいから早く。木曜日の会議での失敗を取り返さないと、いい加減、宮坂だってキレると思うよ。冷静そうに見えて、キレると結構怖いんだから」

「え、芽衣先輩、キレられたことあるんですか？」

「……ないけど。宮坂みたいなタイプが怒ると怖そうっていう、想像で言っただけ」

　意外そうな顔して聞いてくる福田くんを誤魔化しながら、歩きだす。

　金曜日、沖田さんの胸ぐらを掴んだ宮坂が、キレていたのかどうかはわからないけど……。普段と少し違っていたのは確かだった。

　私から見る宮坂は、恋愛になんか興味がなさそうな草食系男子だったはずなのに。その考えが、先週の金曜日の出来事をきっかけに変わってきている。

　なんでキスしたの？　なんで、沖田さんに怒ってくれたの？

　それを聞いたとき、宮坂がどんな答えをくれるのか。期待している自分がいる。

　っていうか、私……単純すぎ。

　今までは同期としてしか見ていなかったのに、ちょっと知らなかった面を見ただけで気になっちゃうとか。一カ月かかっても沖田さんに対して持てなかった感情を、こんな急に宮坂に抱いちゃってるとか。

　我ながらどうかと思う。三年も一緒に仕事してきたのに、今さら、宮坂のこと……なんて。

　……でも私。こんな風に誰かに強く惹ひかれたことない。学生の頃から考えてみても、こんなことなかった。逆らえないくらい強力に惹かれたことなんて一度も。

　高校のとき憧れていた先輩を好きだった気持ちと似てるとか思ったこともあったけど、そんなのと比べものにならない。

　まるで、中毒だ。キスだけじゃなくて……宮坂全部に溺れていて、そんな初めての感情が怖くて戸惑う。

　私の頬を全部包み込めるくらいの大きな手にそっと触れられると、胸が跳ねる。すべて見透かしていそうな眼鏡の奥の瞳に見つめられると、ドキドキして動けなくなる。ふいに浮かべる柔らかい微笑みを見ると、うれしくてたまらなくなる。

　仕事をするときの真面目な眼差しも、福田くんに呆れながらも面倒を見ているところも……たまに言われる嫌味ですら、愛しく感じる。

　ようやく気づいた気持ち。その大きさを、自分で思い知った今……私がとる行動はひとつだ。

『あいつにも迷惑がかかることになると思うけど？』

　宮坂には、迷惑かけたくない。










「十九時にロビーで」




「えっ、そんな修羅場があったの？」

　お昼休みの食堂で金曜日にあったことを報告すると、梢が驚きからか目を見開いた。

　今日テーブルに並んでいるのは、ミートソースパスタの大盛り。「〝炭水化物を二種類以上とると太る〟って雑誌に書いてあった」と、いつもひとつのメニューの大盛りを頼む梢。

　それにしても毎日よく食べる。

「修羅場って……まぁ、修羅場なのかな」

「っていうか、え～……。宮坂がそんな行動に出るなんてね」

「ね。びっくりだよね。人の恋愛沙汰とか、絶対面倒だって思ってるタイプなのに」

「びっくりはびっくりだけど、私と芽衣のびっくりは種類が全然違うと思う」

　意味のわからないことを言いだした梢に、首を傾げる。

「なに、びっくりの種類って。どういう意味？」

「だって、宮坂って元から芽衣に甘いじゃん。だから、確かにそこまで行動に出すとはびっくりだけど、普段の宮坂の態度知ってれば、まぁ、ありえなくもないかなって」

「え、甘い？　宮坂が私に？」

　ハテナマークばかり並べると、梢が頷く。

「甘いじゃん。宮坂って、他人とかどうでもいいってスタンスだけど、芽衣にだけは違うし」

「でも、私にもそんな態度だよ。最近は……なんかちょっと違う気もするけど」

　三週間前、うっかり泊まっちゃったあの日から、ちょっとだけ宮坂が変わったのは認める。けど、それまでは、私を含めた他人に興味なしだったと思うし。少なくとも私はそう感じていた。

「最初から違ってたよ。同期の中でも、芽衣にだけは自分から話しかけたりしてたし」

「それ、席が隣だからってだけじゃない？　あと、宮坂がいっつもひとりでいるから私、お節介焼いたりもしてたし、それでとか」

「違う違う。私そういうの鋭いからわかるの。ほかの人が気づいてるかはわからないけど、宮坂って、芽衣と話すときだけ少し表情が柔らかいから」

「……気のせいじゃない？」

「いや、絶対そう。でも、宮坂本人もそういうのを芽衣とか周りに隠してるっぽかったから、こっそり見守ってたの。甘酸っぱくていいなーって、こっそりニヤニヤしながら」

「……それ、見守ってるんじゃなくて、完全に楽しんでるよね？」

　梢は、フォークを揺らして「違うって」と、笑いながら答える。

「純愛だなーって感動的だったし、本当にこっそり応援してたんだって。それに多分、宮坂が態度に出さないのは、芽衣のためなんだろうなってわかってたから、それも健けな気げに思えたし」

「なんで私のためなの？」

「だって、宮坂の気持ちに気づいたら、芽衣はきっと普通に仕事できなくなるでしょ。宮坂は、たとえフラれたっていつも通り仕事できるだろうけど、芽衣は罪悪感とか感じて気を遣うのが目に見えてるもん」

「それは……確かにそうかも」

　もごもごしながら答える。

「宮坂がどれだけ熱心に仕事してきたかを芽衣が知ってるのと同じで、宮坂だって芽衣が仕事がんばってるのは知ってるはずでしょ。自分のせいで、芽衣の今まで築き上げてきたものが壊れるのは嫌だったんじゃない？」

　私が見てきたのと同じように？

　今、私が宮坂に迷惑かけたくないって思ってるのと同じみたいに、宮坂もそう考えてくれてたってこと？　だから、なにも言わずにただ隣で見ていてくれたの……？

　私にさえ、気づかせないように。

「でも……私が仕事で築き上げてきたものなんて、宮坂に比べたら全然たいしたものじゃないのに」

「それさえ守りたいんだよ。ね、健気でしょ？　思わず見守りたくなるでしょ？　プラトニックでしょ？　そんなの知っちゃったら、酔いつぶれた芽衣を届けたくなるでしょ？」

「じゃあ……私がうっかり泊まったりしたから、態度に出すようになったのかな」

　この発言こそが、〝うっかり〟だったって気づいたのは、梢の弾けるような笑顔を見てからだった。

　こっちが一瞬声を失うほどに満開の笑顔の梢なんて、初めてかもしれない。

「な、なに？」

「態度に出すってなに!?　好きって気持ちを態度に出すって、なんかされたってことだよね!?　え、なにしたの？　宮坂！」

「さ、されてないっ！　ほらっ、金曜日の夜、追跡に付き合ってくれたりしたから、それのこと言っただけだってば！」

　梢は「怪しい」ってブツブツ文句を言いながら、パスタをフォークにくるくると巻きつける。梢のことは信用しているけど……ここまで食いつかれると話しにくい。もう少し梢の熱が冷めているときに言った方が安全そうだ。

「急に態度に出すようになったのは、芽衣が沖田さんと付き合ってるらしいって知ったからなんじゃない？　沖田さんの女グセの悪さって、男の間では有名っぽいし、放っておけなかったのかもね。それに、やっぱりほかの男に黙って持っていかれるのも嫌だろうしね」

　本当にそうなのかな……。

　今までのことを思い返してみても、宮坂が私だけを特別扱いしていたとは考えにくい。梢が言った通り、宮坂本人も気持ちを隠そうとしていたなら、私が気づかなくても当たり前なのかもしれないけど……。

　確かに歓迎会とかお花見とかで、上司に飲まされそうになっていたのを助けてくれるのは、考えてみればいつも宮坂だった。

　体調が悪いことに気づいてくれるのも、そういえばいつも宮坂で。私が風邪をひいていたりすると、いつも終業のベルが鳴ると同時に、仕事に使う資料を隠されたり、それが入っているロッカーに鍵をかけられたり。

『宮坂、ここに置いてあったファイル知らない？　っていうか、さっきまであったし絶対に隠したよね？』

『さぁ。知らないけど。ないならほかの誰かがやってるんだろ。体調悪いなら早く帰って治す方が先決だし、いつまでもいられても周りに迷惑』

『周りって、宮坂個人を指す？』

『わかってるなら帰れ』

　そんな会話を何度もした。で、その仕事は毎回宮坂が代わりにやっておいてくれたりして……。

　仕事に真面目な宮坂だから、単純に業務に支障が出ると困るからだと思っていたけど。今考え直してみると、確かにちょっとだけ特別扱いされていた気もしてくる。口が悪いせいで、気づかなかったけど……でも、確かに。

　だって私、宮坂がほかの女子社員にそういうことをしている場面を見たことない。

「……じゃあ私、自分は甘やかされておきながら、宮坂のこと冷たい男だと思ってたってこと？」

「そういうことになるよね。宮坂がかわいそう」

「だ、だって！　わかりにくい態度で優しくされたって気づけないし！」

「でも、今はもう気づいたんでしょ？」

「え……」

「芽衣はわかりやすいし、見てれば芽衣が宮坂をどう思ってるかくらい、すぐわかるよ。いいと思うよ、宮坂」

　梢が急にそんなことを言いだすから、なにも言い返せなくなる。私自身、気づいたばかりの宮坂への気持ち。それがもうバレているのかと思って、ギクッとしながら梢の言葉を待った。

「好きな女だけに優しいとか、結構理想的じゃん。それに、仕事に向かう姿勢も真面目だし、要領いいし。ポーカーフェイスだけど、外見だって沖田さんに引けをとらないし」

「あ……なんだ、そういう一般的な目線でって意味ね」

　気持ちがバレていたわけじゃないのがわかって、ホッとしてお味噌汁に口をつける。

　今日のＡランチは、白身魚の煮つけと揚げだし豆腐のあんかけ。それと、今飲んでいるなめこのお味噌汁。

　いつもＡランチを頼む私に、梢は『それで足りるの？』って毎回聞いてくる。一応、一人前はあるし、男性社員だって満足できる量だと思うんだけど。第二営業課の大食い女王の胃袋は満たされそうもない量らしい。

「そういう意味だけじゃないけどねー。ちなみに、芽衣はほかにどういう意味があると思ったの？」

「え、えっと……あの……その、ね？」

　梢は、そう聞いてきた時点できっと私の気持ちなんかわかっている。その上で私から白状させようとしているんだから、性格悪い。しかも、こんな風ににっこり笑顔で問い詰められたら、逃げることもできなくて。梢の目力に責められるまま、仕方なく白旗を上げた。

「宮坂のこと、ちょっとだけ気になってるっぽいから……それを気づかれたのかと思っただけ」

「『ちょっとだけ気になってる』ねぇ……。もう白状しちゃいなよ。宮坂が好きなんだって」

「声が大きいってば！　だから、まだそんな段階じゃないけど、ちょっと気になるっていうか……。だ、だって、最近やたらと優しいから……仕方ないじゃん！」

　焦りすぎて、逆ギレに近い口調になりながら言っているのに、梢は私が怒っているのなんか気にもとめていないみたいに笑う。

「でも、ついに宮坂の気持ちが報われるときがきたってことか。っていうか、私のファインプレーのおかげもあるよね」

「ファインプレー？」

　意味がわからず首を傾げると、梢が自慢げに言う。

「芽衣の寝込みを襲わせようと、わざわざ宮坂の部屋まで連れていったの私だし」

「でもそれ、下手したら犯罪だからね。友達を襲わせようと計画するなんて」

「私だって、芽衣と宮坂の性格をわかってなかったらそんな無茶なことしないし。それに、そのおかげですっかり恋心が芽生えちゃったわけでしょ？」

「だから……っ」

〝まだそういうんじゃない〟

　続けようと思った言葉を、口の中でもごもご言う。そういうんじゃないって、じゃあどういうことなんだろう。キスを受け入れている時点で、私はもう多分、宮坂のことをただの同僚とは思っていないはずだ。

　あんなキス、なんとも思ってない人にされたら気持ち悪いだけだもん。いくら流されやすいって言っても、流れだけでキスに応えたりできない。沖田さんにされたときだって抵抗があったし、正直、嫌だった。

　そう考えると、答えはもう出ている気がした。だって……あまりに急に出てきた感情だから認めにくいけど、私は間違いなく宮坂に惹かれていて。それを身をもって知っているんだから、否定しようがない。

　でも、心よりも敏感に身体が反応するとか……。なんかすごい淫乱みたいに思えてきて、顔が熱くなる。

「っていうかね。気になるって自覚した時点で、もう好きになってる気がするけど？」

「……知らない」

　ニヤッて笑った梢に言われて、否定できなかった。梢の意味深な視線から逃げたくて、目の前にあるご飯を頬張る。

　好きだとか、どうとか。それは、梢の言う通りなのかもしれないけど。っていうか、そうなんだろうけど。

　だって、そうすれば、こんなにも宮坂を巻き込みたくないって思っている気持ちにも説明がつくから。たとえ、どんなに急に湧き上がってきた感情だとしても、私は宮坂のことを本当に――。

　ポケットの中で震え始めたスマホ。取り出して確認すると、新着メールが一件。

　沖田さんからだった。




【From　沖田さん

　金曜日。駅東口前のＷホテル。

　十九時にロビーで。】




『あいつにも迷惑がかかることになると思うけど？』

　こないだの仕返しに、殴り返したいとか……？　沖田さんが私を呼び出してなにをしたいのかはわからないけど。

　宮坂に、迷惑なんかかけさせない。










「これは、俺が使わせてもらう」




　金曜日。指定されたホテルのロビーに着いたのは、十八時四十七分。待ち合わせの時間に間に合ってよかった。

　ロビーの右には受付。左には椅子やソファーがいくつか置いてあって、いちばん奥に沖田さんの姿があった。私を見つけて軽く手を上げた沖田さんに、気合いを入れてから近づく。

「早かったね」

「……沖田さんこそ。一課はみんなまだ残ってるみたいでしたけど」

「俺はもう終わったから。とりあえず座りなよ。立ち話できるような用件でもないし」

　言われて少し迷った後、沖田さんの向かいに座る。顔を上げると、すぐに沖田さんと目が合った。

「こないだはとんだ恥をかかせてくれたよね」

　答えずにいると、沖田さんがふっと笑う。

「まぁ、俺も芽衣を利用しようとしてたんだから、芽衣を責めるつもりもないけど。一発ぐらい殴られても仕方ないような気もするし」

　意外なセリフに、沖田さんを見る。

　だって、こないだのことを怒ってるんじゃないなら、なんで呼び出されたの……？絶対に、殴ったことを根に持ってるんだって思ってたから、それなりに覚悟してきたのに。

　疑問に思いながら見ていると、沖田さんが笑う。

「あれ、俺が仕返しをするために芽衣を呼んだとでも思ってた？　心外だな」

「だって、ほかに呼び出される理由が思いつかないし……」

「俺と宮坂の関係が気になってるんじゃないの？」

　そう言われて、ますますわからなくなる。

　確かに、気になってはいる。宮坂と沖田さんの間には、先輩後輩ってだけじゃないなにかが確実にあるから。

　けど、それを教えるために呼び出すなんてことはしないと思う。

　たとえば、沖田さんが本当に申し訳ないことをしたと思って、お詫わびのつもりで呼んだっていうならまだわかるけど……。見る限り、自分が悪いなんてこれっぽっちも思ってないように見える。

「それを教えるためにわざわざ……？」

「まさか。芽衣の態度次第で教えてあげてもいいよってこと」

「態度？」

「俺、宮坂にだけは絶対に負けたくないんだよ。でもあいつ、あの通り無表情だし、嫌がらせしても、仕事で勝っても、やりがいがなくてさ」

　仕事で勝ってっていうのは多分、自分が一課だってこと。

　だけど、一課の方が二課よりも優れているなんて一課の人が勝手に言っているだけだし。それに個人の能力だったら、沖田さんよりも宮坂の方が上だ。

「嫌がらせなんて、どうしてそんなことするんですか？」

　聞くと、沖田さんがハハッて乾いた笑い方をする。

「嫌いだし、気に入らないからに決まってるだろ。俺は結構平和主義者だし、個人的な恨みとかを持つタイプじゃないんだけどね。……でも、あいつだけは別だ」

　フッと、沖田さんの表情に影が落ちた気がした。

「で、今回初めてあいつがポーカーフェイスを崩しそうな弱味を見つけた」

　初めて見る表情に戸惑っていると、じっと見つめられて……〝弱味〟がなにを指してるのかがわかった。

「え……私？」

「最初はただ気に入ってる程度かと思って手を出したけど、こないだのことではっきりわかった。あいつが芽衣に本気で惚れてるって」

　楽しそうに笑う沖田さんに嫌悪を感じながらも、続きの言葉を待つ。

　十九時を過ぎたからか、ロビーはさっきよりも賑わっているように感じた。

「俺の知る限り、あいつは他人になんか興味を持たない。そんなヤツが芽衣のことであそこまで熱くなるとはね」

「そんなに昔から宮坂のことを知ってるんですか？」

「知ってるよ。よーく、ね。ところで」

　沖田さんが私を見る。嫌な感じの笑みを浮かべられて顔を強張らせると、彼が続けた。

「自分がここに呼び出された理由、これでわかった？　俺が芽衣をこれからどうしようとしてるのか」

「……宮坂への嫌がらせのためだとしたら、ずいぶん浅はかだと思いますけど」

　はっきり言うと、沖田さんが眉をひそめてから笑う。

「あまり強がらない方がいいよ。芽衣が俺と簡単に寝るような女だったら、嫌がらせにはならなかっただろうけどね。幸い、芽衣はそういう女じゃない。それとも、今までの態度はフェイクで、誰とでも寝られるとか？」

「沖田さんの言う通り、私は好きだと思う人としか、関係を持ったりはできません」

「じゃあ、浅はかだなんて、やっぱりただの強がりか」

「でも、たとえ沖田さんに無理やり襲われたとしても。私はそれを宮坂に言ったりはしない」

　強く言い切ると、沖田さんの顔がわずかに強張る。

「沖田さんが宮坂になにかを言って、宮坂が疑っても……私は絶対に否定する。私が宮坂に泣きつかない限り、沖田さんのしようとしている嫌がらせは成功しないから」

　沖田さんは、苦い顔で私を見ていた。それでも目を逸らさずにいると、沖田さんが吐き出すように笑った。そして、しばらく目を伏せた後、ゆっくりと視線を上げて私を見る。その顔はつらそうに歪んでいて、こんな沖田さんを見るのは初めてだった。

「そこまでして……あいつを守りたいってこと？」

　なんでそんな顔をするのかはわからないけど……。答えずに、まっすぐに沖田さんを見つめる。

　付き合っているときでさえ、沖田さんにこんな風に自分の意見を言ったことなんてなかった。デートしても、いつも沖田さんに流されるままだった。

　けど。守りたい人がいる今、目を逸らすことなんてできない。当たり前のようにそんな風に考えた自分に気づいて、宮坂への気持ちを思い知る。

　梢の言った通りだ。

　私はいつの間にか……こんなに好きになってたんだ。宮坂のことを。

　気づいたときには、認めるのを戸惑うほどに大きくなりすぎていた気持ち。だからなかなか向き合えなかったけど……もう、目を逸らして誤魔化すなんてできなかった。

「もしかして、あいつが好きだとか言いだすつもり？　本気だったら芽衣の好みを疑うけど」

　キッと睨むように見ていると、沖田さんが呆れたように笑った。そして、ひと呼吸置いてから、気持ちを切り替えたみたいに言う。

「いいね、それ。まさか芽衣まであいつを想ってるとは思わなかった」

　嫌味な言い方に、負けないように視線に力を込めた。

「俺になびかなかったくせにあいつを好きになるっていうのは、気に入らないけど、でも好都合だ。芽衣があいつに泣きつきたくなるくらい、ひどいことしてあげるよ」

　冷たく笑う沖田さんが、怖くないわけじゃない。沖田さんと関係を持つなんて、絶対に嫌。

　だけどそれ以前に、私が沖田さんの言う通りにする必要なんかない。

　沖田さんが、なんでこんなメリットもない誘いに私が乗ると思っているのかはわからないけど。宮坂と沖田さんの関係を知りたいためだけに、沖田さんと関係を持つなんてありえない。

　それに、ここはロビーで人目もあるし、強引にこられたところでいくらでも逃げられる。

　席を立つと、椅子がカタッと音を立てた。

　立ち上がった私を、沖田さんが見上げる。

「こんな話に私が乗ると思ってたんですか？」

　見下ろしながら言うと、沖田さんが微笑んで頷く。その顔は余裕を含んでいるように見えた。

「ああ」

「なんでそんなに自信があるのかわかりませんけど。私が沖田さんと関係を持たなくちゃいけない事情なんてないですから。帰らせてもらいます」

　強く言い切って、背中を向ける。早くこの場から離れたい。そう思ったけど、一歩足を踏み出そうとした途端、ぐっと強い力で肩を掴まれた。そして、振り向くよりも先に、耳元でささやかれる。

「俺が、なんで入社してすぐに第一営業課なんていうエリート集団に入れたのか知ってる？」

　歩きだそうとしていた足がピタッと止まった。

　確かに、一課は高学歴なエリートが多い集団だ。年齢的にも二課よりも上でベテランもたくさんいる。能力的には二課も引けをとらないと思うけど、一課と二課は与えられるエリアや規模の大きさが違う。より大きな取引を請け負うのが一課だ。

　そんな一課に、新入社員が配属されるなんてことは、異例中の異例。

　会社設立後、今までひとりしかいないって聞いたことがある。それが、沖田さんだって。

「一時期、噂にもなったらしいけど……。でも芽衣は俺よりも後に入ったから知らないか」

「……なにを？」

　顔半分だけ振り向いて聞くと、沖田さんが微笑む。その顔は、余裕に満ちていた。

「俺が、社長の息子だって」

「……え？」

　ポカンとした私を見た沖田さんが呆れて笑う。

「まぁ、突然こんなこと言っても信じられないかもしれないけど」

「わかってるなら、冗談はやめてください。いくら私でも、そのくらいの嘘なら見破れます」

「そうだね。俺もそれくらいならわかるよ。こんな嘘をついても、芽衣が信じないことくらい。だから、こんな話、嘘ならしない」

　言い切られて思わず黙る。

「しても意味がないことはわかるからね。それに、もしこの話が嘘なら幼稚すぎる」

　確かに……あまりに話が飛びすぎているし、子どもっぽすぎる。嘘をつくにしたって、計算高い沖田さんならもっと巧妙な嘘をつきそうなものだ。

　でも……。だからってすぐに信じられる話でもない。だいたい、社長の名前って〝沖田〟じゃないし。

「そんな突拍子もない話を信じろって言われても無理です。社長の子どもだなんて、そんなの」

「まぁ、正確に言えば、社長の前妻の子どもなんだよ」

「前妻？」

「別れて俺を母親に押しつけたのが後ろめたいからか、社長、俺の言うことなら全部聞いてくれるんだよね。今の会社に入ったのも、一課に配属されたのも、社長が裏で手を回してただけ。それなら、いろいろと納得いくだろ？」

　笑顔で聞いてくる沖田さんに、驚いて声も出せなかった。

　こんなの嘘にしたって、あまりに雑すぎる。

　きっと私どころか誰も騙せない。でも、それを打算的な沖田さんがわからないはずがないっていうのも本当の話で……。

「俺もあんまり公にしたくないから、ただの噂だったってことになってるけどね。まぁ、いずれは父親の跡を継ぐことになると思うし、時期を見て公表するつもりだけど」

「……本当なの？」

　確認するように言うと、沖田さんがニコッと笑う。

　私の勤める会社は、そこそこの企業だ。その社長って言ったら立派なものだと思う。

　その息子が沖田さん？　そんなことがありえるの？

　信じられない思いでいっぱいだった。けど……。

「そんなに信じられないなら、確かめさせてあげようか？　俺が、宮坂を辞めさせたいって言ったら……来月早々にあいつはクビになると思うよ」

　びっくりして言葉をなくすと、沖田さんは楽しそうに笑った。

「なんて。俺だってそこまで非道じゃないよ。だから、芽衣が俺と取引してくれるならあいつにはなにもしない。まぁ、あいつはどっちにしても地獄を味わうことになるけどね」

　くっと喉の奥で笑う沖田さんを前に、なんとか冷静になろうと必死で頭を働かす。

「取引って言うなら、ちゃんと確かめさせてください。事実かどうかもわからないままなんて、フェアじゃない」

「事実だよ。取引を持ち込んでおいて、嘘なんてつかないって。それに確認するのはいいけど、誰に聞くつもり？　社長は芽衣みたいな一般社員と話すことはないと思うけど」

「でもっ、本当かどうかわからないのに、こんな話に応じなくちゃいけないなんておかしいっ」

「だから本当だって。……じゃあいいよ、帰って。来月の内示で宮坂がクビになってるのを見て、本当だったんだって確認すればいい」

　こんなの、取引でもなんでもない。ただの脅しだ。

「卑ひ怯きょうです、そんなの……」

「この就職難に会社クビになって地獄に突き落とされるか。好きな女を寝取られて、その女と毎日顔合わせながら仕事するっていう、生き地獄を味わうのか。もっとも、芽衣が俺とのことを言わないなら、あいつはなにも知ることなく過ごせるだろうけど」

　なにを信じればいいのか……どうすればいいのか、判断できなくて不安と緊張から呼吸が震える。

「まぁ、黙ってることなんてできるとは思わないけど。芽衣みたいなタイプは、余計に。きっとあいつに泣きつくことになるだろうから、完全に俺に勝算はある」

「……最低」

　こんな人に告白されて、それを信じてたなんて……最悪だ。こんな話を持ちかけるような人だったなんてっ……。

　睨みつけると、沖田さんが口の端を上げて笑った。

「どっちにするか、決まったみたいだね。約束は守るから安心していいよ。部屋を出る前に、俺と宮坂の関係は教えるって約束する」

　そんなことが知りたいから、取引に応じるんじゃない。私はただ、宮坂を守りたいだけだ。……でも。

　この取引に応じることが、本当に宮坂を守ることになるの？　もしもバレた場合、宮坂は自分を責めない？　そんな宮坂に、私は『大丈夫だよ』って笑って言える？

　いろんなことが頭の中をグルグル回って……どうすればいいのかわからなくて、気持ち悪い。

「じゃあ行こうか」って笑った沖田さんに、吐き気がした。

「あっ……」

　肩を抱かれて、そのまま沖田さんに連れられるまま歩きだす。

　触られている肩に、自然と顔が歪む。この距離感も、触れている身体も……全部全部、気持ち悪い。

　考えが甘かった。こんな卑怯な手を使ってくるなんて、思ってもいなかった。だから……あまりの展開にどうすればいいかがわからない。

　沖田さんが、本当に社長の息子だとして。だからって一社員をクビにしたりできるのか、とか。本気でそれを社長にお願いするつもりなのか、とか。

　そんな、社会人っていうか人としてどうかと思うことを、本当にすることができるのか、とか。疑問ばかりで頭の中がいっぱいだった。

　……でも、沖田さんは多分それをする人だ。

　思いつく限りの疑問を、ひとつずつ冷静に判断したいのに……。促すように私の背中を押す手が、それを許さない。

　急かされて、頭の中がぐちゃぐちゃに混乱する。疑問や悔しさ、焦りが、頭の中に散らかってなにも見えなくなる。

　そんな中、正しいって自信を持って言える気持ちは……ひとつだけだった。なにが本当かも、なにがまやかしなのかもわからない中、本当だって言い切れる気持ちは。

　――宮坂を想う気持ちだけだ。彼をクビになんて、絶対にさせない。

　好きって気づいたばかりなのに、いつの間にか大きくなっていたその気持ちが、胸から溢れそうで苦しい。

　宮坂を想っているのに、沖田さんに触られるなんて……絶対に嫌だった。沖田さんの言うように、私はそういうことに慎重だし、大切に思ってるから。こんな風に沖田さんと関係を持つなんて、普通だったら考えられないこと。歩いている今だって、逃げだしたくて仕方ない。

　嫌だ。ヤダ。ヤダ。そんな感情でいっぱいだった。でも、ここで拒んだら。

　もしかしたら、宮坂は本当にいなくなっちゃうのかもしれない。

　涙がにじんで、身体が震える。そんな私に気づいた沖田さんが、エレベーターホール前で足を止めた。そして、顔を覗き込む。

「いい顔してるね」

「……悪趣味」

「なんとでもどうぞ」

　ぐっと顎を持たれて、無理やり視線を合わせられる。同時にキスされて、拒もうとしたけど、力の差があって敵わなかった。

「……っ」

　宮坂のキスとは、まったく違うキスに吐き気がする。口の中を這う舌も、沖田さんの息遣いも……。気持ちが悪くて死にそう。

　溢れそうになる涙をぐっと我慢した。沖田さんは、私が泣いてボロボロに傷ついて、宮坂に頼るのを望んでいる。だったら。

　これからなにをされたって、涙なんか見せないで、なんでもない振りをしてやる。普通に会社に行って、お昼休みには梢とランチを食べて。宮坂にだって平気な顔して笑ってやる。沖田さんの思い通りになんか、絶対にさせない。

　ただ時間が経つのを待っていると、ポーンと明るい音がしてエレベーターが開く。それを聞いた沖田さんが、やっと私から離れた。

「もうチェックインは済んでるから行こうか」

　そう言って胸ポケットから見せたのは、カードキー。シルバーのカードには二〇四って数字が書いてあった。宮坂の部屋番号と一緒だ、なんて思って、胸が締めつけられる。

　背中を押す沖田さんに促されるまま、エレベーターに向かって一歩踏み出したとき。

　後ろから沖田さんを呼ぶ声が聞こえた。ロビー中に響くような声が。

「沖田さん！」

　振り向いた先にいたのは、少し派手な女の子だった。

　二十歳はたちそこそこに見えるその女の子は、明るい茶色の髪を巻いていて、シンプルな白いカットソーにデニムのミニスカートという格好だった。スッと伸びた綺麗な足には、黒の高いヒールを履いている。会社にはいないような感じの子だ。

　カツカツと音を響かせて沖田さんの前まで来ると、甘えるように沖田さんのネクタイを触った。

「沖田さん、やっと見つけた～。一度会ったきり、全然連絡してくれないんだもん～」

「瑞みず穂ほちゃん……どうしてここが？」

　焦った様子の沖田さんが聞くと、〝瑞穂ちゃん〟が後ろを振り向く。そして、こっちに歩いてくる人物を指差した。

「あの人に教えてもらったんだ。それより、またすぐお店に来てくれるって言ったのに全然来てくれないんだもん。メールだって返してくれないし～」

　お店ってことは、キャバ嬢かなにか？

　そんなことを考えながらも、私の視線は一カ所で止まっていた。カツンッと、微かな足音を響かせて歩いてくる宮坂を見つめたまま動けない。ロビーを歩く宮坂の表情は少し怒っているようにも見えたけど、その理由を気にする余裕なんてなかった。ただ、驚いて。

　私の目の前で立ち止まった宮坂は、なにも言わずに私を見ていた。

　なんで……なんで宮坂がここにいるの……？

「ね、今日は時間あるんでしょ？　だったらこのまま瑞穂と同伴して？」

「あー……でも俺これから用事があるし」

「それって瑞穂とどっちが大切なの？」

「難しいな」

　ハハッと笑う沖田さんに、瑞穂ちゃんが言う。

「それに、今日は沖田さんのところの課長さんも来てくれるって言ってたよ。接待なんだって。瑞穂と一緒に来てくれないと、課長さんとか相手の会社の人に沖田さんの悪口言っちゃうから～」

　沖田さんが苦笑いしながら「まいったな」と小さく呟く。

　目の前にいる宮坂が、じっと私を見てから沖田さんに視線を移した。

「沖田のとこの課長が一課の連中を連れてこの子の店に行くらしい。新しく開拓した会社の経営陣の接待で。一課が全員行くなら、沖田も顔出した方がいいだろ」

「……はめたな」

「親切心だろ」

　不愉快そうに顔を歪めた沖田さんの手から、宮坂がカードキーを抜き取る。そして、私の肩を抱いて自分の胸に押しつけた。

「み、宮坂……？」

「ここ、部屋代は前払いらしいね。せっかくだから、これは俺が使わせてもらう」

「あ、おい！」

「どうせ経費で落とすつもりなんだろ」

　舌打ちした沖田さんの腕には、瑞穂ちゃんが絡みついている。そんな瑞穂ちゃんに、沖田さんは諦めたのか軽いため息をついてから笑いかけた。

「じゃあ行こうか。瑞穂ちゃん」

「課長によろしく」

　宮坂の言葉に顔をしかめた後、沖田さんが背中を向けた。










「もっと俺を欲しがって」




「あ、あの……なんで？」

　沖田さんと瑞穂ちゃんがいなくなったエレベーターホール。なんとなく気まずい空気の中聞くと、宮坂はエレベーターのボタンを押してから私を見た。

「なんでって、なにが？」

「なんでここがわかっ……」

　そこまで言ったとき、ポーンと音がしてエレベーターのドアが開く。

　……え、っていうか、宮坂はなんで上がろうとしてるんだろう。

　肩を抱かれたまま、宮坂をチラッと見上げてみる。こっそり横顔を盗み見ようとしたのに、私を見ていた宮坂とばっちり目が合っちゃって、慌ててうつむいた。

　部屋に入るの……？　なんで？　なんのために？

　そんな疑問ばかりが浮かんで混乱している私に、宮坂が言う。

「乗って、早川」

　決して強引にじゃないけど、肩を抱いた腕に急かされる。

　部屋に入るのは抵抗がある……というか、はずかしい気がする。いくらビジネスホテルっていったって、ホテルの部屋に宮坂とふたりきりなんて……。けど、宮坂がなんであのタイミングで助けにきてくれたのかが気になって。

　会話の続きがしたくて、エレベーターに乗り込んだ。




「あの……なんでここがわかったの？」

　音がこれっぽっちもしない、静かなエレベーターの中。抱かれたままの肩が気になりながら聞く。

「この一週間、早川の様子がいつもと違うって気づいて不思議に思って見てたら、福田が『早川と沖田が話してた』だとかなんとか言ってるのを聞いて」

　宮坂は、正面のドアを見たまま私の質問に答える。

「一課にいる知り合いに聞いたら、沖田が週の半ば頃、ここのホテルに電話して金曜日に部屋を予約してたって教えてくれたから。今、沖田がどうしてもモノにしたい女は、多分、早川くらいだし」

「あの、さっきの〝瑞穂ちゃん〟は？」

「会社を出たとき、外でたまたま一課の課長とあの子が話してるのを見かけただけ」

「あ、接待で？」

「そう。ほかにも何人かキャバ嬢がいて課長と店に向かったみたいだったけど、あの子が沖田と連絡がつかないとかいろいろ言ってたのが聞こえたから、使えると思って連れてきたんだ」

「そう、なんだ……」

　しん、としたエレベーター内に、またポーンと明るい音が鳴る。フロアに出ると、柔らかな光に照らされたドアが、奥の方まで続いていた。

　一室一室のドアの番号を浮かび上がらせるライト。ロビーと違って、足音が響かない絨じゅう毯たんの床。

　なんか……なんか雰囲気がよすぎて困る。ただのビジネスホテルだと思っていたのに、照明とか雰囲気は恋人向けって言われてもおかしくないくらいのムードがあって。そのせいで隣を歩く宮坂を余計に意識しちゃって、胸が騒がしく反応する。

　思いっ切り戸惑っている私とは反対に、宮坂は極めて落ち着いた顔をして歩く。二〇一から始まった部屋番号がひとつずつ大きくなっていって、まるでカウントダウンみたいに感じた。

　肩を抱かれている私は、連れられるまま二〇四のドアの前まで歩かされて……。宮坂がカードキーを差し込もうとしたところで、ドキドキに耐え切れなくなって思わず宮坂の手を止めた。

「あ、あの、宮坂。前払いしちゃったのかもしれないけど、どうせ沖田さんのお金だし、泊まる必要なんかないかなって……」

「さっきのことで、俺が怒る権利がないのはわかってる。けど、こうせざるを得なかった理由といきさつくらいは知っておきたいんだけど」

「……あ、はい」

　眼鏡の奥から厳しい視線を向けられて、縮こまりながら頷いた。

　宮坂みたいなタイプがキレると怖い。福田くんに言ったことは、嘘じゃなかったかもしれない。




「経緯はわかった」

　説明を聞いた宮坂が、そう呟く。

　静かな部屋には、私と宮坂のふたりきり。オレンジ色のダウンライトや間接照明が、柔らかい光で室内を照らす。四角いかけ時計が指すのは、ちょうど二十時。部屋に入ってから、十分が経過していた。

　私が座るのはベッド。宮坂は、その近くにあるひとりがけのソファーに腰かけていた。

　しかし、ダブルベッドって……。沖田さんの顔を思い出して気持ち悪くなる。

「宮坂は、沖田さんが社長の息子だって知ってたの？」

「……ああ」

　宮坂が、私をチラッと見た後それだけ言う。

　沖田さんが社長の息子だってことを宮坂が知っていたのはかなりの驚きだったけど。そんな驚きを素直に表せないのは、重たい空気のせい。

　……なんだろう。宮坂、いつも口数少ないけど、今日はいつもに増して少ない。っていうよりも、機嫌が悪い？

「あの、宮坂？」

「……ん？」

「私、なにかした……？」

　宮坂を怒らせるようなことをやらかしちゃった……？

　今日一日のことを朝から思い出してみるけど。仕事のミスもしてないし、宮坂に迷惑をかけるようなことをした覚えもない。

　……まさか、八つ当たり？　けど、福田くんも珍しくちゃんと仕事していたし。そうなると、宮坂の不機嫌の理由っていったい……。

　そう考えて、さっきの宮坂の言葉を思い出した。

『さっきのことで、俺が怒る権利がないのはわかってる』

　確か、そう言ってた。

　権利がないってことは、本当は怒ってるってことだ。沖田さんと、関係を持とうとしたことを怒ってるってこと。

　じゃあ……宮坂が不機嫌な理由ってやきもち、とか？

　ソファーに深く座って、背もたれに寄りかかりながら目を伏せている宮坂。その顔は、まだ機嫌悪そうだった。

　梢に言われてからいろいろ考えた。今までの、私に対する宮坂の態度とか言葉とかを。

　思い起こしてみれば確かに、宮坂はいつも私を気にかけてくれていたし、特別扱いしてくれていたかもしれない。

　けど、それに気づいたのは本当に数日前のことだし、第一、本人の口からなにも聞かないまま思い込めるほど自分に自信もない。

　だって、宮坂が私を想ってくれているなんて……そんな私に都合のいいこと、たとえ思い当たる節があったとしても、信じられないしうぬぼれられない。

　宮坂が今なにを考えているのか。なにを思って、助けに来てくれたのか。そんなことを考えて……期待しながら、宮坂をチラチラ見ることしかできなかった。

　目を伏せてなにかを考えている宮坂は、すごく画えになっている。元々整った顔をしている宮坂が、オレンジ色の薄暗い明かりを受けながらもの思いにふけっている。見るからに知的な感じで……どこか色っぽく見えた。いつもきちっと着ているスーツも、少し着崩してるし。ゆるめたネクタイとかすごいレア……なんて、完全に怪しい目で見ていたとき。

　宮坂が顔を上げて私を見るから肩が跳ねた。

「やっぱり、無理だ」

　なにが？

　そう聞き返そうとしたのに、立ち上がって一歩ずつ近づく宮坂が、あまりに真剣な目で私を見ているから、言葉が出なくなる。

　目の前に立つ宮坂と、ベッドに座る私。少しの間、沈黙の時間があった。視線を合わせたまま、言葉を交わさない時間が流れる。

「宮坂……？」

　あまりにじっと見つめてくるから、戸惑いながら声をかける。宮坂はなにも答えずに、なおも私を見つめた後、ゆっくりと私の隣に腰を下ろした。そして、手を伸ばして頬に触れる。

「自分で思ってるよりも、独占欲が強いみたいだ」

　宮坂の顔が近づいてくるのがわかって、とっさにうつむいた。宮坂がキスしようとしてるのがわかったから。ここはホテルの部屋だし、雰囲気もいい。そんな場所でキスするなんて、まるで恋人同士みたいに思えてはずかしくなったから。

　はずかしいのに……なにかを期待してドキドキ反応する胸が、うるさい。

「……みや――」

　覗き込むようにして近づいた宮坂に気づいて顔を上げた途端、優しく、唇が重なる。数秒間触れるだけのキスをした宮坂が、少しだけ離れて命令を下した。甘くて、はずかしい命令を。

「口、開けて」

「……え？」

「消毒とかそんなクサいこと言うつもりはないけど、あいつにされたままじゃ気が済まない」

「み……っん」

　言葉をもらした途端、再び唇が重なって、すぐに舌が入り込んできた。

「ふ、ぅ……んっ」

　この間とは違うキスだった。口の中をゆっくりと撫でていく舌。丁寧っていうには、少し長すぎる。二回だけ経験した宮坂のキスは、ゆっくりで情熱的で、徐々に私の中を熱く溶かしていって気持ちを煽るような、そんなキスだった。

　けど、今してるのは、それとはちょっと違う。少しだけ荒々しくて、息もできないくらいのキスは、宮坂の存在を私に教え込んでいるみたいだった。

　沖田さんがしたキスの記憶を、私の中から奪い去るような。

「は……っ、っ」

　でも。そんなキスでも愛しく感じてしまうのは、相当宮坂に夢中になっている証拠なのかもしれない。強引なキスでも、苦しいほどのキスでも、宮坂が相手だったらうれしく感じちゃうんだから。

　さっき沖田さんにキスされたときに感じた不快感を、宮坂のキスが取り払ってくれる。そして代わりに植えつけられるのは……宮坂への、想い。

「あ……」

　やっと離れた唇。

　浅い呼吸を繰り返しながら、ぼんやりとした視界に宮坂を捕らえる。

「……早川」

　しばらく、至近距離のまま見つめ合っていた。私の名前を呼んだ宮坂が、邪魔になったのか、かけていた眼鏡を取って、ベッド脇にあるテーブルに置く。

　そして、私の頬に触れた手を、ゆっくりと首筋に滑らせる。それだけで腰のあたりから、ゾクゾクした感覚が生まれて身体を走り抜けた。

「沖田が、寝取ってやるとか、ふざけたことを言ったみたいだけど」

　再び、宮坂が近づく。

「俺も男だから、自分のものにしないままほかの男に手を出されるのは気に入らない」

　視界が全部、宮坂になる。

「もっとも、一度自分のものにしたら、ほかの男になんか触らせないけど」

　触れた唇が熱を持つ。そのままキスを受け入れていると、その合間で宮坂が低い声で呟いた。

「早川が好きだ」

　いつ、押し倒されたのかわからなかった。

　そのくらい宮坂のキスに、宮坂の存在に、私は酔わされて。長いキスが終わって気づくと、ベッドに身体が沈んでいた。

　私の上には宮坂がいて、目が合うと、宮坂は優しく微笑みながらも、熱のこもった瞳で私を溶かした。瞳で溶かされるとか、おかしいのかもしれないけど。でも……見つめられているだけで溶けだしそうになっているのは事実だった。

　宮坂の唇が耳に触れる。舌で耳の形をなぞられて思わず声を出すと、耳元で宮坂が微笑んだのが空気の振動でわかった。

「……んっ」

　身体を滑り落ちていく手が、形を確かめるように丁寧に触れる。着ていた服を脱がされて、触れられて。何度もキスされて。

「……ぁっ、も……やぁ……っ、みやさか……」

「ダメだよ。まだ」

「だって……っ……も、ダメ……っ」

　堕ちていく。何度も、何度も。

「早川、もっと俺を欲しがって」

「も、欲し……お願……っ」

　やっとの思いで言うと、執しつ拗ように私の身体に触れていた宮坂が微笑んだ。そして、優しくキスをしてから、ようやく私の熱に溶け込む。ゆっくりとした行為が私を気遣ってくれてるからだとわかって、宮坂が余計に愛しくなる。

「あっ……みやさ、か……っ」

「……芽衣」

「……っ」

　何度も何度も。

　宮坂の熱を、身体中で感じた。




「……もう、お嫁にいけない」

　ベッドの中にもぐり込みながら呟く。

　部屋には、変わらずオレンジ色の明かりが灯っていた。

「お嫁？」

「そうだよ！　宮坂が……宮坂が、あんなエッチするから！　私きっと変態になっちゃったに決まってる……」

　布団から顔を出して睨んだけど、宮坂は平然としている。宮坂の露出した肌がはずかしくて目のやり場に困る。さっきまで気にもならなかったのに。ようやく思考がまともになった証拠かもしれない。

「変な言い方するな。俺はノーマルなことしかしてない」

「た、確かにノーマルだったかもしれないけど……っ。でも、限度があるでしょ！」

「別に普通だろ」

「普通!?　あれが……？　私の思ってる普通とは全然違ったんだけど……」

「じゃあ価値観の違いだろ」

　さらっと言う宮坂に、一瞬押し黙る。だって、価値観とか言われちゃうとその通りだし。私の思っている普通と宮坂の思っている普通が違ってもおかしくないのは確かだ。けど、今回に限っては、私の普通の方が世間と合ってる。絶対に！

　エッチが終わった後、少しぐったりしながら見た時計の針は、それぞれ十と五を指していた。つまり、部屋に入ってからは二時間半が経過していることになる。

　最初はちょっと話したりもしていたし、ずっとエッチしてたわけじゃないけど……。宮坂の普通が世間一般的だとしたら、ラブホテルの時間設定を変えなくちゃ、そこら中でクレームの嵐だ。

「限度があるでしょ!?　あ、あんな何回も……！」

　内容を言ってもムダだと思って回数で責めると、またしても涼しい顔をした宮坂に撃沈される。

「確かに無理させたかもしれないけど……でも早川、別に嫌がってたようには見えなかったけど」

「それは……っ、その……」

「『ダメ』とか言いながらも、最後まで感じてただろ？」

「そ、それが嫌なの！　あんないっぱいされて、壊れるとか本気で思ったのに……。感じちゃってた自分が嫌なの！　もうほかの人とのエッチがもの足りなく感じちゃったりしたら、宮坂のせいなんだからね！」

　もう、自己嫌悪どころの騒ぎじゃない。人格から変わっちゃうかと思った。本気で。

　今まで付き合っていた人もいたし、エッチの経験だって少ないけどある。けど……。宮坂とのエッチは、想像の範はん疇ちゅうを軽く超えていた。

『早川……』

『あ、ぁ……も、やぁ……』

『まだ、足りない』

『……っ、ぁ、ダメッ、みや……っ』

　そんな会話にならない会話を何度したことか。

　あんな……理性をはがされて本能だけにされるようなエッチ、私は知らない。知らなかったのに順応しちゃった身体も、そんな風にした宮坂も。悔しくて、はずかしくて仕方ない。

　別に、宮坂が悪いわけじゃないのはわかってたけど……。どうにもならないはずかしさに耐え切れなくて、火ほ照てったまま戻らない顔で睨んでいると、宮坂はなぜだかうれしそうに微笑んだ。

「……なんで笑うの？　責めてるのに」

「早川のそういう顔、好きだから。顔赤くして、睨んでるんだか困ってるんだかわからないような顔」

「……い、今はそんな話してないでしょ」

　好きとか、そんなさらっと言わないでほしい。宮坂のせいで、また一段階赤みが増した顔。それを誤魔化そうと口を尖らせた私に、微笑んだ宮坂が聞く。

「ほかの男とのセックスがもの足りなくなったら、だっけ。……それは、俺としたのがそんなにヨカッタってこと？」

「ヨカ……って、そ、そういう話じゃ……っ」

「心配しなくても、早川をほかの男に抱かせるつもりはないから」

「抱……」

　さっきから単発の音しか出せてないのはわかっていたけど、それ以上言葉が出なかった。

　ポカンとしていると、軽いため息をついた宮坂が私を見る。悩ましげな表情が微かにオレンジ色に染められていて、すごく色っぽくて……カッコいい。

「いい加減気づいてもいいと思うんだけど。それに俺、さっきも言ったし。早川が好きだって」

　確かに聞いた。ベッドに押し倒されたとき、宮坂がそう言ってくれたのは覚えている。っていうか……忘れられるわけがない。ずっと欲しかった言葉なんだから。

　宮坂を意識している自分に気づいたあのときから……多分ずっとこの言葉を待っていた。

「早川がどうかは知らないけど。俺は好きじゃなきゃキスなんかしないし、抱いたりなんかしない」

「わ、私だって、好きじゃなきゃしないもん！」

　私もそうだと伝えたくて慌てて言うと、宮坂がじっと見る。その瞳は、疑っているみたいだった。

「でも、初めてしたときは俺のこと好きでもなかったのに流されてたろ」

　初めて……って、オフィスでキスしちゃったときのこと？

　言われて、考えてみる。

　……確かに。あのときは、好きとは意識してなかったかもしれない。宮坂のキスをなんで拒めないんだろうとは思ってたけど……〝好きだから〟って答えには辿り着けずにいた。

　沖田さんの優しい手とか、宮坂の上辺の意地悪だとか。いろんなものが邪魔をして、それを見えなくしていたから。けど。

「でも……自分の気持ちがわからなかっただけで、どこかで宮坂を意識してたんだと思う。私は確かに流されやすいけど……好きじゃない人のキスを気持ちいいと思ったりはしない」

　宮坂を見ながら言う。宮坂も目を逸らさないで私を見ていた。目が合っている。それだけで、瞳の奥が熱くなって涙が浮かんだ。こんなに好きなのに……本当になんで気づくまでにこんなにも時間がかかったんだろう。

「沖田さんには、キスしてほしいなんて思わなかったし、エッチなんか考えられなかったけど……宮坂とは……っ」

「キスもセックスもできた？」

「で、できたし……もっと触れていたいとも思えた」

　今本心を言ったって、伝わらないかもしれない。エッチしちゃった自分への言い訳としか、とってもらえないかも。けど……言わずにいるなんてできなかった。

「いつの間にか、好きになってた……」

　じっと見つめてくる宮坂の瞳の奥がわずかに揺れた気がした。

「こんな風に、エッチしてから告白するのとかおかしいって思うし、身体から始まったみたいに思われても嫌だけど……。私、宮坂が好き……っ。気づいたら……こんなに好きだった」

　真顔だった宮坂が、少しだけ微笑む。そして、私の頭を素肌の胸に抱き寄せた。

「俺を拒まないから、もしかしたら……とは思ってたけど。想像していた以上にうれしいもんだな」

　胸から響いてくる声を心地よく感じながら、宮坂の胸におでこをくっつける。目にたまっていた涙が、ひと粒頬を伝った。

「ところで、三週間前、早川が俺の部屋に泊まったときのことだけど」

　私がシャワーを使っている間に宮坂がとってくれたらしいルームサービスが並ぶテーブル。閉まっていたカーテンを開けると、それなりに夜景が見えた。

　窓際のテーブルに向かい合うように座っての遅い夕飯。はずかしいような、うれしいような……すごく幸せなような。そんな気持ちを噛かみ締めるように食べて、食後にコーヒーを飲んでいたとき、宮坂がそう切り出した。

「うん？」

「最後まではしてないけど、途中までならしたから」

「……えっ!?」

「あのときは嘘をついた。早川、だいぶ酔ってるみたいだったけど、俺はずいぶん前から早川が好きだったし。だから、酔ってる早川を押し倒して途中までした」

　しれっとした顔で言う宮坂に、すぐに言葉が出なかった。

　だってそれ、結構重大なことだと思う……。私、知らない間に宮坂になにかされてたってこと!?　途中って、いったいどこまでを言ってるの……？

「誤解されても困るから言うけど、早川には、触る前も脱がす前もちゃんといいか確認とったから」

「嘘っ！　だって私覚えてないもん！　それに、何回も確認しようとしたのに、宮坂ずっとはぐらかしてたじゃん！　だから私、夢だったんだってずっと思って……」

「覚えてないのは酔ってたからだろ。俺は酔ってなかったから覚えてる」

「と、途中までってどこまで!?　キスとかした……？」

「した」

「嘘っ。私、オフィスでしたキスが宮坂とした初めてのキスだと思ってたのに……」

「別に覚えてないならかまわないけど」

「キス以外はなにかした……？　裸とか、見た……？」

　恐る恐る聞くと、宮坂は〝なににそんなに怯えてるんだ〟って顔で頷いた。

「見たけど……今だって見ただろ」

「意味が違う！　意識がない中で裸見られてるって、いろいろ油断してるもん！　っていうか！　意識ないのにそんなことするとか……やっぱり宮坂変態だ！」

　もう、穴があったら入りたいっ。完全に無防備の裸を見られてたなんて……信じられない！　そりゃ、さっきまでしていたことを考えれば、今さら裸なんて、って感じかもしれないけど！　でも、違う！

　両手で顔を覆って叫ぶと、宮坂がため息をつく。

「別にたいしたことしてないよ。それに途中でやめたって言っただろ」

「……なんで途中でやめたの？　罪悪感？」

　いろいろ八つ当たりして怒鳴ってはいるけど、冷静に考えればやられちゃったって当然のシチュエーションなのに。

　不思議に思って答えを待っていると、宮坂は少しだけ顔を歪めた。

「早川が、沖田の名前を呟いたから」

「……え、私が沖田さんの名前を呼んだの？」

　嘘でしょ？

　そんなニュアンスで聞く。

「ああ」

「宮坂の聞き間違いじゃ」

「確かに呼んでた」

　記憶がないから、否定しようがないんだけど……。でも、本当か疑いたくて仕方ないようなことだった。だって、沖田さんの名前を呼ぶとか……ありえないし。

「あの……それが本当なら、ごめんなさい」

　なんとなく雰囲気に押されて謝ったけど……。ふてくされている宮坂がうれしくて、顔がゆるむ。

　そんな私に気づいた宮坂は、ますます顔をしかめた。

「なに？」

「ううん。やきもち焼いてくれてるのかなって思ったら、うれしくなっちゃって」

「俺はあまりいい気分じゃないんだけど。あんな場面でほかの男の名前を呼ぶなんてありえないだろ」

　宮坂が拗ねたように呟く。

「だからごめんって。あ、ねぇ。そういえば、宮坂と沖田さんの関係って――」

「だいたい、なにがあったかも覚えてないくらいに酔うなんて」




　私の疑問の言葉を遮ったまま、宮坂のお説教が続くこと十五分。

　ため息をついた宮坂は、最後に「これだけは言っておくけど」って話題を変えた。しようとしていた質問すら忘れるほど、ひたすら反省した私だったけど。さっきまでとは違う、真剣な顔に気づいて、胸がドキッと跳ね上がる。

「早川は気づいてるだろうけど、俺は嫉しっ妬と深いし、一度手に入れたら執着するタイプだから」

「……うん」

「手を出してからこんなこと言って悪いけど……もう、離してやれないと思う」

「……うん」

　オレンジ色の間接照明が、宮坂の真剣な顔を柔らかく照らす。

　静かな部屋に、ドキドキうるさい私の心臓の音が響いちゃうんじゃないかって心配していると、宮坂の手が私の手を握った。

「だから悪いけど」

　そんな風に前置きした宮坂が、わずかに微笑む。

「ずっと俺の傍にいてほしい」

「……うん」

　告白にしては、ずいぶん重たすぎる。まるでプロポーズでも受けた気分だ。

　でも。宮坂らしく思えて、自然と笑顔になっていた。










「俺の部屋で、続きしようか」




　宮坂と私の関係のことは、会社の人には、聞かれたときだけ答えることにした。わざわざ報告する必要もないけど、隠す必要もないってことで。

　……だけど、聞かれても答えちゃいけない相手もいると思う。

「芽衣先輩～、俺先週の土曜日も出勤させられて掃除だったんですよ～。俺のおかげで二課はもう、掃除のおばちゃんが掃除する場所探すくらいピカピカですから」

　エレベーターを待っていたとき、後ろから大声で名前を呼ばれたと思ったら、福田くんが隣に並ぶなり、擦すり寄ってきた。

「もうくたくたです。芽衣先輩、癒してください～」

「ちょっと！　福田くん！」

　私の肩に頭を乗せてきた福田くんから、逃げるように一歩右にずれる。

「いいじゃないっすか、ちょっとぐらいご褒ほう美びがあっても」

「ご褒美って、掃除させられたのは自業自得でしょ！　っていうか、人前でこういうことするのは……っ」

「じゃあ人前じゃなかったらいいってことですか？　だったら今日の夜とか俺と飲みに……」

　ニコニコしていた福田くんが、私の背後になにかを見つけて黙る。

『あ、やべ』って顔をしているから、どうしたのかと思って見てると、すぐ後ろから宮坂の声が聞こえた。

「月曜日の朝から、先輩に飲みの誘いか？　いい度胸だな」

「いやいやいや、飲み会っていうよりも、お疲れ様会みたいな感じで……」

「福田」

「……なんですか、これ」

　隣に並んだ宮坂が渡したのは、車のキーみたいだった。プレートのキーホルダーを見る限り、どうやら営業車みたいだけど……。

「地下に停めてあるシルバーのセダン、ガソリンがないからこれからスタンド行って入れておけ」

「えっ、今からですか？」

「さっき社長に会ったときに頼まれたんだ。俺が昼休みにでも行こうと思ってたけど、ちょうどいい」

「えー」

「文句があるなら社長に言うと思って言えよ」

「……第二営業課の福田、喜んで行かせていただきます」

　諦めたのか、福田くんがため息をつきながら背中を向ける。その背中は心底嫌そうに見える。

　……けど、反省はしてなさそうだ。

「本当、あのタフさには感心するよ」

　呆れた様子で言った宮坂が、ちょうど着いたエレベーターに乗り込む。私もそれに続くと、宮坂の指が『五』の数字を押した。

「社長も営業車に乗ったりするんだね」

　エレベーターのドアが閉まる。

「社長はわりとフットワークが軽いから。少なくとも沖田よりは営業活動もしてると思う」

「……そうなんだ」

　沖田さんが宮坂を目の敵にしているのは、あからさまだけど。宮坂も、なんだかんだ言いつつ、沖田さんのことを少し意識しているみたいに見える。

　ふたりの関係って、なんなんだろう。ずっと不思議だったことを今聞いてみようか。

　そう思って、隣に立つ宮坂をこそっと見てみたけど……。なんか、絶対にちゃんと答えてくれなさそうだなと、横顔で判断する。

『そんなことより』とか別の話題に切り替えられちゃって、福田くんの二の舞になりそう。スタンド行って入れておけってキーを渡されても、私には免許ないしガソリンは無理だ。

　っていうか。沖田さんとのことだけじゃなくて、私、宮坂のこと、あんまり知らないような……。

　なんであんな高そうなマンションに住んでいるのかとか。なんで六百万円もする車に乗っているのかとか。沖田さんとなにかしらの繋がりがあるのかとか。

　突っ込みどころは満載なのに、なにも知らない。

「……ねぇ。私たちって、付き合ってるんだよね？」

　言い終わるや否や、宮坂が呆れた顔して私を見た。セリフをつけるとすれば、『なに言ってんだ、こいつ』。こういうところは、付き合っても全然変わらない。

「だ、だって、そういえば私、宮坂のことなにも知らないなって思って……」

「俺だって早川のこと、そんなに知らないけど」

「え……そう？」

「どんな部屋に住んでるかも知らない。ベッドでの顔は知ってるけど」

「ちょ……っ！」

　いくらふたりきりのエレベーターといっても、そんな話題を会社で……！

　慌てて止めようとしたとき、ポンッと間の抜けた音を響かせて、エレベーターのドアが開いた。

　五階。営業一課二課、そして会議室が集まるフロア。しかも、始業時間二十分前っていう、わんさか社員がいる状態。

　いくらさっきの言葉を注意してやりたくても、こんな場所でベッドの上での事情とか、プライベートな話をできるほど図太くない。付き合っているってことを隠すつもりはないけど、あることないこと事細かに噂されたりしたら、仕事だってやりにくくて仕方ないし。

　そう考えると、文句を言おうとして開いた口を閉じるしかなくて。……完全に不発だ。

　ふてくされながらもエレベーターを一歩降りたとき、数歩前で足を止めた宮坂が、身体半分だけ私を振り返った。

「今度、招待してくれるとうれしいんだけど」

　宮坂に文句のひとつも言ってやりたかったはずなんだけど。不発感にイライラしていたはずなんだけど……。

「……料理はあんまりっていうか、全然できないんだけど、それでもいいなら。調味料とかも、塩と胡椒くらいしかないし」

　かわいくない返事をしたのに、宮坂がうれしそうに微笑むから。イライラを保つのが、難しくなる。

「早川の部屋に行くときは、手土産になにか買っていくよ」

　誰か通りかかったらどうしようと周りを気にしながら、「助かります」と答える。

　正直、本当に料理できないから、変にがんばったりしたら絶対に空回りするのが自分でもわかる。だから素直に頷くと、宮坂が笑う。

「とりあえず、先に俺が招待するよ。木曜日あたりに」

「え……」

　想像もしてなかった答えが返ってきて聞き返すと、宮坂が「都合悪い？」って聞く。

「あ、ううん。大丈夫だけど……」

「夕飯も俺が作るから」

「え、宮坂が？」

「木曜、仕事の様子を見て、待ち合わせ場所だとかはメールするよ」

　微笑んだ宮坂が、背中を向けて歩きだす。その背中をぼんやりと見つめた後、「うん」と頷いて、後を追う。

　ニヤける顔を隠すのが大変だった。




　――木曜日。

「早川さん、これコピー十八部頼むな。一部ずつまとめて、明日朝イチの会議ですぐ使えるようにしといて」

「……はい」

　……まぁ、なんていうか。

　飲み会とか、ご飯の約束だとか、そういう予定があるってときに限って、仕事がなだれ込んでくるもので。

「早川、このアンケート結果、円グラフにしてくれる？　〝そのほか〟の詳しい意見も、いくつかピックアップしてグラフの下に載せといて」

「……いつまでにですか？」

「明日の十時の会議で必要だから、それまでによろしく」

　……つまり、今日中か。

　デスクに次々に置かれていく仕事を見た後、時計を確認すると十七時三十五分。定時を十五分過ぎたところだった。

　残りの仕事を終えるのにかかる時間を予測してみると……。二十時は過ぎるかもしれない。

　もうっ！　なんでこういうときに限って！

　裏で誰かが動いているんじゃないか、なんて思ってしまう。イライラしながらキーボードを叩たたいて、コピー機をいじって。その間に、福田くんが「芽衣先輩、お先ですー」なんて言って、新入社員のくせにいちばんに帰っていって。その後、梢とかほかの女子社員が「がんばってね」って。で、ぽつぽつ男性社員も帰っていって……。

　時計が十九時を回ったときには、起動しているパソコンは私が使っている一台だけになっていた。

　みんなして、任せるだけ任せて帰っちゃうとか。薄情者！

「……っていうか、運悪い」

　最後のデータ入力をしながら呟いて、隣のデスクをチラッと見る。

　さっきまでいたはずの宮坂の姿はない。でも、カバンが置いてあるからまだ社内にはいると思うんだけど……。どこに行ったんだろ。

　宮坂自身の仕事はもう終わっているっぽいから、多分待っていてくれている。

　無ぶ愛あい想そうなくせに優しい宮坂。どこかで待っていてくれている彼を思っただけで、胸がキュンと締めつけられる。ふてくされている場合じゃない。急がないと。




　そのまま作業を続けること、五分。一応頼まれたデータ入力が終わって、それを添付したメールを、頼んできた営業に送って終了。ふぅっと息をつきながら、パソコンを閉じる。

　十九時二十七分。あんまり遅い時間にお邪魔しても明日の仕事があるし……。日を改めた方がいいかな、なんて考えながら帰宅準備をしていると、キッと小さな音を立てて、正面にあるドアが開いた。

　二課に残っている社員は、私と宮坂だけ。だから、当然、宮坂の姿を想像して顔を上げたんだけど……。

「あっ……」

　私の目が、とんでもない人物を映して脳に伝達する。

　多分、数秒間見ていたと思う。なにも言わずにただ見ていると、その人物はニコッと笑った。その顔にハッとして、勢いよく立ち上がる。

「しゃっ、社長っ！」

　ガタンッと、椅子が後ろに倒れたけど、そんなの気にもならなかった。

　だって……なんで社長がこんなところに……!?

〝紳士〟という言葉がふさわしい風貌の社長は、スーツがよく似合う。渋いっていうか、落ち着いているっていうか。それなのに異性としての色気があるっていうか。とにかく、身びいきじゃなくて魅力的な人だ。

　広報が作った社内新聞に、先月誕生日を迎えた社長は今年で五十三歳になったって書いてあったけど……。今頃になっちゃったけど、『お誕生日おめでとうございます』くらいのことを言った方がいいのかな……？

　っていうか……その前に、なんで社長がこんなところに!?

　パニックになってなにも言えずにいる私に微笑んだ社長が、一歩私に近づく。

　向かい合うように二列に並んでいるデスク。それを挟んで私の正面に立った社長が、自分の顎を指で撫でる。なにかを熟考しているような……それでいて楽しんでいるような、そんな顔だった。

　そして、私のことを値踏みするみたいに眺めた後、目を合わせて笑顔を見せる。

「キミが早川くんか」

「は、はい……」

　私、社長に名が知れちゃうほどのミスをしたとか……？

　社長は、社員にフレンドリーだって噂を聞いたことがある。けど、いくらフレンドリーで社員を大切にするからって、私みたいな平社員の名前までは絶対に知っているはずがない。

　なのに、なんで……!?　まさか……沖田さんがなにか……!?

「想像していたよりもずっとかわいいね」

「え、かわ……？　そんな、とんでもないですっ！　あの、私なんかに気を遣わないでください……」

「いや、さすがに社員にお世辞は言わないよ。本当に魅力的だと思ったんだ」

　……なに、この状況。え、なに？　ホントに。

　社長がここに来た意図がわからなくて、どうしたらいいのかわからない。ここには私しかいないことはわかっただろうし、課長に用事とかなら出直すなり電話するなりしてくれればいいのに……。

　社長はそんなそぶりもなく、私をただ見ているだけ。

　私も、目を逸らすのは失礼な気がして、遠慮しながらも社長と目を合わせて。そんなことをしているうちに、なんでだか社長に親近感を覚えた。

　……なんだろ。なんか……誰かに似てる？

　沖田さんにじゃなくて、目を細めた感じが、なんか……。

「なにしてんの？」

　急に聞こえてきた、第三者の声。ハッとして見ると、ドアを開けた宮坂が、おもしろくなさそうな顔をして立っていた。

「あ、宮坂……」

「仕事、終わった？」

「あ、うん……。っていうか、宮坂、こちら、社長……」

　宮坂が社長の存在をまるで気にしていない様子で話すから、仕方なく、社長を紹介する形になっちゃったけど……。すっごいマズイと思う。

　社員が社長に気づかないとか、絶対マズイ！　敬意を払わない態度とか、ダメだし！こんなんじゃ、沖田さんがなにも言わなくてもクビにされちゃうよ！　今からでもペコペコするべき!!

　そんな意味を込めてじっと見ている私に、宮坂は『なに言ってんだ』みたいな顔をして、無視し続ける。

　なんとか、社長に敬意を！ってことを宮坂に伝えたいけど……目力だけじゃどうにも伝わらないみたいだった。

　けど、社長の前でそれを言葉にするのもどうかと思うし……。どうすれば……っ。

　頭を抱えたい気持ちになりながら視線を落としていると、ツカツカ歩きだした宮坂が社長の後ろを通って自分の席に座った。

　……いや、だから。社長がいるのに座るとか……。

「じゃあ私はこれで失礼するよ」

「え……っ、あ、はい！　お疲れ様でした！」

「お疲れ様でした」

　私がガバッと机にぶつけるくらいに頭を下げたのに対して、宮坂は座ったまま頭も下げないし！

　けれど社長はそれを注意するでもなく、むしろ笑顔で楽しそうに「じゃあまた」と言って部屋を後にした。




「宮坂っ、今の態度マズイよ！」

　当たり前の注意をしたのに、宮坂はなぜだかジロッという目で私を見た。

　なんか、怒ってるみたい。

「……仕事で待たせたから怒ってる？」

　聞くと、宮坂はじっと私を見上げたまま首を振る。

「社長となに話してた？　顔赤くしてたけど」

「え……赤かった？」

「困り顔で顔火照らせてた。社長に言い寄られでもした？」

「社長にって……そんなわけないじゃん。でも、ちょっとドキドキはしたけど」

　白状すると、宮坂が顔をしかめる。

　眼鏡の奥の瞳を見て、照れくさくなりながら、もう一個白状する。

「社長の笑った顔が、ちょっとだけ宮坂に似てたんだもん」

「……俺と社長が？」

「なんか、そう感じたの。それに……社長の色気に当てられたっていうか……」

　倒れたままの椅子を起こして、そこにストンと座りながら言う。

「宮坂もだけど、男の人の色気ってずるいよね。雰囲気作りがうまいっていうか……なんか見つめられただけで逆らえなくなるっていうか……宮坂？」

　ふっと影が落ちて見上げると、立ち上がった宮坂が私を見下ろしていて。

　真顔の宮坂を不思議に思っていると、宮坂は私の座っている椅子の両方の肘ひじかけに手をついた。つまり、宮坂の両手と身体で、椅子に閉じ込められた状態……。

「どうかした……？」

　腰を折っている宮坂と、それを見上げる私の距離は、三十センチくらい。ドキドキしながら声をかけた私に、宮坂が言う。

「嫉妬深いって、言ってあるはずだけど」

「……うん。え、って、今の社長とのこと？」

　まさか。そう思って言ったことだったけど……。

　黙っている宮坂を見るとどうやら当たりらしいから、慌てて言う。

「だって社長がここに来たのなんて、宮坂が来る二、三分前で、本当になにも……っ」

「あんな顔赤くしてたのに？」

「だから、それは……っ」

「俺にしか見せないような顔、社長の前でしてたのに？」

　そう言われて、いつかの言葉を思い出す。

『早川のそういう顔、好きだから。顔赤くして、睨んでるんだか困ってるんだかわからないような顔』

　先週、ベッドの上で言われた言葉を。

「……ごめん」

　別にやましい気持ちがあったわけでもないけど。宮坂がもし、私以外の女の子に特別な顔を見せていたら嫌だと思ったから。

　素直に謝ると、宮坂の手が頬に触れた。気持ちがトロンと溶けそうなくらい、優しい手で。

「俺の機嫌、早川が直してくれる？」

「……うん」

　じっと見上げた先にいるのは、とっくに機嫌の直っている宮坂。微笑んでいる瞳が、私を優しく捕らえる。

〝ダメだよ、こんな場所で〟

　きっと、そう言うべきだった。宮坂を止めるべきだった。けど……大好きな目で見つめられた私に、選択の余地なんかない。

　宮坂に見つめられただけで、ここがオフィスだってことがどうでもよくなる。場所も時間も。ふたりでいること以外、全部が頭から抜けていく。

　優しくて、でも熱っぽい瞳に吸い寄せられるように、宮坂の頬に触れて唇を合わせた。

　嫉妬深いって、宮坂は言うけど。こんなに甘い拘束なら、私は喜んで、シッポがあったら振り回して飛び込んでいくと思う。

　宮坂が作り出す、ただ、ひたすらに甘くて濃密な空間に浸っていたくて。

　一秒でも速く。一秒でも長く。

「……っ、もう、機嫌、直った？」

　十秒近くしていたキスを中断して聞く。宮坂は「まだ」ってささやいた後、私の首筋に唇で触れた。

「……ん」

　そして一カ所にぴりって痛みを残して、その部分を舌でなぞってから顔を上げる。

　顔が、熱い。顔っていうか……全部が熱い。

　キスして、ちょっと触られただけなのに。宮坂の雰囲気に酔ったみたいに、身体中が熱い。そんな私に気づいたのか、宮坂が笑う。

「そんな顔して、俺のこと誘ってるの？」

　宮坂の唇と手が、優しく私に触れる。頬、おでこ、鼻先、目尻。

　こんなの、まるで。

「誘ってるのは、宮坂、でしょ……」

　罠だ。

　どこまでも甘くて、ひたすら心地いい。宮坂にしか作れない罠。

「そう？」

「そうだよ。ホント、ずるい……」

　そう呟くと、宮坂がふっと笑う。

「じゃあ素直に誘われてくれる？」

「……宮坂の部屋にってこと？」

「そう。でも、時間が遅くなったから料理は振る舞えそうもないけど……それでもいい？」

　そんな色気たっぷりに誘われたら、とっくに酔っている私は完全に堕ちるしかない。

　多分宮坂は、それをわかっててやっている。……私の反応を、楽しんでいる。

　でも、そういう、私にしか見せない〝男の顔〟が、うれしくて仕方ないんだけど。

「俺の部屋で、続きしようか」

　チュッと小さな音を立てて、宮坂のキスが耳に落ちる。それに促されるみたいに、コクンと頷いた。

「……連れてって」










「俺が〝被害者〟だ」




「え、社長が？」

　翌日、金曜日の昼休み。

　食堂で昨日のことを話すと、梢が驚いた声を上げた。

「うん。結局なんの用かはわからないままなんだけど。本当になんだったんだろ」

「福田のダメッぷりがついに社長まで伝わったとか」

　まさか、とは思いながらも、否定はし切れないから黙って苦笑いする。

　確かに……。福田くんの学生気分は目にあまるところが多々あるし。課長がキレて、社長まで報告がいっちゃってもおかしくはないのかも。

　教育係が宮坂だからまだいいけど、ほかの人だったらとっくにお手上げだろうし、愛想だってつかしてると思う。我慢強いっていうか、辛抱強いっていうか、本当に感心するほど仕事熱心だ。

　私だったらきっとすぐに音ねを上げている。

「えらいよね、宮坂って」

　素直にそう思ったから言ったのに、梢は違う意味にとったのかニヤッと笑う。

「それ、のろけ？」

「……どこが？　福田くんの教育係を下りないでがんばってるから、えらいなって思っただけでしょ」

　梢は「どうかなー」なんて意味深に笑いながら、少し小さな声で続ける。

「私の彼氏、仕事ができる上、エッチも上手なんです的な」

「エッ……チって、そんな話はしてないでしょっ！」

「してないから言ったんじゃん。同期としては、宮坂がどんな感じなのか知りたいし」

「だから……っ」

　思わず大きくなった声。周りでランチをとっている社員がこっちに注目していないか確認してから、身を乗り出して梢に小声で言う。

「っていうか、そんな話、ここでする話題じゃないし」

「じゃ、ちょっとでいいから教えてよ。うまいか下手かで言ったらどっち？　芽衣の数少ない元カレとの比較でいいから」

　元カレとの比較じゃなかったとしても。そんなの、比べるまでもない。

「……前者」

「うまいんだ！　一見ストイックだけど、実はむっつりっぽいもんねー」

　否定できない私を見て、梢がニヤニヤ笑う。

「首の後ろのとこの絆ばん創そう膏こう、キスマーク隠しなんでしょ？　しかも、更衣室で着替えてたとき、身体中にあるの見ちゃったし」

「えっ」

「大丈夫だって。首の絆創膏は髪で隠れて見えないし。それより昨日、お泊まりだったとか？　もしかして宮坂の部屋から出社？」

「ちが……っ！　確かに〇時過ぎちゃったから仮眠させてもらったけど、ちゃんと会社来る前に一度うちに戻って……」

　ハッとして口を押さえたけど……ダメだ。全部話しちゃった。

「その……うっかりしてたら終電逃しちゃって。だからちょっと眠らせてもらってから家に帰った感じで……」

「へー、なるほどねー。つまり夢中になりすぎたってことか。あ、否定してもムダだから。あんな数のキスマーク見ちゃったんだから」

　釘を刺されて言葉を失う。

　うつむいてオムライスを口に運ぶと、首に貼ってある絆創膏に違和感を覚えた。

　だから、見えるところにはつけないでって言ったのに！　宮坂がこんなところにつけるから！

　……まぁでも。

　私が余裕を持って出社できたのは、朝五時には朝食を準備して、私を起こした挙句、車でアパートまで送ってくれた宮坂のおかげなんだけど。

　そう考えると、文句ばかり言ってられない。むしろ、梢の言っていた通り〝私の彼氏できるんです〟的なのろけをするべきかも。

　そんな感じで、〝宮坂様様〟で、準備に時間をかけられた朝。

　絆創膏だけじゃ目立つ気がしたから、久しぶりに髪を巻いて、二重にカムフラージュしてきたのに。ふわふわにさせて隠したつもりだったけど、それも鋭い梢の目にはムダだったか……。

　髪を巻いたのは、初めて宮坂の部屋に泊まったとき以来だ。

　あのとき、宮坂に『ストレートの方がいい』って言われて、それからは、なんとなく髪を巻かなくなっていたから。

　それは本当に〝なんとなく〟だった。けど宮坂に言われたのがきっかけなのは間違いなくて。

　なんで？って、理由を追及すれば……宮坂がそう言ったからで。つまり……本当に今さらなんだけど、私はあの頃から宮坂を少し意識していたってことになって。

　でも……それ以外にも自分の気持ちで思い当たる部分は多々ある気がした。ただ、沖田さんとの関係だとか、宮坂が恋愛に興味があるわけない、だとかのいろんな感情が、それを隠していただけで。

　……それにしたって、どれだけ鈍感だったんだろ、私。まさか、自分の気持ちにすら気づけなかったなんて。

　梢に言わせれば、宮坂の態度は入社直後から私にだけ特別だったらしいし。私がそれにちゃんと気づいていれば、寄り道しないで宮坂の隣に行けたのかな。

　寄り道……。たとえば、沖田さんとのこととか。なんて、本当に今さらの話でしかないんだけど。

　昨日みたいな時間を過ごすと、その時間を知らずにここまできた自分がもったいなく感じる。

　どんなに一緒にいてももの足りなかったり、触れただけで幸せに感じたり。宮坂が笑ってくれるだけで気持ちが満たされたり。そういう気持ちを、知ることができたから。

「でもさ、大丈夫？」

　宮坂のことを思い浮かべながらひとりで温かい気持ちになっていると、梢が言う。

「なにが？」

　私の頭の中の状態を聞いているなら、大丈夫じゃないと思うけど。完全にボケて、お花畑状態だし。

　そんなことを考えていたけど、梢が続けたのは、意外にも真面目な質問だった。

「芽衣、流されやすいじゃん。押し切られやすいっていうか。学生のときに付き合ってた人もそういう感じで始まった人がほとんどでしょ？」

「あー……うん」

「今回も流されてるだけじゃないかなって思って。告白っていうか、仕かけてきたのは宮坂なわけじゃん」

　梢の心配は、もっともだと思う。私は本当に流されやすいし、断り下手だから。付き合うとかそういうこともだけど、飲み会とかの誘いすら断れない。この会社を選んだのだって、短大の先生に推されたから。

　だから今回の宮坂とのことも、そう思われたって当たり前だ。……けど。

「大丈夫。のろけたいって思えるのも、触れてほしいって思えるのも、今回が初めてだから」

　いつも、なんとなく付き合っているだけだった。

　私のことを好きでいてくれてるんだし、それだけで幸せなんだって、そう思って。キスとかエッチに苦手意識を持ちながらも、触れられることが苦手だなんて感じちゃう私が変なんだって、そう言い聞かせて。

　けど、自分の気持ちにはいつまで経っても自信が持てなくて、誰に対しても彼氏の話をしたいと思えなかった。どこか後ろめたくて。

　私がそんなだからか、付き合いが長く続いたこともなかった。相手から告白してきて……別れも、相手から。

〝一緒にいても、ひとりで恋愛してるみたいだから〟

　今までに付き合った人は、沖田さんを除いてふたり。そのふたりが言った別れの理由は、同じだった。

　好きって言ってくれた彼に応えたかった。それだけだったけど……やっぱり恋愛はお互いの気持ちがなくちゃ成り立たない。一生懸命、気持ちに応えようって思っていたけど、そんな私の気持ちも、彼には見透かされていたみたいだった。

　結局、相手に寂しい思いをさせる結果になって……でも、好きだって言われると断れなくて、また同じことを繰り返して。沖田さんとのことも、同じだ。

　優しく触れてくれた手に、寝ぼけながらもそれまで感じたことのなかった運命的なものを感じたから、今回はもしかしたら――。そんな風に思ったけど、結局私が好きになれることはなくて。

　私はもう、誰も好きになれない性格なのかもしれない。バカバカしいって思いながらも、本気でそんなことを考えてたときだった。

　宮坂の部屋で、目が覚めたのは。

「なんか自分でも不思議なんだけど……。気づいたら、すごく好きだった」

　人を好きになる気持ちさえ、見失いかけてたのに。気づいたときには……すごくすごく好きだった。初めて、触れ合えることを幸せだって思える恋愛ができた。

　宮坂を好きな理由なんか思いつかない。きっかけだって、そう。だけど、宮坂じゃなくちゃダメななにかがあるんだ。

「そっか。なら安心。あ、でも、やらしーことは場所を選んで……」

「ストップ！　……梢こそ、場所を選んで話してよ」

　一緒にいるだけでうれしくて、触れただけで満たされる。私全部が、宮坂を必要としてる。〝赤い糸〟なんて言葉を、信じたくなるほど。

　私は、どうしようもなく宮坂に惹かれている。




「芽衣」

　呼び止められたのは、会社を出たときだった。七月十九日。梅雨が明けて季節を夏に変えた空は、十九時を回っていたけれど端っこに夕焼けを残していた。

「……なにか用ですか？　沖田さん」

　ニコッと笑いながら近づいてきた沖田さんに聞く。沖田さんに強引な取引を持ちかけられたのが二週間ちょっと前。それから今日までずっと、なんとなく、なにか言ってくるような気はしていた。

　この間、ホテルで宮坂のことを引き合いに出されて取引しようとしたとき。あのときは宮坂が助けてくれたけど、問題はなにも解決していない。

　沖田さんは、いつでも『宮坂をクビにしたい』って社長に言うことができるんだから。

「この間、俺が支払った部屋で宮坂と楽しんだみたいだね」

「……だったらなんですか？」

「別に文句を言うつもりはないよ。そんなに怯おびえなくても大丈夫。もう、社長にあいつをクビにしたいなんて言うつもりもないから」

　少し拍子抜けする。だって、沖田さんは絶対にそのことでゆすってくるって思い込んでいたから。

　でも……。本当にあのことをもういいって言うなら、なんで話しかけてきたんだろう。だいたい、そのことは沖田さんにとって切り札みたいなものなんじゃないの？

　この間は関係を持たないとクビにするって言ってきたのに、なにもしないでもういいって取り下げるなんて……。絶対におかしい。どんな裏があるの……？

　疑いながら見ていると、「ちょっと話があるんだ」と沖田さんが笑う。

「……いいです。私はないですから」

「そんなこと言ってると後悔することになるよ。それに、本当に手を出したりしないから安心してくれていいし。またひとつ、芽衣と取引したいだけだから」

「取引……？」

　本当に、宮坂のクビを社長にお願いする気がないなら……。

　私か宮坂の弱味でも、沖田さんが握ってるってこと？　自分が社長の息子って以外に、まだなにか脅す情報があるの？

　けど、宮坂も私も、仕事はきちんとしている。会社内で問題を起こしたこともない。だから、沖田さんが私と宮坂の弱味なんか握っているはずないんだ。

　きっとまた理不尽なことを言いだして脅すつもりに決まってる。

　だけど。そう推理した私の考えは、すぐに否定された。沖田さんが冷たい笑顔で言った言葉に。

「まぁ、取引の内容は、芽衣がずっと気にしてることだと思うけど」

　そう言われて、頭をよぎるものは、確かにあった。

　それは……宮坂と沖田さんの間にある、ナニカ。宮坂に聞こうと思ったけれど、なんとなく聞けずにここまできてしまっていたことだった。

「芽衣も気づいてるだろ？　俺とあいつの間に、先輩と後輩って関係以外のなにかがあるって」

「……それが？」

「こないだはもったいぶったけど、よくよく考えてみれば、芽衣には言っておいた方がおもしろいかと思って」

　そこまでで区切った沖田さんが、一拍置いてから言う。

「あいつは、俺の親父が浮気相手に産ませた子どもなんだよ。つまり腹違いの兄弟ってこと」

「浮気相手……？」

　宮坂が、社長と浮気相手の間にできた子……？

　そんなの嘘だ。そう思った。

　沖田さんが社長の息子ってことだって、宮坂に聞くまで信用できなかった。なのに、宮坂が社長の浮気相手の子どもだなんて、そう簡単に信じられるはずがない。沖田さんの言うことだから、余計に。

　けど……。この間社長と話したとき、微笑んだ顔が宮坂に似てるって感じたことを思い出して、すぐに言葉を返せなかった。それに、あのときの宮坂の態度は、絶対におかしかったから。

　社員だったら、社長が自分のフロアなんかにいたら、絶対にびっくりするはずなのに、宮坂はそんな素振りは全然見せなかった。

『お疲れ様』って言葉だって、まるで身内の人にでも言うような感じで……。

　頭にポンポン浮かんでくる、沖田さんの言葉を裏付けるような証拠。もしも、宮坂が社長の子どもなら、全部が納得いくのかもしれない。

　でも……だからって沖田さんの言うことを信用するの？

「そんなに俺が信じられないなら、本人に確認してみれば？」

　黙り込んでいた私を見かねてか、沖田さんが言う。

　本人に確認、なんて……。私がそんなことできないのをわかっていて言ってるのが顔を見てわかった。沖田さんが挑発するみたいに笑っていたから。

「できません」

　睨みながら言うと、沖田さんはバカにするみたいに笑う。

「事実だったらあいつを傷つけるかもしれないから？」

「……わかってるくせに」

「よーくわかってるよ。あいつからしたら、周りに知られたくない事実だってことぐらい。芽衣にはとくに、かな」

「そんなっ……」

「会社の人間に知られたら、社内での居心地も悪くなるだろうし。……まぁ、そんなことは芽衣もわかってるだろうけど」

「沖田さんの言う取引って……まさかまた脅しですか？　そんなことに割く時間があるなんて、第一営業課ってずいぶん暇なんですね」

　沖田さんが、宮坂の出生のことをネタに理不尽な取引を持ちかけてくるつもりなことも、そして私がその取引に応じるしかないことも、この時点でわかっていた。

　それでもなんとか回避できないかと挑発したけど、沖田さんは余裕の笑みを浮かべながら、私の目の前まで近づいた。

　十九時台のオフィス街。立ち止まっている私たちを、帰宅途中のサラリーマンやＯＬが邪魔そうにチラチラ見ながら通り過ぎていく。

「なんで、そんなにこだわるんですか？」

　聞くと、沖田さんはハハッと軽く笑った。それから見下すみたいな笑みで私を見た。

「うぬぼれるなよ。俺は芽衣を特別に想ってるわけじゃない。完全な利用目的だよ。まぁ、それを悪いとは思ってる……」

「私じゃなくて、宮坂に。なんで執拗に宮坂にこだわるんですか？　気に入らないなら近づかなければいいのに……沖田さんは、自分からわざわざ関わってきてる」

　じっと見ていると、沖田さんの表情が少し険しくなったのがわかった。でも、そんな感情を隠すみたいに、沖田さんは目を逸らし無愛想に答える。

「別に。ただ単に気に入らないだけ」

「気に入らないから、宮坂の弱味を握って陰で脅そうってことですか。万が一、その話が本当だったとしても、宮坂はなにも悪くない。それを脅しの材料に使うなんて、卑怯にもほどがあります」

　だんだんと、怒りが湧いてくる。宮坂をバカにしたような沖田さんの態度が、どうしても許せなかった。浮気されたって、私に近づいたのが利用目的だったって知ったときだって、ここまで怒らなかったのに。

　宮坂を苦しめるのだけは、許せなかった。

「宮坂は……沖田さんに嫌がらせされながらも、必死に仕事してるじゃないですか。一課がどんなにえらいかは知らないけど、一課の人たちにも負けないくらいの仕事を、宮坂はしてます。所属している課なんて関係なしに勝負したら、笑い者になるのは沖田さんの方です」

「……黙れ」

　沖田さんの顔がどんどん険しくなっていくのに気づいていた。けど……止められなかった。

「宮坂が沖田さんの邪魔してるのなんて見たことないし、むしろ逆です。沖田さんのいい加減な仕事ぶりのせいでダメになった契約を取り直してるのは、ほとんど宮坂です。たくさん助けてもらってるのに、ただ気に入らないなんて……子どものするイジメみた――」

　パンッて乾いた音と同時に、視界がぶれた。バランスがとれなくなって一歩よろける。衝撃で、殴られたことに気づいた。

　……いつもだったら、きっとショックで言葉も出なかったと思う。男の人に殴られるのなんて初めてだし、この場にしゃがみ込んでいたかもしれない。

　けど、不思議と恐怖みたいなものはほとんど感じなかった。

　負けたくない。宮坂を守りたい。その一心だった。

　ひりひりする頬を押さえながら顔を上げると、思い切り顔をしかめた沖田さんがいた。

「黙れって言っただろ」

「……じゃあ、宮坂の仕事を邪魔するようなことしないで」

　殴られた頬が熱い。口の中に血の匂いが広がっていく。

「私を騙したことなんて、悪いと思わなくていいから。宮坂のこと、これ以上苦しめないで……」

　沖田さんはしばらく無表情のまま私を見て……その後、ふっと笑った。そして。

「だったら簡単だよ。二択から、芽衣が好きな方を選べばいい」

「……二択？」

「安心していいよ。こないだみたいに俺と寝ろなんて言わないから。芽衣の意志の固さはこないだのことでわかったしね。あんまり泣かれたりしたら、俺だってさすがに気が引けるし。違う選択肢を選んでもらうことにした」

「……なんですか？」

　嫌な予感がして、心臓が激しく騒ぎだす。ドクドクうるさい振動を感じながら沖田さんを見ていると、彼が薄く笑いながら選択肢を告げた。

「あいつを、社内で指を差される存在にするのか……別れるか。芽衣が選んでいいよ」

〝別れ〟

　その言葉を聞いた瞬間、意識が遠のくくらいの衝撃が走った。それは……さっき沖田さんに殴られたときの衝撃を忘れるほどの大きさだった。

「俺が社長の息子だってことは、近々公にされる予定なんだよ。そうすれば、芽衣との関係だって一気に広がる。少し前まで付き合っていたらしい、ってね」

「私と沖田さんがどんな関係だったかなんて、会社の人は誰も知らないはずです」

「会社のヤツらはね。でも俺は知ってる」

「……まさか、自分で言いふらすつもり？」

「さぁ。どうかな」

　社内での恋愛関係の噂は、今までにいくつも聞いたことがあるけど、本人たちにとってなにひとつプラスにならない。それは沖田さんだって知ってるはず。

　もしも沖田さんがバラして噂になったとしても、私が困るのは変な目で見られることくらいだけど……沖田さんは多分違う。社内で関係を持った女子社員もたくさんいるみたいだし、その人たちときちんと話がついていないのは、この間の宮坂との一件でわかっている。

　女子社員の耳に私とのことが入るのが嫌で、沖田さんは私に殴られたことを誰にも言えなかったんだから。

　つまり、私とのことを言いふらしたって、沖田さんの立場が悪くなるだけだ。

「嘘つかないでください。この間のことだって、女子社員の耳に入れたくなくて黙ってた沖田さんが、自分から私との関係を言いふらすなんてありえない」

　強い口調で言い切った私を見て、沖田さんが笑う。

「確かにね。あのときはそうしたけど、あのときと今じゃ状況が違う」

「状況？」

「あのときは、あいつの生い立ちまでバラして追い詰めようとは思ってなかったから。愛人の子どもだなんて噂は、社長や会社にとってもマイナスだしね。俺だって一社員だし、自分の継ぐ会社の評判を落としたくはないし」

「だったらなんで……」

「許せないんだよ。俺の前であいつを選んだ芽衣も……それを当たり前のように思ってるあいつも」

　言っている意味がよくわからない。

　沖田さんは別に私を好きなわけじゃないのに、なんで宮坂を選んだことがそんなに許せないんだろう。私が宮坂を好きなことを、取引する上で都合がいいとすら言っていたのに、なんで今さら……。

　そこまで考えて、いつかの沖田さんの顔を思い出した。

『そこまでして……あいつを守りたいってこと？』

　そう聞いてきたときの、沖田さんのつらそうに歪んだ顔を。

　あのとき、沖田さんはなんであんな顔をしたんだろう……。

「一時の感情で悔し紛れに一生を台無しにするつもりはなかったから、冷静に考えるためにもこの間は引いたけど……考え直してもやっぱり答えは同じだった」

　目を合わせると、冷たい微笑みを浮かべた沖田さんがいた。

「もう、社長や会社がどうなろうが関係ない。社内で手を出した女だって、どうせいずれ切るつもりだったし、どうでもいい」

　悲しいほどに、感情のこもっていない声だった。なんでそこまで執着するんだろう。純粋に、そんな思いが浮かぶ。

　なにがこんなにも沖田さんを残酷にさせるんだろう。社長だとか会社だとかは、沖田さんがいちばんこだわっているものだと思っていたのに……。

　けど、そんな悠長なことを考えている場合じゃないと気づいてハッとする。

「もし、沖田さんが本当に言いふらしたとしても……沖田さんと私はもうなんの関係もないし、付き合いだって曖昧なものでしかなかったじゃないですか。しかも、沖田さんは私を騙していただけだし、それを今さら噂されたって……」

「まぁ、どうにもならないだろうね」

「わかってるなら、なんで……？」

「確かに、もう終わったことだし、芽衣との関係は俺にも非がある。事実上はね」

　事実上は、って……？

　なにを言いたいのかがわからなくて見ていると、沖田さんが笑う。

「でも噂なんていい加減だから、ちょっと言葉を足してやるだけで、まったく別の話に変わる」

「別の話？」

　沖田さんが楽しそうに笑いながら続ける。

「そう。あいつが俺から芽衣を奪ったって話ぐらいには、すぐに擦り替えられる」

「そんなの、私が違うって言えば……っ」

「その話の場合、俺が〝被害者〟だ。加害者と被害者が違う意見を出した場合、人は被害者の言うことを信用しやすい。芽衣もそういうタイプだろ」

　すぐに言葉を返せなかったのは……沖田さんの言っていることが間違っていなかったから。悔しいけど、私が弱者の言葉を信じやすいのは事実だ。そしてそれは多分、私だけじゃない。

「それに、俺は社長の息子だ。いずれは社長になる。同じ社長の息子でも、俺とあいつじゃ立場が違う。どっちを信用するかなんて、天秤にかけるまでもない」

　言葉が出なかった。卑怯だと思うし、そんなことが許されるなんておかしいとも思う。そんなの、信用じゃなくて権力で従わせているだけだ。けど……。

　すべては、沖田さんの言う通りだ。

　いくら真実を叫んだところで……沖田さんの存在を前にしたら、誰にも届かない。

「あいつの母親が、社長の浮気相手だってことを一緒に流してやれば、どういう噂になるかぐらい、すぐに想像がつく」

　沖田さんは、微笑みながら続けた。

「〝母親と同じように、人の恋人を寝取るのがうまい〟って」

　すべて……仕組まれてたんだ。沖田さんが私に告白してきたときから。あのときから、沖田さんの宮坂への嫌がらせは、始まっていた。

　自分が騙されただけならいい。利用されただけならいい。けど……私の優柔不断な決断のせいで、宮坂まで巻き込むなんて……。

「芽衣が言うように、あいつが仕事を必死にやってるなら……。恋愛沙汰で社内の評判が落ちるなんて、不本意だろうな」

「……っ」

　ぐっと言葉を呑む。悔しくて悔しくて、歯を食いしばった。

　私がバカだったんだ……。私のせいで……っ。

「別れるって言ったら……宮坂の仕事を、今後一切邪魔しないって約束してくれますか？　宮坂の家庭の事情も、宮坂が不利になるようなことも、絶対に口外しないって」

「もちろん。芽衣に別れを切り出されるだけで、あいつにとっては痛手だろうからね。それに、あいつが愛人の子だって噂が流れずに済むなら、俺にとってもその方が都合がいい。会社にマイナスのイメージがつくのはできれば避けたいからね。俺の未来のためにも……まぁ、あいつのためにもかな」

　しばらくうつむいたまま考えて……顔を上げた。

「答えが出たみたいだね」

　私と目を合わせた沖田さんが、満足そうに笑った。










「……眠れそう？」




「……衣。芽衣！」

「え……あ、ごめん。なに？」

　ハッとして顔を上げると、しかめっ面の梢と目が合った。

「チキンの照り焼き見つめてぼーっとしてれば、誰でも声かけたくなるでしょ」

「あー……ごめん。そんなにぼーっとしてた？」

「してた。っていうか、今日おかしいよね。仕事中も〝心ここにあらず〟みたいな感じだったし。宮坂が午後出社だからってだらけすぎ」

　ふぅっとため息をついてからカツ丼を食べる梢に、苦笑いを作る。

　今日、宮坂は営業先に立ち寄ってから出社予定だから、午前中はいなかった。だからってわけでもないけど、空っぽの隣のデスクをチラチラ見ながら、昨日の沖田さんとの話を思い出したり、考えたりして……。

　そのせいで、いつもはしないような入力ミスをしちゃったりして、慌しく午前中を終えた。

　普段だったら、ミスしたらそのことで一日中落ち込むのに。仕事のことを考える余裕もないくらい、頭の中が沖田さんの取引話でぎゅうぎゅうだった。

　でも……何度考えてみても答えは一緒だ。沖田さんにひどい噂を立てられて、社内での立場をなくすのか、私と別れるか。どっちが宮坂にとってマイナスなのかは、考えるまでもない。

　どんな噂を立てられたって、宮坂はきっと顔には出さずに仕事に打ち込む。周りに嫌味を言われながらも、毎日きちんと仕事をこなすと思う。

　宮坂は基本、噂になんて無関心だし、周りの言っていることなんてあまり気にしないかもしれないけど……。

　そんなの、私が耐えられない。

　仕事をきちんとして結果を残してきた宮坂が、ひどいことを言われるなんて嫌だ。今までの評価が、沖田さんなんかのせいでゼロになるのは、絶対に嫌。

　だから……答えは決まってる。昨日、沖田さんに選択肢を迫られた時点で、決まってるんだ。

　なのに……。なのに。頭ではわかっていても、気持ちがちっともついてきてくれないから困る。

「あ、しまった。薬忘れた」

　梢の声に顔を上げると、大盛りだったはずのカツ丼はもう空っぽだった。相変わらずの食欲に感心しながら、ポーチをあさっている梢に聞く。

「薬？　どこか調子悪いの？」

「今回、生理痛がひどくて」

「……そうは見えない食べっぷりだったけど」

「こういうときこそ栄養とらないとでしょ。ねー、芽衣。医務室行って薬もらってきてくれない？」

「え、私が？　そんなに具合悪いの？」

「まぁね。だからお願い。で、そのついでに、ちょっと休んできた方がいいんじゃない？　課長には言っておくから」

　なんで私が休む必要があるんだろう。

　そんな疑問を持ちながら見ていると、梢が私の顔を指差した。

「顔色、ハンパなく悪いよ」

　一瞬キョトンとしてから、梢をじっと見る。

「なにがあったんだか知らないけど、そんな顔色でいられたら宮坂だって気にするんじゃない？」

　ニコッと笑った梢は、今度は時計をチラリと見て言う。宮坂が出社してくる時間を指してるんだって気づいて、苦笑いをもらした。

　……本当に敵わない。

「ちょっと休んでから、薬もらってくる」

「それがいいよ。宮坂にも適当に誤魔化しておくから心配しないで」

「ありがと」

　梢に笑顔を返してから食堂を出る。

　食堂のある六階から、医務室のある一階に降りるためにエレベーターホールに行くと、ちょうどエレベーターが来たところだった。中に乗り込んで一階を押して……動いていく数字をぼんやり見つめた。

　もし……沖田さんの望む通り、私が宮坂と別れたとして。本当に沖田さんは宮坂への嫌がらせをやめるのかな。

　沖田さんが言うように、確かに宮坂の出生のことが社内に広まっても、沖田さんにとってもプラスには働かないと思う。沖田さんの言うことを信用すれば、ゆくゆくは自分が継ぐ会社なんだし、嫌なイメージを持たれるのは、会社にとっても沖田さんにとってもマイナスだ。そう考えれば、そんなことをバラしたところで誰も得しないし、私が別れれば約束通り黙っていてくれる可能性は高いのかもしれない。

　でも……。そのことは黙っていても、ほかになにかしら仕かけてくる可能性は残っている。一応、今後、宮坂に不利になるようなことはしないって条件ではあるけど。

　今までの沖田さんの態度を見る限り、約束を守ってくれるとは思えない。

　私が別れを告げた後で、やっぱり宮坂の悪い噂を流したりするのかもしれない。自分や会社には響かないような噂を。

　うん。きっとそうする。宮坂と別れようと、付き合い続けようと、沖田さんの宮坂への執着がなくなるわけじゃないんだから。

　でも……。別れなかったら、確実に……。

「どうすればいいの……？」

　うつむいて独り言をもらしたとき、ポンと明るい音がした。その音にハッとして顔を上げる。

　オレンジ色に光っている『一』の文字。

　静かな機械音と一緒にドアが開いて、思わず声をもらした。

「……あ」

　開いた視界に映ったのは……午後から出社予定だった宮坂だったから。あまりのタイミングに動けずにいると、宮坂が心配そうな顔で聞く。

「どうした？　顔色が悪いけど」

　……梢の言ったことは正しかったな。こんな一瞬で気づかれるとは思わなかった。

　ひと晩寝なかっただけで、そこまで顔色が変わる自分を恨む。

「ちょっと……貧血っぽくて」

「……ふーん」

　観察するみたいな宮坂の視線から逃れたくて、うつむく。目を合わせたらいろいろバレちゃいそうだったから。

「とりあえず、医務室に行ってくるから。課長には梢が言っておいてくれるみたいだし、全然たいしたことないから、ちょっと休んだらすぐ戻るね」

　一気に言ってから、笑顔を作って宮坂を見上げる。そして、急いで宮坂の隣をすり抜けようとしたのに……ぐっと腕を掴んだ宮坂に止められた。

　なにか、バレた……？

　そんな考えが浮かんで、恐る恐る振り返る。ゆっくりと視線を上げると真顔の宮坂がいて、またしても胸がギクリと音を立てた。

「な、なに？」

「一緒に行くよ」

「大丈夫だよ。本当にたいしたことない……宮坂、ちょっと！」

　掴まれた腕をぐいぐい引っ張られて、引きずられる。ちょっと足を踏ん張って抵抗してみたけど……諦めて歩くことにした。私が抵抗すればするほどおかしな状況になって、人目を引くことになりそうだったから。

「貧血って、食事でも抜いたとか？　元から貧血持ちってわけじゃないだろ？」

「えっと……寝不足だと思う」

「寝不足？　珍しいな」

「……どういう意味？　その言い方だと、私がいつでもグーグー寝てるみたいに聞こえるんだけど」

　苦笑いして言うと、宮坂が視線だけで私を見て、「そういう意味で言ったんだけど」と笑う。

「初めて俺の部屋に泊まったときも、この間ホテルに泊まったときも早川よく寝てたし。それに、前、貧血で倒れたとき、医務室でもぐっすり寝てただろ。てっきり寝不足なんて言葉とは縁がないんだと思ってた」

「あれは……っ、初めてのときは酔ってたせいだし、こないだは……宮坂のせいでしょ」

　周りを気にして、最後は声が小さくなる。

　受付と医務室、それから警備室と備品庫。あとは広いカフェスペースがある一階には、昼休みが終わろうとしている今、あまり社員はいないけど、一応用心しておかないと。〝ホテル〟なんて単語は絶対に危ないし。

　はずかしくなって顔を赤くした私を見て微笑んだ後、「ここで待ってて」って言った宮坂が、警備室の小窓をコンコンとノックした。

『医務室』なんて名前はついているけど、そこに医者だとか保健医が常駐してるわけじゃない。ベッドが三つと、市販薬、応急処置できるような包帯とかがあるだけ。

　つまり、薬だとかベッドだとか、自分の判断で使うわけなんだけど……。

　医務室の鍵が警備室から借りるシステムになっているのは、以前、医務室をその用途以外で使用をした人がいるかららしい。サボるにしたらうってつけだし、社内恋愛している人たちの逢引場所になってもおかしくはない。

　使用は自由だけど、用途は自由じゃない。そんなことをわかりながらも守れない人が結構多いらしい。

　しかし、先月もお世話になったのに、また医務室に来るなんて……って、あれ？

『前、貧血で倒れたとき、医務室でもぐっすり寝てただろ』って、言ってたけど。

　なんで宮坂がそんなこと知ってるんだろう。医務室に運んでくれたのは沖田さんなのに。

「ここに名前と部署をお願いします」

　窓を開けた警備員さんに言われる通り、宮坂が部署やら名前をノートに書き込む。それから鍵を受け取って、警備員さんとなにか会話をしてから、医務室のドアを開ける。それを確認した警備員さんが窓を閉めた後、宮坂が私に目配せをした。

「変な勘ぐりされても面倒だから」

　そう小声で言った宮坂が、私の背中に手を回す。片手でドアを押さえながらそんなことをされると、まるでエスコートされているみたいでドキッとしたけど……。

　ムードもなにもない薬品棚と、オフィスで使っているのと同じデスクがときめきを止めた。

「熱はなさそうだけど、一応測る？」

「あ、ううん。本当に大丈夫だから気にしないで。もう昼休みも終わるし、宮坂は戻った方がいいよ」

「少しなら大丈夫だよ。実際、午後に間に合うか微妙な時間だったから、課長に遅れるかもしれないとは連絡してあるから。……眠れそう？」

　いちばん奥にあるベッドに腰かけた私に、宮坂が聞く。

　寝不足の理由は、夜更かししたからじゃない。早い時間にベッドに入ったのに、考え事が邪魔をして眠れなかったからだ。

　その悩みが解決してないんだから、眠れるわけないんだけど……笑顔で頷いた。

「うん。私、どこでも眠れるらしいから」

　微笑んだ宮坂が、一歩ずつ私に近づく。そして、目の前まで来ると、手を伸ばして私の頬に触れた。たったそれだけなのに、身体中がきゅうっと締めつけられて苦しい。

　こんなの、初めてだ。気持ちが身体に伝染して、私全部が宮坂に反応して……切なくなる。

　身体をかがめて近づいた宮坂に気づいて顔を上げると、すぐに宮坂の唇が重なった。触れるだけのキスをした宮坂が至近距離で見つめてくるから、はずかしくなって目を伏せる。

「……こういう使い方、しちゃダメなんでしょ」

「大丈夫だよ。警備員は、医務室には俺しかいないと思ってるから。だから、どんな使い方しても大丈夫だ」

　耳元で言われて、顔がカッと熱を持つ。

　それを見て笑った後、宮坂は優しく微笑んだ。

「冗談。今はゆっくり休んで」

「……うん」

「体調がよくなったら、今度の休みにはどこか行こうか」

「え……うん」

　急な誘いに少しびっくりしながらも、頷く。

　宮坂は優しい顔で私を見ていた。

「どこがいいか、考えておいて」

「うん」

　微笑んで返事をすると、同じように微笑んだ宮坂が「じゃあゆっくり休んで」って頭をポンッと撫でる。

「部屋出るときに鍵だけ返しておいて」

　そう言って、デスクの上に置かれた鍵。宮坂が借りたのに私が返しても変に思われないのかな、なんて疑問に思っていると、私の疑問が聞こえたみたいに宮坂がつけ足す。

「警備員室は会社内の鍵のかかる部屋すべての鍵を管理してるし、いちいち誰がどこの鍵を借りていったかなんて、顔では覚えてないだろうから。早川が返しに行っても問題ない」

「あ、そっか……。たくさんあるもんね」

　たまに資料室だとか備品庫の鍵を借りに行くことがあるけど、必ずと言っていいほど誰かが借りている最中だったのを思い出す。つまり、それだけ使用頻度が高いってことだ。責任を持たせるために使用者に名前を書かせてはいるけど、返却のときは、鍵さえ戻ってくれば厳重にチェックはしないのかもしれない。第一、時間によって警備員さんも交代するし。

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　なんだか照れくさくなるような挨あい拶さつを交わした後、宮坂がパタンって静かな音を立ててドアを閉める。

　それをじっと見つめてから、座った状態のまま横向きにベッドに倒れ込んだ。

　九十度回った視界。閉ざされたドア。

　しばらくぼーっとしてから、さっき宮坂が触れた頬に自分で触ってみる。少しだけ冷たかった宮坂の手の感触を思い出して……自然と涙がこぼれた。

　近くにいるだけで、うれしくて。頬に触れられるだけで、すべてが満たされて苦しくなる。

　見つめられるだけで止まる時間も、柔らかい微笑みも……宮坂がくれる全部が気持ちを温かくしてくれた。

　全部が、幸せだった。

　そんな風に思えること、今までなかったのに……。




『芽衣が言うように、あいつが仕事を必死にやってるなら……。恋愛沙汰で社内の評判が落ちるなんて、不本意だろうな』

　宮坂のことを考えていたら、ふいに沖田さんの言葉を思い出して、溢れ出ていた涙を手の甲で拭いた。

　泣いている場合なんかじゃない。どうするかを考えないと……。今、こんな風に宮坂のことを想っていたってどうにもならないんだから。これからのことをちゃんと考えないと。沖田さんに負けないためにも……。負けないためにも、考えないと……ダメなのに。

「別れたく、ない……っ」

　なにも考えられなくなるくらいに、私の中は宮坂でいっぱいで。別れたくないって気持ちが涙を溢れさせて止まらなくて。ベッドの布団で顔を隠した。

『今度の休みにはどこか行こうか』

『どこがいいか、考えておいて』

　別れたくない……。別れたくないよ、宮坂……っ。

　でも……。宮坂を沖田さんから守る方法が、ほかに見つからない。










「騙されやすいにもほどがある」




　七月二十三日、土曜日。

　夕日が街をオレンジ色に染めている。

「え、じゃあこれをつけてるだけで、運命が変わるってことですか!?」

「そうなの。これは金運だけど、恋愛、健康、仕事……いろいろあるのよ。あとは、人間関係とかも。それがひとつ一万円なんだから安いでしょ？」

「それって、いくつもつけても大丈夫なんですか？　ふたつつけるとケンカしちゃうとか、ないですか？」

「もちろん！　ちなみにどれが気になってるの？」

「えっと、仕事？　ううん、恋愛になるのかな。あ、でも、人間関係？」

　路上で販売していたブレスレットに見入っていると、腕を引っ張られた。見上げると、少し怒っているみたいな宮坂の姿。

「申し訳ないですが、必要ありませんから」

「え、あ、ちょっと……っ」

　それだけ言ってぐいぐい引っ張っていく宮坂に、引きずられるようにその場を離れる。

　未練が残ったまま路上販売のおばさんをチラッと見てから、早足で歩く宮坂を見上げた。

「なんで？　私、買おうと思ってたのに」

　文句を言うと、冷たい視線が返ってくる。

「あんな、なんの信しん憑ぴょう性せいもないただの石を？」

「でも、あれつけてるだけで運勢がよくなるって言ってたし。あ、運勢がよくなった人の体験談もいくつも雑誌で紹介されてるらしいよ」

「それが本当にそのブレスレットの効果だっていう証拠は？　それ以前に、俺にはその体験談が本当かっていうのさえ疑問だけど」

「それは……っ、そうかもしれないけど。でも、そこはこっちの受け取り方っていうか、そういう支えになるものが必要なときもあるでしょ？」

「だとしても、あんなものに一万は高すぎる。早川だって、冷静に考えたら絶対にそう思うだろ。今は気持ちが昂ってるだけで」

　否定し切れなくて、思わず黙る。

　昔からこういう系のものを買おうとするたびに、誰かに止められてきた。家族だとか、友達だとか。

　会社に入ってからは、梢にも止められた記憶がある。で、決まって『騙されやすいにもほどがある』って言われてきたけど……。

　考えてみれば、さっきのもまったく同じパターンだとハッとした。

「誰彼かまわずに信じすぎるって、前言ったの覚えてるよな？　騙されやすいにもほどがある」

　冷たい視線と想像通りの言葉を向けられて、返す言葉もなかった。

　沖田さんとのことをどうにかしたいからって必死だったけど……こんなの、なんの解決にもならない。あんな石買ったところで奇跡は起こらないのに……。

　今、冷静になって考えてみれば、宮坂の言う通り、バカみたいだ。

「ごめんなさい……」

　一瞬でも、あのブレスレットをつければ宮坂と別れずに済むかもしれない、なんて思った自分を反省する。でも、わらにもすがりたい気持ちは、今でも変わらないんだけど。

　だって……別れるしかないって諦めるには、まだ決心がつかなくて。ムダなあがきだってことは、頭のどこかではわかっているし、こういう態度は、沖田さんを喜ばせるだけだってこともわかっているけど。私は、そこまで気持ちを隠せないし、我慢できない。

　ただ黙って宮坂のためを想って大人しく身を引くなんて……そんなできた女じゃないから。悪あがきでもなんでも。最後まで、諦めたくない。

　宮坂を、諦めたくない。

「そろそろ向かわないと。夕飯、早川が行きたがってたホテルのディナー、予約してあるから」

「え……え、こないだ雑誌見ながら言ってたところ!?　でも宮坂、高いって言って乗り気じゃなかったのに……」

　二週間くらい前、宮坂の部屋で話していたことを思い出す。

　本屋に置いてあった無料の小冊子が、駅から近いグルメ特集だったから、持って帰ってきて宮坂の部屋で見た。そのとき、何気なく『ここ行ってみたいかも』って言っただけだったのに。

　それに宮坂だって、コーヒーを飲みながら『高いだけだろ』って冷たい返事をしただけだった。なのに、なんで……？

　歩きながらじっと見ると、宮坂は私を見て困り顔で微笑んだ。

「確かに、料理のわりには高いと思うし、とくに興味もないけど」

「でしょ？　だったらなんで……」

「でも、早川が喜んでくれるなら高くはないから」

　向けられた優しい微笑みのせいで、胸が苦しい。こんなんじゃ、食事どころか空気も喉を通りそうにないから、目を逸らした。

「……予約だって、人気すぎてあまりとれないって書いてあったよ」

「たまたま取引先にこのホテルに顔が利く人がいたから。仕事のついでにちょっと聞いてみたら、ふたつ返事で予約してくれたんだ」

「取引先って……そんなプライベートな話して大丈夫なの？」

「平気だよ。長い付き合いの人だし、俺もホテルの優遇券なんかを頼まれたこともあるから」

「でも……」

「別に世話してたわけじゃないけど、お返ししたいっていつも言ってきてくれてたからちょうどよかったし。あまりうれしくない？」

　宮坂がそう聞いたのは、私が戸惑っていたのが伝わったからだと思う。

　宮坂が私の行きたがっていた場所を覚えていてくれて、予約までしてくれたのは、もちろんうれしいに決まっている。けど……宮坂が仕事にプライベートを持ち込まないことを、ずっと見てきて知っていたから。

　今回、宮坂が自分のスタンスを変えてまで仕事中にそんな話をしてくれたのが、うれしくて……苦しかった。

「うれしいよ。でも宮坂、今まで仕事にプライベートを持ち込んだりしなかったから」

　理由を話すと、宮坂は安心したように微笑んだ後、私の手を握る。

「確かにね。らしくないけど、浮かれてるんだろ。早川と付き合ってることに」

　びっくりして見上げると、優しく目を細めた宮坂が私を見ていた。

「ずっと早川のことは好きだったけど……。手に入れたら、今までとは比べられないくらい大事になった」

「宮坂……」

「まさか自分が女に影響されるタイプだとは思わなかった。仕事には支障が出ないようにしないと嫌われるかもしれないって、毎日必死だよ」

　冗談みたいに笑う宮坂を見て、涙が浮かぶ。それがバレないように、うつむいて笑った。

「……ホント、意外」

　それから、目を伏せたまま呟くみたいにもらす。

「……嫌いになんて、なるわけないじゃん」

　宮坂には聞こえたかどうかわからなかったけど。もう一度口を開いたら涙声になっちゃうことがわかっていたから、それ以上はなにも言わずに、ただ黙って宮坂の隣を歩いた。

『芽衣が言うように、あいつが仕事を必死にやってるなら……。恋愛沙汰で社内の評判が落ちるなんて、不本意だろうな』

　別に、宮坂が私のことを適当に考えてるだとか、そんな風には思っていない。だけど、宮坂の気持ちは信じているけど、心のどこかで仕事の方が大事なんだろうなって思っていた。

　初めて宮坂の部屋に泊まっちゃったとき、帰りの車でした会話。

『なんで、山口さんを遠ざけてくれたの？』

　取引先の人に言い寄られて困っていた私に、宮坂が返した言葉を覚えている。

『俺が開拓してる最中の取引先だし。もしも恋愛沙汰なんかで関係が悪化したら困るのは俺だから』

〝恋愛沙汰なんかで〟って、そう言っていたのを覚えている。

　付き合ってからは、すごく大事にされているのはわかっていた。でも、それまでの宮坂のイメージが私の中には残っていて。私のことを想うのとは違う次元で、仕事が大事なんだろうなって……そう思い込んでいた。

　だから、私がさよならを言ったって、宮坂は受け入れるんじゃないかって。今まで通り、なにもなかったみたいに仕事に打ち込めるんじゃないかって。少し寂しいなって、でも、私のことで傷つくよりはずっといいって。そう……思っていたのに。

　私が思っていた以上に想ってくれている宮坂を知って、グラついていた気持ちが、もっと大きく揺れだす。

　今日のデートで最後にしなくちゃ。そう思って家を出たのに……。

「私のこと……そんなに大事、なの？」

　ちょっとからかうみたいなトーンで聞こうとしたのに。目の奥にこみ上げてきた涙が邪魔して、声が途切れ途切れになった。それを変に思われないように、浮かんでいた涙をぐっと抑えて笑顔で見上げる。

　宮坂のことだから『さぁ』みたいに誤魔化すかと思ってたのに……。返ってきたのは、私を苦しくさせる言葉だった。

「大事。手放したら、なにもできなくなる」

　目を伏せて微笑みながら言った宮坂に……歯をぐっと噛み締めてうつむくことしかできなかった。

　グラグラ揺れている気持ちが、答えを見つけられずにさまよう。目の前の景色までもが、ゆらゆら揺れて見えた。

　現実的に考えたら、最初から決まっている選択肢。それなのに、大きく膨らんだ宮坂への気持ちで、答えが見えなくなる。宮坂のストレートな想いが、私を揺さぶる。

　グラグラグラグラ。揺れ続ける気持ちが、苦しくて仕方ない。ポキッと折れそうなくらいに揺れている感情が、胸の中いっぱいに暴れ回って……どんどん痛みが広がり浸透していく。

　お願いだから。優しくしないで。










「頼むから、大人しくしてて」




　ホテルのレストランは二十階にあった。

　別れを切り出さなくちゃならないことはわかっていたけど……せっかく宮坂が予約してくれたディナーだから、無理やり気持ちを高めて、常に笑顔でいることを意識した。それでも頭に浮かんでくる〝別れ〟という言葉から目を逸らすように、いくつものケーキを口に押し込んで、明るく振る舞って。

　そんな私を見た宮坂が「そんなにうれしい？」って聞くから笑顔で頷くと、宮坂もうれしそうに微笑んで……。宮坂のそんな顔を見たせいで、それ以上はなにも喉を通らなくなっちゃったけど。

　宮坂への気持ちで、胸がいっぱいになっちゃったから。




「おいしかったー。最後のデザートバイキングすごかったね」

　食べ終わった後、エレベーターを待ちながら言うと、宮坂はふっと笑う。

「いつもの倍は食べてた気がするけど」

「だってバイキングだもん。食べなくちゃ損じゃん」

「甘いものだけを、よくあんなに食べられるな」

「宮坂、全然食べてなかったよね。もったいない」

「あまり得意じゃないし。男で甘いもの好きなヤツ、そんなにいないだろ」

「あ、でも、福田くんは好きだって言ってたよ」

　思わずそう口走ったとき、宮坂がすかさず言葉を返した。

「だから今度一緒にケーキバイキング行きましょうって？」

　ピタッと時間が止まる。だって、そのセリフは、何週間か前に本当に福田くんに言われたものだったから。

　気まずく思いながらもチラッと見上げると、宮坂は着いたエレベーターに乗り込むところだった。

　私もそれに続きながら聞く。

「聞いてたの？　福田くんとの会話」

　ふたりだけを乗せたエレベーターのドアが閉まって、動きだす。

「オフィス内であんな大声で話してたら、普通聞こえる」

「……すみません」

「早川は悪くないだろ。でもあいつ、別に甘いもの好きじゃないから」

「えっ、そうなの？」

　驚いて聞くと、宮坂はため息をつきながら頷いた。

「やっぱり騙されてたんだ。あんなの、早川を誘い出すための口実に決まってるだろ。いい加減もう少し警戒心を持ってほしいんだけど」

「だって、そんなの嘘ついてるとは思わないし」

「普通、気づくだろ。福田の普段の行動を見てれば」

「それは……そうかもしれないけど……」

　言われてみれば確かにそうだ。福田くんが私をなぜか気に入っていることは知っていたんだし、もっと疑うべきだったのかもしれない。

　そう感じて歯切れ悪く返事をすると、宮坂は軽いため息をついてから、私の頭をポンッと撫でた。

「別に無理しなくてもいいよ。社内でのことだったら俺が気づけるし」

　顔を上げると、優しい微笑みを向ける宮坂と目が合う。

「早とちりも、勘違いも。ほだされやすいのも騙されやすいのも、俺がフォローできる」

「……そこまでひどくないでしょ」

「社外でのことも、一緒にいればどうにでもしてやれるから。これからは、俺が助けてやれる」

「一緒に……」

　言葉が詰まったのは、思わず涙が浮かんできそうになったから。

　だって、一緒にはもう……。

　考えて考え抜いたけど、私のよくもない頭じゃ、解決策なんて思いつかなくて。嫌だけど、本当に心の底から嫌だけど……。私には、沖田さんの言うことに従う以外に、宮坂を守れる方法が見つからなかった。だから、もう……。

　言わなくちゃ。別れようって……言わなくちゃ。

　あんなに覚悟を決めたのに、たったひと言が喉に詰まって出てこない。

　別れよう、別れよう、わかれよう……。そう、言わなくちゃ。

「早川？」

　宮坂の、少し心配するような声が、狭い密室に静かに落ちる。

　どうしよう。言えないよ、宮坂。〝別れよう〟だなんて、言えない。そんな言葉、言いたくない――。

　こみ上げてこようとする涙をぐっと我慢する。胸のあたりが苦しくて仕方なかったけど、それを我慢して宮坂を見上げる。ゆっくりと開いた唇が震えていた。

「宮坂……話があるの」

「話？」

「うん……。できれば場所を移して、話せたらって思ってるんだけど……」

　じっと見つめてくる宮坂の瞳から逃げだしたい衝動に駆られる。それでもなんとか見つめ返していると、宮坂の目元が少しつらそうに歪んだ。

　洞察力の鋭い瞳は、私の表情からなにかを読みとったのかもしれない。

　そんな風に思って緊張していると、宮坂の手が伸びてきて私のおでこに触れる。

「え、なに？」

「熱があるって、自分でわからなかった？」

　思いがけないことを言われて、少し戸惑いながら答える。

「……熱？　嘘、だって全然普通だし、デザートバイキングだってあんなに食べられたのに」

「あるよ。早川はいつも自分の体調に鈍感だから気づかないだけだろ。俺も今気づいたばかりだけど、俺が手で触ってわかるくらいだから、結構ある」

「でも、そんな感じは全然しないし大丈夫だよ。それに……話もあるし」

「とりあえず帰ろう。反論は早川の家で体温を測った後、聞くから」

「でも、私、大事な話があって……」

「それも、早川の部屋でちゃんと聞くから」

　ホテルからすぐ近くの駐車場に停めてあった宮坂の車。少し強引に思える宮坂に言われるまま車に乗り込む。予想もしていなかった展開に戸惑ったけど……でもどうせ場所を移すつもりだったし、ちょうどいいのかもしれない。

　部屋に着いたら……ちゃんと、別れ話を切り出そう。

　そう決意しながら、宮坂の運転する車に揺られた。




　部屋に着いたらすぐに話を切り出すつもりでいたのに、私が言うよりも先に、熱を測るように言われて。出鼻をくじかれた気分になりながら、体温計を取り出した。

「何度だった？」

　ピピピッと電子音が鳴るなり聞かれて、服の中から取り出した体温計を確認する。熱なんて、絶対宮坂の勘違いだって思っていたけど……。どうやら、間違っていたのは私の方らしい。

　体温計は、ここ数年間見た覚えのないような数値を示していた。

「……三十八度四分」

「だから言っただろ」

「……すみません」

「だいたい、そんなにあってなんで普通でいられるんだよ」

「だって……本当に気づかなかったんだもん」

　ここ数日、いろいろ考えすぎて頭は常にショート状態だったし、体調だってよくなかった。

　今日は宮坂の手がやけに冷たく感じたり、歩いていて目の前がフラフラ揺れたりしていたけど……。今考えてみれば、熱のせいで本当にフラフラしていたのかもしれない。

　精神的なことからくる体調不良だって思い込んでたけど……。

　宮坂や梢に指摘されるくらい顔色が悪かったりしたんだから、もっと気にするべきだったのかもしれない。

「とりあえず、早く横になった方がいい。あと、エアコン入れるよ。暑すぎると体力を奪われてよくない」

「あ、うん……。でも……」

「着替えるのがはずかしいなら、その間外に出てるから」

　歯切れの悪い返事になったのは、話をしなくちゃって思ったからだったんだけど。宮坂はそれを、着替えがはずかしいからだって勘違いしたみたいだった。

「ううん。大丈夫。……脱衣所で着替えてくるから」

　なんとなく切り出せる感じでもなくて、着替えを持って脱衣所に向かう。

　ドアを閉めてから、部屋着に着替えてメイクを落とした。

　タオルで顔を拭いてから鏡を見ると、泣きだしそうな顔をしている自分が映っていて、目を逸らしてうつむいた。

　なんで……こんなことになっちゃったんだろう。そんな疑問が自然と浮かんできて、すべての始まりを思い出す。貧血で医務室送りになった、あの日のことを。




　沖田さんに告白された後、医務室から戻った私を見て、宮坂は責めるように言った。

『まだ寝てればいいのに』

『でも、ただの貧血だし』

『貧血っていうのはただの素人判断だし、少しでもおかしいところがあるなら病院に行った方がいいと思うけど』

　宮坂にそう言われても、私はまったく気にとめていなかった。

『大丈夫だよ。自分の身体のことくらいわかるもん』

『明日は土曜日で休みだし、病院くらい行く時間あるだろ。言っておくけど、貧血だって病気だから』

『でも、そんな大げさにしなくても』

『はっきり言おうか。体調崩されてまた倒れられても迷惑だって』

　ズバリ言い切られて、思わずムッとする。

『別に、宮坂に迷惑かけてな……あれ？　ここにあったファイルは？　四時からの会議で使うから、夕方までに整理しておくように言われてたんだけど……』

『もうやっておいた』

『……迷惑かけてスミマセン』

『明日病院は？』

『行ってきます……』

　あのときは、しつこいなって思ったけど。嫌がらせにさえ思えて、頭にきたけど。裏を返せば、本当に心配してくれてた証拠なのかもしれない。

　いつだって宮坂は、憎まれ口の中に優しさを隠していた。私がそれに気づかなかっただけで。

「……あんな、ポーカーフェイスなのに」

　梢より心配症だなんて、想像もつかない外見なのに。ドライすぎるから、コンタクトができなくて眼鏡なんじゃないかとか本気で思ってたのに。おかしくなって、ふっと笑いがもれる。

　けど……。次の瞬間には、それは消えていた。

　代わりににじみだした涙をぐっと我慢して歯を食いしばる。

　いつだって、宮坂は私のことを支えてくれていた。見ていてくれていた。想っていてくれていたのに……。

　私は、なにも気づけなくて、いつも上辺の憎まれ口だけを聞いて怒ってた。

　宮坂は、私がいつも通りに仕事ができるように、そんな遠回しな心配をしてくれていたのに。宮坂の気持ちに気づいたら、私が困惑するってわかってたんだ、きっと。だから、わざわざあんな言い方ばっかりして……。

　付き合い始めてからの宮坂の愛情表現を見ればわかる。本当は、今まで宮坂がなんて言いたかったのかが。ただ、〝心配だ〟って、そう言いたかったんだって……わかる。

『独り言にしても、うるさすぎるんだけど』

『はっきり言おうか。体調崩されてまた倒れられても迷惑だって』

『じゃあ、先週の飲みすぎはそれが原因？』

　いつも私のことを心配してくれていたのに。ほんの少しの変化に気づいてくれていたのは、いつも宮坂だったのに……。

　なんで気づかなかったんだろう。今思い起こせば、わかるのに。三年間も気づけなかった。ずっと……隣にいたのに。

　二カ月前の医務室に戻りたい。そしたら、沖田さんの告白をきっぱり断るのに。

　あのとき医務室で、頭を撫でられたときに感じた不思議な予感。この人のこと、好きになるかもしれないなんて……なんであんなこと思っちゃったんだろう。あんな、貧血起こした頭で感じたことが、正しかったわけないのに。

　もっと早く宮坂の存在に気づいていたら。もっときちんと判断できていたら。

　考えても遅い後悔ばかりが、頭の中から離れない。




　気持ちを切り替えるためにもう一度顔を洗ってから脱衣所を出ると、私に気づいた宮坂が心配そうな顔で聞く。

「薬は？　ないなら買ってくるから」

「悪いよ、そんなの。私、自分で行けるから。熱のわりにはそこまでひどくないし。それより私、宮坂に話があって……」

　いい加減切り出さないとマズイと思って言う。このままじゃ宮坂のペースに乗せられて言えなくなっちゃう気がしたから。

「どうしても、今話したいから……」

　立ったまま言う私に、宮坂の非難の視線が突き刺さる。

　熱を出しているくせに、私があまりに聞き分けがないからかもしれない。そんな態度に宮坂がイライラしているのは、少し怒っているみたいに歪んだ表情でわかったけど……それでも、譲れなかった。

　宮坂が私をじっと見つめる。それから、困り顔で微笑んだ。

「ごめん。心配で仕方ないから、頼むから大人しくしてて。話は後でちゃんと聞くし、必要な物は俺が買ってくるから。俺のためにも寝てて」

　てっきり、怒ってるんだと思ってたのに。自己管理がなってない、みたいなことを言われると思ってたのに。そんなこと、そんな優しい顔して言わないでよ……。

　思いがけず言われた温かい言葉に、今日ずっと我慢してきた涙が一気に溢れた。

「早川……？」

　心配そうに私を見る宮坂の顔が、涙でにじんでいく。熱い涙が頬を伝っていくのを感じながら、ぎゅっと歯を噛み締めた。

「必要な物なんて、ないから……。薬もいらない」

「……でも」

「だから、もう帰って……っ」

　溢れ出す涙も、泣き声と一緒にもれる息も頭も身体も。全部が熱くてどうにかなりそうだった。熱くて、つらくて、苦しくて。息ができない。

　目の前にいるはずの宮坂が、涙のせいで見えなくなった。

「帰って……」

「……早川？」

　なにも、見えなくなった。

「私と……別れて……っ」

　その言葉を口にした途端、ふっと自分の中でなにかが切れた。プツッと、からくり人形の糸が切れたみたいに、全部が崩れ落ちる。

　苦しくて仕方ない。暗闇の中、私を呼ぶ宮坂の声が聞こえた気がした。

「……川。早川」

　優しい声が聞こえてきて、重たい瞼を開ける。わずかに目を開けてぼんやりしていると、背中に手を添えられて上半身を起こされた。

　身体が重くて熱い。

「早川、口開けて。薬買ってきたから」

　言われるままゆっくりと口を開けると、いくつかの錠剤が口に入れられてから、フタの開けてあるペットボトルを渡された。水で錠剤を飲み込むと、横から出てきた手が私からペットボトルを取る。

　そこで初めて、宮坂が看病してくれているんだってことに気づく。

　再び横になるように言った宮坂が、今まで使っていた枕をどかして、代わりに氷枕を置く。私の部屋にはなかったものだし、宮坂が薬と一緒に買ってきてくれたのかもしれない。

　今何時なんだろうとか、お礼を言わなくちゃだとか。そんな考えが浮かんですぐに消えていく。熱のせいで頭も動かないし、なにかを話す気にもなれなくて。……だけど。

「宮、坂……」

　そうだ……言わなくちゃいけないことがあったんだ。別れようって……ちゃんと言わなくちゃ。

　まるで呪いにでもかけられたみたいに、それだけが頭を支配していた。

「どうした？」

　ぼやけている視界に、宮坂が映る。心配そうに私を見ている宮坂を見つめていると、自然と涙がこぼれていた。

「早川、どうした？」

「私と、別れて……」

「……早川。その話はまた後でいいから」

「別れて……っ」

　言わなくちゃ。言わなくちゃ。言わなくちゃ。

　頭の中に響く命令は、やむことなく繰り返される。

「別れて、ください……」

　熱のせいなのか、涙のせいなのか、声が掠かすれていた。

　ボロボロこぼれる涙を、宮坂の指がぬぐう。少しだけ曇りのとれた瞳。宮坂の優しい微笑みが見えた。

「早川、もういいから。今はゆっくり休んで」

　……よかった。ちゃんと言えた。宮坂に届いたんだ。

　宮坂の、私全部を包み込むような柔らかい笑顔に安心して、目をつぶる。微笑み返せたかは、自分でもわからなかった。

　薄れていく意識の中、スマホの着信音が聞こえた気がしたけど……そのまま意識を手放した。










「全部、説明するよ」




「あれ……」

　目を開けて部屋を見回しても、宮坂の姿はなかった。外はもう明るいみたいで、カーテンから日差しが溢れている。上半身を起こして背伸びをした後、カーテンを開けた。

　なんか……身体が楽かも。昨日ぐっすり寝たからかな。

　間違いなくよくなった体調。でも……心に穴が空いたみたいに寂しかった。理由はわかってる。宮坂がいないからだって。

　昨日……熱にうなされながらも別れを告げたことを、ぼんやりとだけど覚えている。それを聞いた宮坂が、微笑んでくれたのも。あの笑顔はきっと、〝わかった〟ってことだろうし、だったら宮坂が私の部屋にいなくて当たり前なのに……。

　寂しいと思う気持ちを、止められなかった。

「……しっかりしなくちゃ」

　泣きそうになっている自分に気づいて、首を横に振る。

　泣いてちゃダメだ。

　とりあえず顔を洗って、なにか飲もうかと冷蔵庫を開けると、ガチャッと鍵が開いた音がして、足音が近づいてきた。振り返ると、ビニール袋を持った宮坂がキッチンに入ってきたところで。

「帰ったと思ってた……」

　驚いたけど、すぐにうれしさでいっぱいになる。でも……なんで宮坂が戻ってきたのかがわからなくて、少し不安になった。昨日の別れ話の続きを求められたらどうしよう……。もう一度別れを口にする勇気も気力も……私にはもう残っていない。

　別れようだなんて、もう言えないよ……。

　そんなことを考えてうつむいていると、宮坂はキッチンまで来てシンクに荷物を置いた後、私のおでこに触れた。

「朝、なにか食べるかと思ってコンビニだけ行ってきた。……熱、下がったな」

「あ……うん。いっぱい寝たから、だいぶよくなったみたい。ごめんね、なんか迷惑かけちゃって……」

　せっかくの日曜日なのに、朝の七時からコンビニに買い物なんて……。申し訳なく思って言うと、宮坂が笑う。

　あまりにいつも通りだから、別れ話をしたのは夢だった？って疑問に思うほどだった。

「早川の体調が戻ったならそれでいいよ。……けど、すごい回復力だな」

「元々あまり熱とか出さないタイプだから。風邪とかひいても、たいてい一日寝れば治るし」

「でも貧血は多いよな」

「二カ月くらい前のは、その……生理痛がひどくて。別に元々貧血体質でもないし、医務室行くほどの体調不良なんてあんまりないよ」

「じゃあ、先週の貧血の理由は？」

　一瞬、声が出なかった。

　宮坂は普通に聞いているだけで、別に、沖田さんとのことがバレたわけじゃない。宮坂とのことを悩みすぎてって、気づかれたわけじゃないんだから、普通に返事をすればいいことだ。

　そう考えて、落ち着いてから顔を上げて宮坂を見る。……けど。

〝本当に寝不足だっただけだよ〟

　答えるつもりだった言葉は、宮坂の顔を見るなり出てこなくなった。宮坂が、真剣な顔をしていたから。

　誤魔化せばよかったのかもしれない。なんでもないって笑えばよかったのかもしれない。

　でも……。全部を見透かすみたいな宮坂の瞳の前で嘘をつくなんて、私にはできそうもなかった。じっと私の言葉を待っている宮坂に、戸惑いながら声をかける。

「……なに？」

「いや。なにか俺に言いたいことがあるんじゃないかと思って」

「言いたいこと……？」

　完全に沖田さんとのことがバレてるとは限らない。だから、曖昧な返事しかできずにいると、それにしびれを切らしたのか、宮坂が言う。

「沖田に、俺と別れるように脅されてるって」

「……知って、たのっ？」

　宮坂は、軽く頷いた後、私の肩に手を回した。そして、ベッドに座るように促してから、自分はキッチンに戻って、買ってきたスポーツドリンクを私に差し出した。

「いつから知ってたの……？」

　受け取りながら、もう一度聞く。二度目の問いに、宮坂は私の隣に座りながらようやく答えた。

「なにか隠してるって気づいたのは、先週医務室に行ったときだけど、それがなんなのかがはっきりわかったのは昨日。夜かかってきた電話で初めて知った」

「電話？」

　そういえば、スマホが鳴っていた気がする。あれは……誰からの着信だったんだろう。

「ディスプレイに沖田ってあったから、嫌な予感がして出たんだ。って言っても、出たらすぐに留守電に繋がって、向こうが一方的にしゃべったのを聞いてただけだけど」

「……沖田さん、なんて？」

「『期限を言わなかったけど、いつまでも待つつもりはない。あいつのためを思うなら、早く別れた方がいい。そうしないと、いつ自分が口を滑らすかわからない』言葉は違うけど、そんな内容だったよ」

　そこまで言った宮坂が私を見て、少し考え込んだ。

「とりあえず、早川がなにかしらで脅されて俺との別れを強要されてるところまでは理解できたけど……。なんの弱味を握られてるのかがまだわからない。〝あいつのためを思うなら〟って言うくらいだから、俺のことなのは確かだけど」

「それは……」

　どうしよう。なんて答えればいいんだろう。

　宮坂が浮気相手の子どもだって私が知っているってわかったら、宮坂は嫌な思いをする。けど、ここまでバレているのに隠すなんて……。

　無理だ。こんな瞬時に、巧妙な嘘が思いつけるはずがない。

　ぎゅっと目をつぶって考えた後、ゆっくりと宮坂と目を合わせた。背中側にある窓から注ぐ朝日が、宮坂を後ろから照らす。

「別れないと……宮坂が社長の愛人の子どもだって会社にバラすって。私とのことも、宮坂が沖田さんから寝取ったって、そういう噂流すって言うから……っ」

　宮坂が、少し顔を歪める。

「沖田さんが社長の子どもだってこともすぐに公表されるし、いずれは社長になる予定もあるから、みんな沖田さんを信じるって……。そんな脅しになんか乗りたくないし、沖田さんの思い通りになるのは悔しいけど……。どうしても、宮坂を会社で後ろ指差される存在にはしたくなかったから……だから」

　そこまで言った私を、宮坂が片手を上げて止める。なにかと思って見ていると、宮坂が聞く。

「いずれは社長になるとか、沖田が言ったのか？」

「え、うん」

「……へぇ。ずいぶん楽観的っていうか、立場に甘えた考え方だな」

「沖田さんの考え方なんかをそんな呑気に分析してる場合じゃないよっ。今まで一生懸命仕事してきたのに、沖田さんのせいで全部壊れちゃうんだよ？　そんなの許せないよ！　だからっ」

「早川」

　必死になって説明していた私を、宮坂が止める。黙ると、宮坂は優しく微笑んで私を見た。

「全部、説明するよ」

「え、なにを……？」

　聞き返した私に、宮坂は落ち着いた声で話しだした。










「本当の気持ち、教えてよ」




「沖田の父親は、この間も話した通り、確かに社長だ。けど、俺は愛人の子どもってわけじゃない。正しく言えば……後妻、とでも言うべきかな」

「後妻？　え、社長、再婚したってこと？」

「いや、まだしてはいないけど。社長と沖田の母親は、政略結婚だったんだ。社長って立場になるためには、結婚していることが暗黙のルールみたいなところがあったみたいで、いずれ跡を継ぐんだからって周りに強要されてそれで。でも翌年、沖田が生まれてすぐに、母親の方から離婚したいって言ってきたらしい」

「そんなに強引な結婚だったの……？」

　たった一年で別れたくなるほど？　そこまで嫌なら、結婚する前にどうにかなるような気もするけど……。

　でも、私とは住む世界が違いすぎるし、想像もつかないような強制があったりするのかもしれない。

「沖田のことも母親が育てたいって言うから、社長は多額の慰謝料と養育費を支払ったって。子どものことも、早く跡継ぎをって周りが口を揃えてたって言うし……かなり窮屈な生活だったんだろうな。まぁ、夫婦のことだし、第三者にはわからないことだからなにも言えないけど」

「……うん。そうだね」

「別れた後しばらくして、社長が惹かれたのが俺の母親だ」

「えっ」

「よく政略結婚ができたなって疑問に思うくらいの熱心さだったって母親が言ってた。そんな社長に母親も惹かれていって……俺が生まれた」

「そうなんだ……。あれ、でも名字が……社長って須す藤どうだよね。沖田さんが違うのはわかるけど、なんで宮坂も違うの……？」

「その辺が、政略結婚なんてさせる世界の難しいところなんだろ。母親はごく一般的な家庭に育ったから。そんな相手を、社長の両親が許すはずがなかったんだ」

　宮坂が少し悲しそうに微笑む。

「まぁでも、籍は入れられなくても事実婚みたいなものだけど。社長は母さんのマンションに毎日帰ってきてたし、今でも自分の家より母さんの部屋にいる時間の方が断然長いくらいだし。そんな生活を、もう二十七年続けてる」

「宮坂は、プライベートでも社長のこと〝社長〟って呼んでるの？」

　ちょっと引っかかって聞くと、宮坂が苦笑いした。それから言いづらそうに口を開く。

「普段は父さんって呼んでるけど……。俺のこと、認知はしてるけど、あまり表には知られない方がいいだろうから。最近は会社で会う方が多いし」

「お母さんって、どこに住んでるの？」

「近くだよ」

「え、じゃあなんでひとり暮らしなんか……」

「言っただろ？　とにかく仲がいいんだ。いい歳した自分の両親のそんなところ、あまり見たくないって思うのは普通だろ」

「……そんなに仲良しなんだ」

　そっか。でも確かに、自分の親がいちゃついてる姿なんか見たくないかも。

　だからひとり暮らしか。

「……って、あ！　だから、あんなに高そうなマンションに住んでるの!?　ベッドももらったって言ってたけど、社長に？　車も？」

　ずっと気になってたんだ。なんだかベッドも車も宮坂らしくなかったから。

　その答えが見つかったように思えて少し早口に聞くと、宮坂は「そう」と言って頷いた。

「部屋は、元々社長が使ってたものなんだ。俺が家を出る話をしたら、たまにしか使っていなかったから使えって、すぐに鍵を渡してきて。あのベッドは使っていいって言うから、そのまま使わせてもらってるだけ。車もそんな感じで」

「そうなんだ。なんか高価なものを使ってるのって、宮坂らしくないなって思ってたんだけど……。そっか、だからなんだ」

「自分でなんでも買える歳だし、必要ないって言ったんだけどね。なにかしたくて仕方ないみたいで。いい歳して子離れできないでいるから、俺が困る」

「いいじゃん。宮坂はきちんとした価値観持ってるし、仕事だってばっちりだし。少しくらい甘えてもいいと思う」

　なんだか微笑ましい親子に思えて、笑顔で言う。

　宮坂も微笑んだけど……それを苦笑いに変えた。

「社長に……っていうより、社長の息子って立場に、大いに甘えた結果が沖田だよ」

「沖田さん……。第一営業課にいるし、言ってる意味はなんとなくわかるけど。っていうか、沖田さん、社長のコネで入社したの？　宮坂は入社試験受けてたよね、確か」

「ああ。早川とは順番が近かったのを俺も覚えてる」

「だよね。面接のとき、宮坂全然緊張してないみたいにすらすら答えたから、印象的だったんだ」

「俺も、早川がすごく緊張してるのが見てるだけでわかったから印象的だった」

「……思い出させないでよ。本当にすっごい緊張してたんだから」

　宮坂がふっと笑ってから、もうひとつの私の質問に答える。

「俺は、実力で入りたかったから。社長には誘われたけど、コネで入るつもりはなかったし。断ってから、社長には言わずに入社試験を受けたんだ」

「そうだったんだ」

「ほかの会社も考えたけど、どうせ働くなら社長の手助けができればと思って。元々、社内では社長も俺との関係を公にするつもりはないみたいだったし、それなら一社員として評価してもらえるだろうしね。沖田は、コネを使ったらしいけど」

「やっぱり……。だから第一営業課にいるんだって、本人も言ってた。でも……宮坂との関係は秘密のままで、そのうち沖田さんとの関係だけを公にするってことは、社長は、本当に沖田さんに跡を継がせるつもりなのかな……。なんか、納得できない」

　私の言葉に、宮坂はなにかを考えていたみたいだけど、なにも言わなかった。私も黙って、宮坂の横に座ったまま、今聞いた話とかを頭の中で整理してみたけど……。状況はなにも変わっていなくて。

　いつの間にかしかめっ面になっていた顔を隠すみたいに、うつむいた。

　宮坂もなにも言わないのは……私と同じ考えに行き着いたからなのかな。結局は、沖田さんの言う通りに別れなくちゃって、気づいたから……？

「……宮坂」

「ん？」

「私はやっぱり……宮坂の社内での立場を守りたい。ずっと、がんばってる宮坂の隣で仕事をしてきたんだもん。それを、沖田さんなんかに壊されるのは、嫌だよ」

　そう言葉にして、一度黙ったけれど。我慢できない気持ちがポロポロと溢れ出しそうになる。だから、ぎゅっと口を結んだ。

　……ダメだ。言っちゃ。だって、せっかく正しいことを伝えられたんだから。これ以上、言っちゃダメ。別れたくない、なんて……。傍にいたいなんて……ダメだ。

　宮坂だって、困るに決まってる。宮坂の仕事を守りたいって言ったのに、でも別れたくもない、なんて。どっちも欲しいなんてわがまま、困るに決まってるんだから。

　宮坂は、きっと答えなんて出せない。だったら私からちゃんと言ってあげなくちゃ。今までたくさん見守ってもらってたんだもん。今度は私が……守りたい。

　だから……。だから――。

「……ひゃっ」

　ぎゅっと歯を噛んで思い切りうつむいていたとき、急に肩を押されてベッドに押し倒された。スプリングがギシッと音を立てる。

「宮坂……？」

　目の前にいるのは、呼びかけるのも戸惑うほど真剣な瞳をした宮坂。私を組み敷いたまま見下ろす宮坂に、動揺して胸が騒ぎだす。

「とりあえず確認しておきたいんだけど。昨日別れてほしいって言ったのは、沖田に脅されたからでいいんだよな？」

　素直にコクンと頷く。この瞳に見つめられて嘘をつくなんて無理だって、わかってたから。

　頷いた私に小さなため息をついた宮坂が、じっと私を見る。

「でも、早川の気持ちってその程度だったんだ」

「え？」

「沖田のそんなむちゃくちゃな条件を呑める程度の気持ちだったってことだろ？」

　一瞬、時間が止まった。けど、次の瞬間には、我慢してた涙がぶわって溢れ出していた。

「答えて、早川」

　両手をベッドに押さえつけられているせいで顔が隠せなくて、泣き顔をさらすことになった。メイクだってしてないし、こんなボロボロに泣いている顔なんか見られたくない。

　なのに、宮坂は私から目を逸らそうとはしなかった。じっと見つめてくる宮坂を涙でにじむ瞳で見ながら……首を振った。

　もう一度口を開けば……。もう、気持ちを我慢できないのがわかってたから。唇を噛み締めるようにして、ぎゅっと閉じた。

「早川……」

　首を振るたびに、涙がこぼれ落ちる。あまりに一気に涙が出ていったせいか、熱は下がったはずなのに、頭の芯に熱がこもっているみたいだった。

「芽衣」

　普段は呼ばない名前。それが、余計に涙を誘う。ぶんぶん首を振るだけの私をずっと見つめていた宮坂が、ゆっくりと近づく。

　そして、目尻からとめどなくこぼれる涙を舌ですくった。

「本当の気持ち、教えてよ。芽衣」

　噛んでいた唇にそっとキスする宮坂に……優しい声に。また、新しい涙が溢れ出す。

　こんなの、ずるい。こんな優しいキスされて……愛しそうに見つめられて、名前を呼ばれて。

　好きな人に、こんな風に優しく追及されて、敵うわけない……っ。

「沖田さんの条件を、簡単に呑めたわけないじゃんっ！　無理だったから、なかなかさよならが言えなかったんでしょっ。なのに……軽い気持ちだったみたいなこと言わないで……っ」

　一度口を開けばもう、止まらなかった。

「いっぱい悩んで……それでも答えが出なかったから、なにも言えなかったんだもん！　宮坂のことを思えば、別れた方がいいって思ったけど……でも、別れたくなかったから。だから、私……っ」

「ごめん」

　止まらない涙を指でぬぐいながら、宮坂が言う。

　にじむ視界には、困り顔で微笑む宮坂が映っていた。

「ごめん、芽衣」

「私……本当に宮坂が好きなんだよ……？」

「うん。ごめん。芽衣の気持ちはわかってたんだ。けど、なにも相談してこないことが、少し頭にきただけで」

「だって相談なんかできないよ。愛人の子どもだとか、宮坂は私に知られたくないかもしれないって思ったし。それに、相談なんかして……宮坂にさよならを言われるのが怖かったんだもん。宮坂、仕事が好きだから」

　本当に怖かったのに、それを聞いた宮坂が笑う。

「……なんで笑うの？　私、真剣にそう思ってたのに」

「いや、ごめん。芽衣がかわいかったから、つい」

　謝りながら、宮坂が私の頬に触る。そして、顔をほころばせながら問いかける。

「俺が別れることを選ぶと思った？　だとしたら、心外なんだけど」

「だって……。大事でしょ、仕事」

「大事だよ。……だからって、芽衣を手放せるわけないだろ」

　ようやく止まった涙。視界がクリアになった途端、宮坂が微笑みながらそんなことを言うから、思わず胸が跳ねる。

「だ、だとしても……」

「好きだ。だから、手放したりしない。絶対に」

〝だとしても、問題はなにも解決してなくて、結局はどっちかを選ぶ必要がある〟

　そう言いたかったのに。宮坂の〝好きだ〟に、言葉が出なくなる。

　うれしくて、きゅっと胸が締めつけられて……涙がこぼれる。私は、本当に宮坂が好きなんだ。単純にそう思った。たったひと言でこんなになっちゃうくらい、宮坂が。

　じっと見上げていると、宮坂がだんだんと近づいてくるのがわかった。縮まる、ふたりの距離。ゼロになったところで、目を閉じて……宮坂の舌が入り込もうとしてきた瞬間、ハッとして彼の胸を押した。

「……なに？」

　宮坂は少し不満そうに言ったけど、今はそんなの気にしてられない。

「なにって……こんなことしてる場合じゃないんだってば！　宮坂が私のこと、大切に思ってくれてるのはすごくうれしいけど……状況は変わってない」

「ああ。……そのことなら大丈夫だろ」

「大丈夫じゃないよ！　別れなかったら……きっと本当に宮坂の出生のこと周りにバラすつもりだよ。社長も会社も、もうどうでもいいって言ってたもん。理由はわからないけど……本当に宮坂に執着してるみたいだし、きっと本気だよ」

　宮坂は相変わらず不満そうだったけど……。私が真剣だってわかったからか、ため息をつきながら「まぁ、そうだろうな」って頷いた。

「籍も入れていないのに子どもがいるなんて、聞こえはよくないし。それが社長にとっても会社にとってもマイナスになるってわかってる。自分が跡を継ぐかもしれない会社なのに、それさえもわかった上でバラす覚悟でいるんだから、よほどだろうな」

「なんで……そんなに宮坂に執着するんだろう」

「……なんとなく想像はつくけど」

「え、そうなの!?　なんで？　なんで沖田さんは宮坂にこだわる……っ」

　急にキスされて、声を封じられる。押し返してみたけど、宮坂はさっきみたいにやめてはくれなかった。

「ん……っ、みや、……っ」

「話の続きは後でするよ。あいつの名前は、ベッドの上で聞きたくない」

「んぅ！　……っ」

　入り込んできた舌が、少し強引に口の中を撫でる。流されている場合じゃないのに。宮坂にキスされると、どうしてこうも、今のことしか考えられなくなるんだろう。

「……ふ……っ」

　逆らうことをやめて素直に応えると、急に情熱的なキスに変わる。ゆっくりとしていて、濃密なキスに。

「……なに？」

　唇をゆっくりと離した宮坂をじっと見ていると、微笑んだ彼に聞かれる。その顔にはもう、不機嫌の欠片も残っていなかった。

　整った口元も、そこから発せられる声も、細く見えてしっかりしている身体も。全部が色っぽく見えるのは、私がこの先を期待しているから。

　なのに宮坂は余裕で、その上涼しげな笑みを浮かべていたりするから、それが悔しい。

「……嫌なの」

「なにが？」

「宮坂にキスされると……女になるから。考えなくちゃいけないことがあるのに、宮坂のこと以外、なにも考えられなくなるんだもん。浅ましい自分が見えて……なんか嫌」

　素直に白状した私を、宮坂が笑う。

「なにも考える必要なんかない。それに、ずいぶん考えてたみたいだから、ちょうどいいよ」

「そんなわけにはいかな――」

「俺のことだけ考えてて」

　もう一度キスする直前、宮坂が言った。

『俺のことだけ考えてて』

　そんなの、言われるまでもなかった。触れ合ってしまえば、宮坂のこと以外を考えられるわけないんだから。

　ゆっくりと溶かすようなキスをしながら、宮坂の手が私の服にかかる。着ているのは、部屋着。

　キャミの上に着た薄手のジップアップのパーカーと、下はジャージ。ジジ……って、小さな音を立てて、下げられていくファスナー。全部を開けた宮坂がキャミの下から手を忍ばせたとき、あることに気づいた。

「ま、待って……」

　手を掴んだ私を、宮坂が不思議そうに見る。

「明るすぎない……？　今、朝だし、これからどんどん明るくなるし……さすがにはずかしくない？」

「今だけだよ。芽衣は始めちゃえばすぐなにも考えられなくなるから」

「そ、そういうこと言わないで！　だって、そんなの仕方な……っていうか、私お風呂も入ってないし、風邪だって治ったばかりでうつるかもしれないし……」

「別に気にならないけど」

「で、でも、私が気になる……」

「それに、俺ももう止められないし」

　眼鏡を外した宮坂が、私を見下ろしながら言う。その顔が男っぽくて、胸がドキッと跳ね上がった。

　いつもは見せない、欲情してる宮坂の顔。それが私に向けられていることがうれしくなって、反論できなくなる。

「……ん」

　再びキスした後、宮坂の唇が首を辿って下りていく。キャミを胸の上までまくり上げた手が、ブラのホックを外して直に肌に触れた。唇もそれを追うように胸に触れて、身体が一気に熱を持つ。

「……っ、……あ」

　明るい部屋の中での行為。目を開けていると顔から火が吹き出そうだったから、手の甲で目を隠した。宮坂の身体も熱を持っているみたいで、いつもみたいに宮坂の手を冷たくは感じなかった。

「あ……や、だ……っ」

　ジャージを脱がされて、一応言葉でだけ抵抗してみたけど……。

　宮坂はクスッと笑って、私が目元を隠している手にキスをして、行為を続ける。

〝大丈夫だから〟という言葉が聞こえてきそうなキスだったけど、大丈夫なわけない。今はまだ朝の情報番組が放送されているような時間で、しかも私の部屋のカーテンは遮光性じゃないし。

　宮坂は眼鏡を外しているけど、これだけ近かったら視力なんか関係ない。こんなの、絶対にはずかしくて耐えられないはずなのに………。宮坂から与えられる快感が身体中に走るたび、どんどんなにも考えられなくなる。

「あっ、ぁ……や、っ」

　宮坂の唇と舌、指先に、すっかり火照らされている身体は、どこかおかしいのかもしれない。羞恥心とかそんなことよりも、自分の中から湧き出てくる欲望を優先させちゃうなんて……。

　宮坂のせいで、ずいぶんエッチな女になった気がする。

「みやさ、か……もぅ」

「……うん」

「あっ、や……ぁ……ね、もぅ……お願い……」

　手を伸ばして、宮坂の髪に触れて訴えると、しばらくしてから宮坂が顔を上げる。そして、自分の唇を舌で舐なめながら妖美に笑った。

「我慢できない？」

「み、宮坂のせいなんだからね！　もう……本当に自分がヤダ……」

「俺はうれしいけど」

「あ……っ！」

「前、言っただろ？　自分にだけ発情する女ならかわいいと思うって」

　前……そういえば言ってた気がするけど。宮坂に作り出される快感に呑まれて、それがいつだったかを思い出すことはできなかった。満たされた身体が、なにも考えられなくさせる。

　涙がにじみだした目を開けると、宮坂が閉めてくれたカーテンの隙間から、太陽の光がチラチラ見える。

　それからゆっくりと上を見上げれば、額に汗をにじませた宮坂がいて。私の視線に気づくと、浅い呼吸をしながら微笑んでくれた。

　その微笑みにきゅっと胸が締めつけられて、私から宮坂を抱き寄せて唇を合わせる。

「あ……宮坂……っ」

　なんで、こんなに好きなんだろう。なんで、こんなに――。

　キスを終えて、乱された呼吸を整えながら見つめていると、宮坂が笑う。

「……俺も」

　ぼんやりした頭で、どういう意味だろうって考える。『俺も』なんて返事に繋がる言葉をなにも言ってないのにって。

　そんな私に、宮坂が覆いかぶさって、耳元でささやいた。

「俺も……愛してる」

　宮坂の体重を感じながら、涙がひと粒頬を伝って流れ落ちる。

　なんで、私が思ったことが伝わったんだろう。

　そんな疑問は、また熱を持った宮坂と涙に邪魔されて聞けなかった。










「おかげ様で」




「なんでまた私が？」

　月曜日のお昼休み。

「医務室に薬もらいに行ってきてください」なんて言う福田くんに、口を尖らせる。

「また？　いや、お願いしたのは今日が初めてですけど」

「先週、梢にもお願いされたんだもん。医務室の場所はわかるでしょ？　自分で行けないの？」

「いやー、行きたいのは山々なんですけど俺、医務室出入り禁止なんですよ」

　そう言って、わざとらしく頭の後ろをかく福田くんが続ける。

「四月からよく医務室使ってたんですけど、医務室って使用者名書くじゃないですか。課長が医務室に行ったとき、俺の名前ばっかりだったとかで、出入り禁止になっちゃって」

「……それって、サボリに使ってたってこと？　医務室出入り禁止なんて、よっぽどだよ」

「そんなわけないじゃないですかー。俺、こう見えても身体弱いんですよ。なのに一方的にサボリだって決めつけられちゃって、薬ももらいに行けない状態なんです。ひどくないですか？　下手したらパワハラですよねー」

「嘘ばっかり。ほぼサボリだったじゃん。だいたい、新入社員のくせにサボるとか会社ナメすぎなんだけど。そんなことばっかりやってるから、本当に体調悪いときに困るはめになるんだよ」

「自業自得」と言いながら鼻息を荒くして怒る梢を見てから、福田くんに視線を戻してため息をついた。

「なんの薬？」

「ありがとうございます！　頭痛薬お願いします」

「芽衣、甘やかす必要ないって、こんなヤツ。だいたい、こんなにペラペラ話せてるなんて、たいしたことない証拠だし」

「でも、本当に体調悪いんじゃかわいそうだし。今日は夕方、社長も来るんでしょ？」

「あ、そっか。そういえば、そうだったよね。急だから、社長直々に福田にクビを言い渡すんじゃないかって話も上がってたっけ」

　……そんな話が上がれば、頭くらい痛くなるかもね。

　社長が営業部に来るって聞いたのは、今日の朝礼。成績がよかったりすると、激励をしに来たりはするけど、そういうことはだいたいが仕事が落ち着く月初めだった。なのに、いろいろと忙しい月末の今日来るなんて……。

　沖田さんのことを公表するためなんじゃないかって不安がよぎる。宮坂はこんな日に限って、夕方までいないし。

　なんだか落ち着かず、社員それぞれの名前が書いてあるホワイトボードに目を移す。宮坂と書かれた隣には、『夕方に戻る』の文字。営業の人は、たいてい夕方戻るから、普段なら書き込まないのに珍しい。普段と違う営業内容なら、行き先を書きそうなものだし。どこに行ったんだろう。

　まぁ、宮坂のことだから、心配しないけど。いないとすぐにサボリ疑惑が湧く福田くんと違って。

「とりあえず、今日だけは行ってきてあげる。けど、次は知らないからね。今まで失ってきた信用取り戻すようにがんばって、医務室出入り禁止を解除してもらって、自分で行くように」

　立ち上がりながら言うと、「今日の社長の話が、福田を切る話じゃなかったらね」と梢がつけ足す。

　福田くんもさすがに気になるのか、それとも本当に頭痛がひどいのか。いつもなら考えられないくらい元気なく、「はい」と返事をした。




「ここに、名前と部署を書いてください」

　警備員のおじさんに渡されたのは、『医務室使用者』と名前のつけられたノート。パラパラめくっていくと、確かに四月、日付と一緒に福田くんの名前が並んでいて思わず苦笑いがもれる。そのまま数ページめくって、ノートの半分くらいのところで白紙に辿り着いた。

　右側のページ、いちばん最後に書かれているのは、『宮坂千明　第二営業課』。宮坂の文字だった。私が休みに来たときのだ。

　男にしては綺麗な文字を眺めながら、その下に書こうとして指が止まる。左側のページのいちばん上の行に、もうひとつ宮坂の名前を見つけたから。

　私が見ていた限り、宮坂が体調不良で医務室に行ったことはなかったと思うけど、でも確かに書いてある。日付は、三カ月ほど前。

　薬でももらいに来たのかな……。後で聞いてみよう。

　そんな風に思いながら名前と部署を書き終えて声をかけようと顔を上げると、すぐに警備員のおじさんと目が合った。っていうよりも、私が見る前から見られていたみたいだった。

　……しかも、かなりじっくり。

「……あの？」

　耐えかねて声をかけると、おじさんはなにかを思い出したみたいに「やっぱり」って笑顔になり、その理由を説明する。

「三カ月くらい前に、倒れた子だろう？」

「ああ、はい」

「やっぱり！　覚えてるよー。真っ青な顔して運ばれてきたから」

　なるほど。そういう理由か。ははって苦笑いすると、気さくなおじさんが続ける。

「今日も体調悪いのかい？」

「あ、いえ。後輩が頭が痛いって言うので、薬だけいただきに」

「そう。ならよかったよ。ダメだよー、彼氏にあまり心配かけちゃ」

「え……」

　……マズイ。この間、宮坂と一緒に医務室にいたのがバレた……？

　宮坂が借りてくれた鍵を返すとき、『鍵ありがとうございました』って声をかけたけど、顔も見ずに『お疲れ様ですー』って言われただけだったからセーフだと思っていたのに。

　そんな風に思ってビクビクしながら黙っていると、おじさんがニコッと笑う。

「あのとき運んできたのが、彼氏だろう？　わかるよー。警備員歴長いとそういうのわかるようになるんだよね。キミを抱きかかえてきたときの彼氏の顔、見せてやりたかったよ。そりゃあもう心配そうでねー。幸せ者だね」

　ペラペラ話すおじさんには気が引けたけど、そのままにしておくのは嫌だったから「違うんです」って切り出す。沖田さんとのことなんか噂にされたら、たまったもんじゃない。

「運んできた人は、彼氏とかじゃありません」

　きっぱり言うと、おじさんは驚いた顔をする。よほど納得いかなそうだ。

「あれ、そう？　おっかしいなー。人違いでもしたかな。でも、この間、彼ひとりで来たときに『彼女、元気になったか？』って聞いたら『おかげ様で』って言ってたよ」

「彼ひとりで……って、でも、名前ないですよ」

　私が運ばれてきたのが三カ月前。そこから今日までの名前を確認したけど、沖田さんの名前はない。

「いや、あるよ。つい先週だし。……あ、ほら。これだろ、確か」

　ノートにあるたくさんの名前の中からおじさんが指したのは……宮坂の名前だった。

「え……嘘、でも、私をここに運んだのは違う人だったんじゃ……」

「いや、彼だよ。黒髪で眼鏡かけててスラッとした体型の」

「黒髪で眼鏡……」

　間違いなく、沖田さんじゃない。

「キミのこと、大丈夫か聞いたときは少しだけ笑ってたけど、パッと見た感じ、無表情でちょっととっつきづらい感じの」

　間違いなく……宮坂だ。

「私、宮坂に……その、眼鏡の人に運ばれてきたんですか？」

「そうだよ。キミを運んで十分くらいした後、戻っていったけど」

「でも……目が覚めたとき、医務室にはほかの人がいて……。その人の名前、ここにはないんですけど……」

　運んでくれたのが宮坂だとして。でも、沖田さんが医務室にいたのは事実だ。それなのにノートに名前がないのはおかしい。

　そう思って聞くと、おじさんは言いづらそうに苦笑いした。

「社員さんの中にひとりだけ医務室の合鍵を持ってる人がいてねぇ。いや、こっちとしても無断使用を避けるためにルールができたわけだし、鍵持たれて勝手に使われても困るんだけど……。どうも、社長と関係する人らしくて」

「……そうなんですか」

　まぁ、沖田さんならやりそうなことだ。女性社員でも連れ込んでるのかな。なんか、気持ち悪い。

　そういうことを医務室で、ってことも気持ち悪いけど……。沖田さんのことを考えると、気分が悪いっていうか、気持ちが沈む。

　沖田さんに会ったら、宮坂とはちゃんと別れたのかって聞かれるに決まっている。別れていないって知れば、催促されたり、またなにか言ってきたりするかもしれない。

　宮坂は、昨日から『大丈夫だから』の一点張りだけど、どう考えたって大丈夫じゃないのに。かと言って、宮坂がなんの根拠もなしに、適当に『大丈夫』って返事をしているとも思えない。

　宮坂はどうするつもりなんだろう。そういえば、昨日の話がまだ途中のままだ。沖田さんが宮坂に執着する理由をまだ聞いてなかった。

「ああ、でも、その人が入っていったのは、キミが部屋から出てくるすぐ前だから。寝てる間になにか、とか、そんな心配はしなくて大丈夫だよ」

　ノートを見つめたまま考え事をしていた私を勘違いしたのか、おじさんが言う。

　気を遣ってくれたおじさんに笑顔を返してから鍵を受け取って、医務室に入ってあることを思い出した。

　倒れてここに運ばれたとき。

　少し眠りが浅くなって、誰かが頭を撫でてくれていることに気づいた。『ゆっくり休んで』って、優しく言いながら、おでこにキスして……。

　私はその人のことが、気になっていたんだ。

　頭に触れられただけで、すごく満たされた気持ちになって、好きな人が傍にいてくれているみたいな安心とドキドキを感じたから。運命、なんて言ったら大げさだけど、直感で気になった。だから、知りもしない沖田さんの告白に頷いた。

　普通だったら断っていたけど、優しい手とキスが、気になってたから。

　でも、あれは……。

「沖田さんじゃなかったんだ……」

　頭を撫でられて、私はその手に誘われるみたいに、もう一度深い眠りについた。沖田さんがいたのは、私が次に目が覚めたときのこと。どれくらい寝ていたのかはわからないけど、私が出ていく少し前に入ってきた沖田さんには、不可能だ。

「宮坂だったんだ……」

　運んでくれたのも頭を撫でてくれたのも、キスも、優しい言葉も、なにもかも。

　満たされた気持ちをくれたのは。運命、なんて言葉を思い浮かべちゃうくらいの直感を感じたのは。

〝私は、この人を好きになる〟

　そう思った相手は……全部、全部、宮坂だったんだ。勘違いだったんだ、最初から。最初から……私は、宮坂のことだけが気になってたんだ。

　あんな大事な場面で勘違いなんて……本当に呆れる。

『早とちりも、勘違いも。ほだされやすいのも騙されやすいのも、俺がフォローできる』

　この間宮坂が言ってくれた言葉を思い出して、喉の奥が苦しくなった。

　宮坂はずっとまっすぐに想ってくれてたのに。……私、本当にバカだ。










「多分……例の件だろ」




「宮坂、どうしたんだろう」

　社長が来る予定時間の五分前になっても、宮坂は帰ってこなかった。

　もしかしたら、社長が来るっていう話が行き渡っていないのかなとも思ったけど、営業の人は伝えたって言うし。訪問先での仕事が長引いているのかな。

「宮坂、いつもだいたい五時には戻ってきてるのに、珍しいね。でも仕事だし、社長だって全員出席を無理強いしたわけでもなさそうだし、大丈夫でしょ」

「うん……。社長の話って、本当になんなんだろう」

「この時期だし、異動ってわけでもないし……本気で福田の件だったりして」

　梢の言葉に「まさか」って笑顔を返してから、またパソコンに視線を戻す。

　もしも……社長の話が沖田さんのことだったとしても、沖田さんとの関係を公表するだけであって、宮坂をどうこうするはずない。宮坂だって社長の子どもなわけだし。

　いくら沖田さんが社長に頼んだって、宮坂をクビにするとかそんなことはしないはずだ。でも……少しでも宮坂に不利に働く話だったらどうしよう。

　宮坂がいないから、余計にそんな不安ばかりが頭をグルグル回っていた。福田くんには悪いけど、福田くんの話の方がよっぽどいい。

　……あれ、でも、おかしくない？

　沖田さんとのこと公表するなら、なんで営業部に来るの？　公表するなら、会社全体にするのが普通じゃないのかな。

　別にこんなタイミングじゃなくて、朝礼とかで全社員の前ですればいいのに、なんでこんな急いで設けた場で？

　疑問が湧いてきたとき、第一営業課の人たちが、ゾロゾロとオフィスに入ってきた。営業部は、一課と二課しかない。営業部として朝礼とか集会をするときは、第一営業課のオフィスで行うのが通常なんだけど。今回は、第二営業課のオフィスでっていうのも、社長の指示だ。

　私たちが第一営業課のオフィスに行くときは、入口のドアをノックするんだけど。さすがお高くとまってる一課は、ノックもしない。それに気づいたのは、私だけじゃないみたいだった。

　前の席にいる梢も二課の数人も不愉快そうに、ゾロゾロと入ってきた一課の人たちを見ていた。

　私も見ていたけど、その中に沖田さんの姿を見つけて、思わず目を逸らす。沖田さんが通り過ぎてからチラッと見てみたけど……なんだか、イライラしているように見えた。

　私としている取引は、絶対に沖田さんに有利に運ぶわけだし、もっと楽しんでると思っていたのに。目に見えてイライラしている沖田さんと、それを気にしている様子のほかの社員。なにかが、いつもと違う……。

　オフィスがそんな空気に包まれていたとき、今度は入口のドアからノックが聞こえた。入ってきたのは、第二営業課を仕切る三井課長。その姿を確認して、仕事をしていた二課の社員も立ち上がった。

　課長に続いて入ってきたのは、社長と……宮坂？

　動揺しているのは私だけじゃないみたいで、オフィス全体がざわつく。

「静かに。今日は社長と私から報告があります」

　そう切り出した課長が社長とアイコンタクトを交わす。そして、社長が笑顔で頷いたのを見てから、照れくさそうに話しだした。

「実は……私事で大変恐縮なんですが、第二営業課の篠田さんと結婚することが決まりまして」

　一瞬、シーンとなったオフィスが一気に沸き上がる。二課の営業担当からは、「おめでとうございます！」という声が次々に上がった。

「今年三十五歳を迎える私と篠田さんは、歳がひと回り近く違いますが、ふたりで仲良くこれからの道を歩んでいこうと思います」

　篠田さんも周りにいる社員たちに囲まれてうれしそうに笑っていた。

　予想していたものとは違う報告に、呆あっ気けにとられながら篠田さんを見て……すぐに視線を戻した。

　社長の隣に立つ、宮坂に。

　宮坂も、じっと私を見ていた。いつも通りのポーカーフェイスがじれったい。宮坂がなんでそこに立っているのか、全然読めない。

「あとは、社長からお願いします」

　ひやかされて照れた様子の課長が、社長に言う。

　騒いでいた社員が静かになったところで、社長が言いづらそうに話しだした。

「めでたいことの後でこんな話をするのも気が引けるが……」

　悪い話なんだ……。まさか、それに宮坂が関係してるの？

　そんな不安が頭をよぎる。

「今まで専務を務めていた笹ささ川がわが、会社を辞めることになった。理由は、知っている者もいると思うが、社員への恐喝やひいきがあったからだ。前々から噂は知っていたが、先日ようやく被害を受けた社員から話が聞けて、本人もそれを認めた。私としては、専務の椅子を下りて一般社員に戻ってもらうという話をしたんだが、本人が辞職を願い出て、こういう結果になった」

　一度静かになった社員が、またざわつきだす。

「笹川専務、確かにひいきとかすごかったらしいもんね。セクハラも結構あったみたいだし。食事に誘われて断ったら、次の日から残業ばっかりさせられたとか、話聞いたことあるよ」

「……そうなんだ」

「うちの部署にはあまり顔出さないけど、庶務の女子社員は結構ひどい目に遭ったりしてるみたい」

　隣にいた梢とヒソヒソ会話する。気に入らないと嫌がらせするとか、どこかで聞いた話だ。沖田さんが社長の子どもでさえなければ、専務と同じ目に遭わせることだってできたのかもしれないのに……。

　でも……。

　笹川専務にそこまでの処分を下せる社長が、沖田さんを野放しにするどころか自分の跡を継がせるって……なんか納得ができない。

　そもそも、宮坂から聞いた話では、社長はきちんとしていて、仕事もできる人だ。仕事に私情を持ち込むなんて、考えられないけど……。

　チラッと沖田さんを見ると、おもしろくなさそうに目を伏せていた。

「その、笹川の後任を選出する過程で、営業部の中でも異動者が出ることになった。今までは第一第二、それぞれの課長に仕事を回してもらっていたが、新たに営業部全体を取り仕切る部長の椅子を設け、来月から新体制を組むことにした」

　新体制。その言葉を聞いた社員が、小さくざわめく。

「そして、その部長を、今まで第二営業課の課長をしていた三井にお願いすることにした」

「えっ、三井課長……じゃなかった！　部長！　すごい出世じゃないですか！」

　大きな声で言ったのは……福田くん。話が自分のことじゃないって確信したからか、すっかり元通りの元気を取り戻しているみたいだった。

「福田！　おまえは、本当に……。場をわきまえろ」

「まぁ今日ぐらい、いいだろう。営業部のみんなががんばってくれたおかげでもあるんだ」

　怒ろうとした三井部長を、社長が止める。

「おめでとうございます！　課長……じゃなかった。部長！」

　いつもならお仕置き部屋行きを余儀なくされる福田くんも、今日ばかりは許されて、社長も笑顔でその様子を見ていた。そして、笑顔のまま話を続ける。

「そして、三井の後任としては、宮坂を選ばせてもらった」

「え……っ」という声が、そこら中から上がったけど……私は驚きすぎて声も出せずにいた。

　みんなの声にならない驚きや疑問に、社長が答える。

「宮坂はまだ二十五歳、課長としては異例の若さで、驚くのも無理はない。だが、今までの営業実績や業務態度を見ている者なら、そこまで疑問も湧かないだろう。新入社員の教育をしながら、今年度、先月までの二課での個人成績はトップ。一課を加えても、上位だった。取引先からの信用も厚い」

「私からも推薦させてもらったんだ。自分の後任を任せるなら、営業部を知らない人間よりも、業務内容を熟知している課内の人間から選出したかった。そして、第二営業課の中から選ぶとなったとき、宮坂の名前が浮かんだ」

　三井部長が、オフィスにいる社員をゆっくりと見渡しながら話す。宮坂は、まだ目を伏せたままだった。

「実は、新体制の話はずいぶん前に上がっていて、宮坂にこの話を打診したのも二カ月前なんだ。でも、そのときは『自分は若すぎるから、ほかの適任者を』と頑かたくなに断られたんだがね……。先日、ようやくいい返事をもらって、今回の発表に至った」

「若い課長だが、仕事はできる。管理職は初めてだが、宮坂ならすぐ慣れるだろう。二課のみんなで、支えてやってくれ。二課は若い者ばかりだがみんな優秀だ。協力してベテラン揃いの一課と肩を並べる課になってほしいと思う」

　社長と三井部長、それぞれに絶賛された宮坂。社長にポンッと肩を叩かれて、浅く頭を下げてから顔を上げた。

「宮坂です。身の丈に合わないことは重々承知しています。それでも、受けた以上は自分にできる精一杯の姿勢で臨むつもりです。至らない部分も多々あるかと思いますが、ご協力いただければと思います」

　最後に「よろしくお願いします」と言って深く頭を下げた宮坂に、自然と拍手が沸き上がる。二課からはもちろん、それはそれは盛大な拍手と祝福の声が上がって、意外にも一課からも、温かい声が聞こえていた。

　でもよく考えてみれば、一課はみんな努力して営業成績を残してきた人たちの集まり。二課から異動になった人たちだっている。そんな、仕事に必死に取り組んでいる人たちが、宮坂の努力を知らないはずがないんだ。

　沖田さんがいるだけで、勝手に悪いイメージがあったけど……。二課を〝サブ〟なんてバカにして呼ぶのだって、ほんの一部だし。悪い人たちばっかりじゃないんだ。

　一課の人たちが宮坂に拍手を送ってくれているのがうれしくて、私も笑顔で拍手した。




「ごめん。話してなくて。一応、発表になるまでは口外禁止だったから」

　社長が部屋を後にしたオフィス内では、三井部長と篠田さんを取り囲んでのインタビューが始まっていた。丸めた紙をマイク代わりに握っているのは、営業のひとり。福田くんも全力で加わっているせいか、かなり盛り上がっているみたいだった。

　本当に頭痛がひどかったのかなって疑問も湧くけど、そのおかげでこうして宮坂と話ができているんだから、感謝しなくちゃ。

　誰も席に戻らないから座っているのも不自然かと思って、壁際に寄っての立ち話。関係を怪しまれない程度の距離をとりながら、隣に立つ宮坂を見上げた。

「いいよ、そんなの。それよりすごいね。おめでとう」

「柄じゃないけどね」

「最初は断ってたんでしょ？　なのに気が変わったのって……例の件と関係ある？」

　沖田さんの名前を出すのはマズイ気がしてそう言うと、宮坂はわずかに笑顔を作る。

「関係ないとは言わないけど……ほかにも理由はあるよ。それより、社長が話があるから社長室に来るようにって」

「え……え、私も？」

「ああ。ついでに言えば沖田も」

「沖田さんも……？」

　いったい、なんの話……？

　そんな思いで見つめていると、宮坂は困り顔で微笑んだ。

「一応、実害が出る前に社長には相談したんだ。だから多分……例の件だろ」










「もう、大丈夫だから」




　分厚いドアを宮坂が三回ノックすると、中から「どうぞ」と声が聞こえた。

　ドアの向こうに広がるのは、初めて見る社長室。ワインレッドの絨毯と、濃いブラウンで統一された本棚やカウンターテーブル。シックでおしゃれな部屋は、社長のイメージとぴったりだった。

「悪いね、早川さん。急に呼び出したりして。定時過ぎるようなら残業手当つけといてやってくれ。宮坂課長」

　私たちが来るってわかっていたからか、社長は応接用のソファーに座っていた。

〝課長〟って部分を強調して言った社長に、宮坂は眉をひそめる。

「……茶化さないでください。社長」

「別に茶化してるわけじゃないよ。本当のことだろう。課長を課長って呼んでなにが悪い」

「だとしても、社長の言い方はからかってるようにしか聞こえません」

「それは、宮坂課長が私の言葉をひねくれて受け取るクセのせいだろう。まぁ、とりあえず座りなさい。早川さんもこちらに」

「は、はい」

　社長室で社長と向かい合って座るなんて、一般の社員だったらみんな緊張でカタコトになると思う。失敗しないように短い返事をして、宮坂の後に続く。

　私が緊張しているからか、宮坂は私をチラッと見て笑っていた。なんとか転ばずにソファーに座ったところで、「早川さん」と呼ばれた。

「は、はい」

　顔を上げると、社長は私を見ていて、緊張がピークになる。

　だけど……やっぱりどことなく宮坂と似ているからか、社長の顔を見ていたら、だんだんと緊張は解けていった。

　もちろん、全部が解けたわけじゃないけど。

「拓たく海みのこと、ずいぶん悩ませたみたいで悪かったね」

　拓海って言われてもピンとこなかった。けど、宮坂が『例の件だろ』って言っていたのを思い出して、〝拓海〟が誰なのかようやく気づく。

「あ……沖田さんのこと、ですか？」

「ああ。すべて宮坂……いや、千明から聞いたよ。千明への嫌がらせのために早川さんの気持ちをもてあそんで、傷つけたって。その後も、早川さんの千明への気持ちを利用して、関係を迫ったり脅したり……本当に申し訳ない。親として情けなく思う」

　社長が頭を下げるから、とっさに「いえ」という言葉が飛び出す。

　けど……こうして社長に謝られても解決するわけじゃないから。今思っている不安を、なるべく失礼にならない言葉を選んで話してみることにした。一社員が社長に私事を話すなんてあまりないことだけど……。社長が作ってくれる雰囲気が柔らかいせいか、さっきまでの緊張はだいぶ解けていた。

「でも……いくら宮坂さんが課長になったからって、沖田さんのことが解決したとは思えません。今回の異動で、宮坂さんは沖田さんよりも立場が上になりましたけど。私が見る限り、沖田さんの宮坂さんへの執着はとても強いものでした。沖田さんなら、たとえ今回の異動の件があっても、きっと宮坂さんの立場を悪くするようなことを会社で吹聴する……」

「そのことだけど、拓海は早川さんにどんなことを言って脅したのか、聞かせてもらいたいんだ」

「あ、はい……。最初は……自分は社長の息子だから、その……関係を持たないと社長に言って宮坂さんをクビにするって。その後は、宮坂さんは社長と愛人との子どもだって言われて、それを広められたら宮坂さんが会社での立場をなくすっていうようなことでした。近いうちに、自分が社長の息子だってことが公表されるから、そうなれば、社員はみんな沖田さんの言うことを信じるって」

　それを聞いた社長は、しばらく黙っていた。その後、はーっと深いため息をついて、デスクの方に視線を向ける。なんだろうと思って私もその先を追って……驚いた。

「沖田、さん……」

　入ってきたドアからは、社長の椅子が背中を向けるようになっていた。だから、椅子の高い背もたれに隠れて見えなかったけど……。

　社長のデスクの椅子に、不機嫌な顔をした沖田さんが座っていた。

「あることないこと言って、ずいぶん早川さんに迷惑をかけていたみたいだな」

　足を組んでいる沖田さんは、なにも答えようとはしなかった。

　そんな様子にやや困った表情を浮かべた社長が、私に視線を戻す。

「拓海が私の息子だっていうことは、一部の人間はもう知っているし、私も公表してもいいとは思っている。けれど、それと出世の件は別だ。自分の子どもだからといって、無能な人間を後任に選ぶほど、無責任じゃないつもりだよ」

「そのわりに、ずいぶんしつこく『うちの会社に入れ』って言ってきたけど」

　宮坂が言うと、社長は困り顔で笑った。

「それは私のわがままだ。拓海も千明も、普通の家庭のように育ててやれなかった。父親としてやるべきことをなにもしてやれなかったから、せめて就職先くらいって頭が働いてしまったんだ。……とくに拓海には」

　幼いときに手放しちゃったからかな、なんて思いながら見ていると、暗い表情を浮かべてうつむいていた社長が、今度は困り顔で宮坂を見た。

「それに、結局、千明は私の申し出を断っただろう」

「コネで入るなんて嫌だったんだよ」

「採用者名簿の中に千明の名前を見つけたときは驚いたよ。でも、実力で入社してきてくれてうれしかった」

　そう言った後、社長は沖田さんをチラッと見る。そして、目を伏せて悲しそうな表情を浮かべる。

「拓海の母親との結婚は、両親が勝手に決めたものだった。だけど、生まれてきた拓海はなにも悪くないし、幸せになってほしかったんだ。拓海の母親はその後、再婚したが……どうも拓海とは合わなかったようで、拓海のことを思うたび、自分の無責任さを痛感した」

　膝の上で手を組んでいる社長が、その手にぐっと力を入れたのがわかった。

「私のせいで普通の家庭環境を与えてやれなかった。それを償いたくて、拓海の望むまま入社させて第一営業課にも入れたが、それでも満たしてやれなかった。……当然だな」

　両親が強引に決めた政略結婚。周りにも誰も社長の意志を聞いてくれる人はいなくて、頷くしかなかったって宮坂に聞いたけど……。社長はそれをずっと後悔して責任を感じてたんだ。ずっと、どうにかして償いたかったのかもしれない。

「千明への執着は、自分と同じ立場にありながらも飄ひょう々ひょうとしている千明が気に入らなかったからなんだろう。入社試験も実力でパスして、仕事にも真面目で。そういう態度が、自分への当てつけに思えて。まぁ、八つ当たりに近いな」

「ただ気に入らないだけだって言ったろ。そいつの顔見てるとイライラするんだよ」

　この部屋に入ってきて初めて聞いた沖田さんの声。心なしか、なんだか元気がないように感じた。

「つーか、そいつが課長になるなら、俺、必要ないんだろ。そいつの下で働くのなんか嫌だし、どっか系列会社とかに異動させてくれよ」

「拓海。言葉を選びなさい。必要がないなんて、そんなわけないだろう」

「よく言うよ。真面目な跡取りがいれば、俺みたいな給料泥棒は用なしってことだろ。俺を息子だってきちんと公表しないのは、俺を切るつもりだからだろ」

　沖田さんの言葉に、社長はキョトンとした後、笑いだした。不思議に思いながら見ていると、社長はなおも笑顔で言う。

「なんだ、わかっているじゃないか。確かに今までのおまえの仕事内容は給料泥棒と言われても仕方のない内容だ。これからもそれが変わらないようなら、私も考えるつもりだったが……。本人に自覚があるなら、これから変わっていけるだろう」

「だから、異動させろって言って……」

「拓海。この厳しい経営環境の中、自分の希望がポンポン叶えられると思うな。もちろん、今までおまえの好きにさせてきた私にも責任がある。だからこそ、私の会社でおまえを仕事のできる人間に叩き直してやる」

「ふざけんな。ガキの頃、俺を捨てたくせに」

「そのことを、本当に後悔してたんだ。おまえが家族とうまくいってないって聞いてからずっと。だから、今度こそ、とことん面倒を見させてもらいたい」

　沖田さんは睨むように見ていたけれど、社長はひるむ様子を見せずに続ける。

「それに、いつまでも私が面倒を見てやれるわけじゃないし、いずれは、できるならおまえと千明にこの会社を託したいと思っている。それと公表の件だが……公表しないのは、おまえのためでもあるんだからな」

　沖田さんとの関係を公表しないのが、沖田さんのため？

　どう考えても、公表された方が沖田さんにメリットがあるように感じるけど……。沖田さんにとってのデメリットってなんなんだろう。

　宮坂もわからないのか、社長の言葉を待つようにじっと見ていた。

「公表するとしたら、私は拓海のことも千明のことも、一緒に公表するつもりだ。もちろん、母親が違うってことが知れ渡れば、私の信頼問題に関わってくるのは承知の上だ。でも、拓海と千明に差をつけることは、私にはできない」

「……それがなんで俺のためなんだよ」

「ふたりが私の子どもだと公表されたとき、おまえと千明は同じ舞台の上に立たされる。仕事の内容、業務態度、人柄。いろいろ比べられるだろう。そのとき惨めな思いをするのは……今のところは、おまえだろう？」

　……確かに。同じ社長の息子なのにって目で周りは見ることになるだろうし。そうなったとき、今のままじゃ……沖田さんがかわいそうかもしれない。かなりひいき目だけど、宮坂が全勝だ。

「まだ私も元気だし、時間はある。時期が来て公表するとき、はずかしい思いをしないよう、気持ちを新たにがんばりなさい。おまえは私の子だ。できないわけがない。その椅子に座りたかったら、実力でのし上がってこい。私はそれを気長に待つつもりだ」

　沖田さんはなにも返事をしなかった。ただ、舌打ちして、拗ねていただけで。

「そういうわけだ。もう、早川さんが心配するようなことはなにもない。安心して、千明を傍で支えてやってほしい」

「あ……」

　そうか！　これで、解決……なの？　え、本当に？

　なんだかあっさりとうまくいきすぎて、頭がついていかない。まだなにか落とし穴があって、沖田さんがそこをついてくるような気がしてならなかったけど……。社長が言うんだから、信じていいんだよね？

　そう思いながらも少しの不安が消えなくて、隣を見上げる。宮坂も私を見ていたみたいで目が合って……優しく微笑まれた。

「いろいろ悩ませてごめん。もう、大丈夫だから」

「……本当に？」

「ああ。本当に」

　その後も「本当に？」って言葉を五回くらい言って、宮坂は困り顔で笑いながらも「本当に」って答えてくれて。

　それでもまた「本当の本当に？」って聞いたところで、腕をぐいっと引っ張られて強制的に立ち上がらされた。

「社長、話が終わったなら、俺たちはこれで」

「ああ。早川さん、本当にすまなかったね。これからも公私ともに千明をよろしく頼むよ」

「は、はい。こちらこそ、よろしくお願いします」

「拓海のことも、もし同じ仕事をするような場面があったら、申し訳ないが手助けしてやってほしい」

「……はい。私にできることなら喜んで」

　私が返事をしている途中なのに、宮坂は腕をぐいぐい引っ張ってドアに向かう。半ば引きずられるようにして歩いている途中、一瞬だけ沖田さんを見た。

　ふてくされたような顔が、なんだか今までとは違って見えた気がした。










「傍にいるよ。……ずっと」




「第三会議室？」

　宮坂が持っていたキーで開けたのは、福田くんのせいで別名を〝お仕置き部屋〟と名づけられた部屋。第二営業課に戻ると思っていた私は、後ろでドアと鍵を閉めた宮坂を振り返る。

「なんで鍵持ってるの？　確か、ここの鍵って管理職以上じゃないと持てな――」

　と言いかけて、その理由を思い出す。

「そっか。課長だもんね。宮坂。私もこれからは宮坂課長って呼ばないと」

「早川までからかうな」

「でも、本当のことでしょ。課長を呼び捨てなんて、いくら同期でもマズイし」

「同期なら今まで通りでいいだろ。ほかのヤツらにもそうしてもらうつもりだし。じゃないと、仕事がやりにくくて仕方ない」

「そうなの？　じゃあ……宮坂課長がそう言うなら」

　わざと言った〝宮坂課長〟。

　宮坂は呆れ顔で笑って、会議室に置かれている長机に寄りかかるようにして浅く腰かけた。

「いろいろ迷惑かけて悪かった」

「ううん。もう解決したし、大丈夫」

　宮坂に近づきながら笑顔で答える。本当にもう大丈夫だと思って言ったんだけど、宮坂はまた呆れ顔で笑った。

「早川は本当に学習しないな。また沖田に騙されてたくせに」

「まぁ、そうだけど……。でも、無事終わったしいいかなって」

　言われてみれば、『愛人の子ども』だとか『俺が社長の息子だってことは、近々公にされる』とか、『いずれは社長になる』だとか。

　事実に近かったのもあったけど、かなり誇張されていたし、沖田さんは故意に大げさに言ったんだと思う。私を、脅かすために。

　だから、騙されていたって言えば、確かにそうなんだけど。

「それに、なんかさっきの沖田さん見てたら許せる気がして」

「さっきの？」

「うん。自分は必要ないんじゃないかとか言って拗ねてたけど、その態度が子どもみたいだったから。社長はいつの間にか宮坂のお母さんと夫婦みたいな仲になってて、宮坂も生まれてて……。社長が沖田さんのことをおろそかに考えてたわけじゃないだろうけど、沖田さん、寂しかったのかなって」

「そんな柄じゃないと思うけど」

「そういえば、宮坂に執着する理由、想像がつくって言ってたけど……同じ立場だからってこと？」

　ずっと気になっていたことを聞くと、宮坂は少し黙った後、小さく首を振った。

「それもあるけど……今回の件は早川の態度を見て思い出したんだと思う」

「思い出した？　なにを？」

「再婚相手と沖田が合わなかったって、さっき社長が言ってたのは覚えてるだろ？」

「うん」

「たびたびケンカになっても、母親は一度として沖田の味方にはなってくれなかったらしい。母親は何度も、沖田の目の前で、沖田じゃなく再婚相手を選んだ。早川が沖田の前で俺のために怒ったとき、その姿が母親と重なったんじゃないかって。沖田は、大事な人を盗られることがトラウマになっていそうな節があるから。だから、特定の女も作らないんじゃないかって俺は思ってる」

「まぁ、俺の推測だけど」とつけ足しながら、宮坂が目を伏せる。

　推測だって宮坂は言うけど……私にも思い当たる節があった。

『もう、社長や会社がどうなろうが関係ない。社内で手を出した女だって、どうせいずれ切るつもりだったし、どうでもいい』

　宮坂が愛人の子どもだってバラすって言ってきたとき、沖田さんは悲しいほど感情のこもっていない声でそう言った。冷たい微笑みを浮かべながら。

　沖田さんがいちばん大事だと思っていた会社と社長の椅子。それを切り捨ててまでなんで宮坂に執着するんだろうって、疑問に思っていたけど。もしかしたら、宮坂が言うように、私の態度がトラウマに触れたからなのかもしれない。

「あくまでも可能性があるってだけの話だから。そんな顔しなくていい」

　考えれば考えるほど、沖田さんが追い込まれていた気がして、気づくと眉間にシワが寄っていた。顔を上げると、私を気遣ってか、優しく微笑む宮坂がいたけど……笑い返せなかった。

「でも、沖田さん、いろいろ複雑な環境で育ったんだね……」

「だからって、早川にしたことが許されるわけでもないだろ」

「あ、でも、私はもう気にしてないから。宮坂も今までのことはもう忘れて大丈夫だから」

「それ、本気で言ってるのか？　あんなに泣くくらい悩んでたのに？」

〝信じられない〟というような顔で言う宮坂に、少し笑いながら頷く。許すなんて甘い！って梢にも宮坂にも怒られそうだけど、強がっているわけでもいい子ぶってるわけでもなく、もう気にならないのは本心だった。

「いろいろあったけど……沖田さんにも事情があったんだしいいかなって。社長に怒られてた姿見てたらかわいく思えちゃって、怒る気もなくなってた」

「……かわいく？」

　そう呟くように言った宮坂が、眉をピクリと動かす。

「だって、子どもみたいに見えたんだもん。でも、宮坂の方がもっとかわいいから大丈夫だよ」

「なにが大丈夫なんだか説明しろ。その前に、いい歳した男に向かって〝かわいい〟はおかしいだろ」

「だって、宮坂がやきもち焼いてるみたいだったから」

　宮坂は、バツが悪そうな顔をして、私から目を逸らす。

　そんな姿はやっぱりかわいいとしか思えなくて、宮坂の目の前まで行って顔を覗き込んだ。

「妬やいてた、よね？」

　楽しくて笑顔でじっと見ていると、宮坂が困り顔で笑う。

「否定はしないけど」

「ほら、やっぱりかわいいじゃん」

　笑うと、同じように笑顔を見せた宮坂に抱き寄せられる。元々近かった距離がなくなって、そのまま唇が重なった。触れるだけのキスをした宮坂が、少し離れてからまた距離をなくす。

「……んっ」

　さっきとは違うキスに、身体から力が抜けていく。

　これから仕事に戻らなくちゃなのに……。こんなトロトロに溶かされた頭じゃ、なにも手につかない。

「は……」

　それでも止まらないなんて。私は、どこまで宮坂に酔わされれば気が済むんだろう。

　どこまで求めれば、満たされるんだろう。

　宮坂といるだけで満たされているはずなのに、触れただけで、もっともっと欲しくなる。宮坂が作り出す、蜂蜜みたいに甘い世界に、溺れたくなる。

「……あ、ダメッ、そんなトコ……」

　長いキスが終わった後、宮坂の唇が首を滑り落ちる。鎖骨あたりで止まったそれにチュッて少し強めに吸いつかれて、思わず宮坂を止めた。

「……見える場所にはつけないでよ」

　しっかりついた跡をペロッて舐めた宮坂が、クスッと笑う。

「早川が沖田なんかに騙された罰」

「罰って……」

「早川はちょっと目を離すと、すぐにほだされて騙されてるから。心配で仕方ない」

「……ごめんなさい」

「俺だけを信じてだとか、そんな無茶なことは言わないけど、少しは自分でも気をつけてほしい。俺のことを想ってくれてるなら」

「うん……。わかった」

　どちらからでもなく、三度目のキスをして、いちゃいちゃしていたとき、定時のチャイムが鳴ってハッとした。

「宮坂、戻らないと」

　胸を押して離れようとしたのに。宮坂はなぜか私の背中に回した手を離そうとしない。

「いいよ。どうせ今日はこのまま飲み会になるんだろうから」

「あ、そっか。宮坂と三井部長の昇進祝いしなきゃだもんね！　あと、三井部長と篠田さんの結婚も」

「どうせ福田あたりが中心になって店探しをやってるだろうし、あと三十分もしてから戻れば誰もいないだろ」

「え、でも、宮坂主役でしょ？　いないとマズイよ」

「社長に呼び出されたまま帰れない、ってことにしておけば問題ない」

　胸ポケットからスマホを取り出した宮坂が、どこかに電話をかける。少し待つと、私にも聞こえるような、梢の明るく大きな声が響いた。

『はい。第二営業課、西岡です』

「宮坂だけど、社長との話が長引きそうだから、俺たち抜きで楽しんで。みんなにも伝えておいてほしい。飲み会、やるんだろ？」

『あー、うん。福田が電話で予約してたし、定時のチャイムで半分くらいの人が飛び出していっちゃったよ。飲めるなら名目はなんでもいいんだろうねー』

　梢の言葉に宮坂がフッと笑う。

「西岡も行くんだろ？　俺と早川のこと、誰かが気にしてたら伝えてくれると助かる。あと、もし第一営業課も一緒なら、沖田も不参加かもしれない」

『了解です。宮坂課長』

「……やめろ、それ」

『芽衣によろしく伝えてくださいね、宮坂課長。あ、あと、課長。社内でのいやらしい行為はご遠慮くださ――』

「切るからな」

　梢の言葉を待たず、宮坂が電話を切って会話を強制終了させる。そして、スマホをポケットに入れてから私を見た。

「西岡が早川によろしく伝えてくれって」

「うん。聞こえてた」

　苦笑いして答えると、宮坂がぐっと腕に力を入れる。抱き寄せられる形になって見上げると、すぐ傍に宮坂の顔があった。浮かべているのは……妖美な笑み。

「三十分。なにして過ごそうか」

「……課長。社内でのいやらしい行為は禁止らしいですよ」

「合意でも？」

「……合意でも」

　言葉で止めつつ、私からチュッてキスをすると宮坂が笑う。

「そうだったな」

　そして、今度は宮坂からキスをした後、続ける。

「それに……三十分じゃ足りない」

　色っぽい声と表情が胸を鷲わし掴づかみにするから、なにも言えずに宮坂の胸におでこをくっつけた。

　ドキドキする宮坂の香り、体温。私をとろけさせる、声と指先。

　満たされた心から溢れ出すのは、甘い幸せ。

「ねぇ、宮坂」

「ん？」

「ずっと、傍にいてね」

　いつか宮坂がそう言ってくれたときには、沖田さんとのことが引っかかって曖昧にしか答えられなかった約束。それを、今度は私から。

　不思議そうにした後、宮坂が笑う。

「今までだって、早川が気づかなかっただけでいつも隣にいたけど」

「……意地悪いよ。課長」

　ふてくされて見せると、今度はにこりと笑った宮坂が、私の耳にささやいた。

「傍にいるよ。……ずっと」

　宮坂の肩越しに見える、窓から差し込む夕日。その光が、涙が浮かんだ瞳のせいでキラキラと輝いて見えた。

　入社して三年とちょっと。仕事に向き合えたのも、笑っていられたのも、宮坂が助けてくれていたから。知らないところで、守ってくれていたから。

「今日、夕飯食べに行く？」

「あ、うん。宮坂の昇進祝いしないとだしね」

「それはどうでもいいけど」

「なんで？　しようよ。ふたりきりなら祝ってもいいでしょ？」

　宮坂の指が、誘うように頬に触れる。

　私をとろけさせるほどに優しく細められた瞳。甘く触れる指先。宮坂の存在が、オフィスを蜜色に染めていく。

「じゃあ、ワインでも買って俺の部屋で飲む？　もちろん、早川の都合がよければだけど」

　優しくも色っぽさを覗かせる微笑みに、少しはずかしくなりながら頷いた。

「……連れてって」

〝私はきっと、この人を好きになる〟

　私はきっとこの直感を、ずっと、何度でも。抱いていくんだ。

　宮坂の隣で。
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始まりのキス




　初めて会ったのは、入社試験だった。

　緊張って言葉がこれでもかってほどに顔に出ている早川に目を引かれたのは、試験の待ち時間があまりに長く退屈だったのと……今思えば、少しの興味だったのかもしれない。




「宮坂……さん」

　同期の早川は、普段、俺を名字で呼び捨てにする。それをこんな風にさんづけで呼ぶときは決まって問題を起こしたときだ。問題といっても、早川が持ってくる問題は大きなものじゃない。パソコンをフリーズさせたか、それか――。

「忙しいところ悪いんだけど、コピー機が詰まっちゃって……協力を要請したいなーなんて」

「コピー機か……。今月入って何度目だか覚えてる？」

「……三度目です」

「この辺一帯でコピー機に紙詰まらせるなら、早川の右に出るヤツはいないな」

「……すみません」

　謝る早川の向こうにある、給紙カセットや側面のカバーが開いたままのコピー機を見る限り、自力でなんとかしようと試みてから頼みに来たらしい。

　わざと聞こえるようなため息をつきながら席を立ってコピー機まで歩くと、申し訳なさそうな顔をした早川が後ろに続く。

「給紙カセットは見たんだけど、もっと奥の部分で詰まってるみたいで……」

「給紙ローラーがもう摩耗してるんだろ。とりあえず、クリーニングすれば一時的には使えるようになるだろうから」

「あ、本当？　よかったー。壊しちゃったかと思った」

　毎回、早川からしたら嫌味にしかとれないようなことを言うのにコピー機の修理に俺を呼ぶのは、ただ〝同期だから〟って理由なのはわかっている。

　早川はなんでも態度に出るヤツだから、俺をただの同期としか思っていないのは百も承知だった。

　それをわかった上でも、ほかの社員じゃなく俺を頼ってくれることにうれしさのようなものを感じ始めたのは、いつからだったか。

「直った。次に詰まらせるのは来週以降にしてくれると助かるんだけど」

「うん。気をつけます！」

「じゃ、仕事戻るから」

「あ、宮坂」

　戻ろうと一歩足を踏み出したところで呼び止められて振り向くと――。

「ありがとね」

　まっすぐな笑顔が向けられた。




　早川を目で追うようになったのは、新人研修のあたりからだった。

　お人よしの早川は、ほかのヤツらと親睦を深めようとしない俺に気を遣ったのか話しかけてきて。

　別に仲良くしたいとも思っていないし、ひとりが好きなんだから放っておいてほしいと冷たくあしらっていたのに、毎日めげることなく笑顔を向けてくる早川に、トゲトゲしていた気持ちは根こん負まけして和らいでいった。

　こんな風に言えば聞こえが悪いが、早川は流されやすい上にほだされやすく、あまり自分ってものを持っていない。だからこそ、営業先の既婚社員からの誘いをうまく断れなかったり、酒の回った同期に言い寄られていたり、危なっかしいと思うことがたびたびあった。お人よしが移ったのか、俺も放っておけなくなったのは早川に出会って数カ月が経った頃だ。

　たまたま同じ部署に振り分けられて、席も隣だったから、余計に早川のことが目についたんだろう。

　見ているこちらが放っておけなくなるような危機感のなさや、鈍感さ、抜けた部分や……思わず手を貸したくなるような一生懸命な部分が。




　同期で年越しをしようという趣旨のメールが届いたのは、ひと通りの仕事ならひとりでこなせるようになった、入社して初めての冬。

　正直、アルコールはそこまで好きでもないし、飲み会の騒がしい雰囲気も苦手だ。

　それなのに、面倒だと思いながらも毎回顔を出すのはなぜかと聞かれれば、多少ではあっても仕事関係の情報交換ができるからだということ。そしてなにより、欠席すると得意のお人よしを発揮した早川が心配してきて面倒くさい、というのがいちばんの理由だ。

　俺は好き好んでひとりでいるだけで、誰かに仲間外れにされているわけでもなんでもない。いい大人になってまで〝みんなで仲良く〟といった、まるで子どものような思考にはついていけないし、この歳でそれはどうかとも思うけれど……。あまり同期と馴な染じめていないんじゃないかという心配を全面に浮かべた瞳で問われる方が面倒だから。

　いつだったか、二度連続で同期の飲み会を断ったとき、俺に向けられた早川の眼差しを見て、そう思って諦めた。




　そんな事情から出席した年越しの飲み会は、言いだしたヤツの部屋で行われた。

　二十二時スタートという、遅めの時間設定は、朝、初日の出を見るまでが計画に含まれているためだ。誰が言いだしたのか知らないが、勘弁してほしいと思ったのは言うまでもない。

　十数人の同期が集まる部屋は、イベント性を含んだせいでいつもの飲み会よりも騒がしかった。

　話は、尾お関ぜきっていうヤツが彼女にクリスマスプレゼントとして指輪を渡したのにサイズが違っていて怒られたっていうことから、サプライズの是非を問うものへと発展して。

　そもそも指輪は彼女のリクエストだったようで、それってもしかして尾関への結婚の催促だったんじゃ……なんて疑惑へと移り。

「まだ遊びたい」という尾関の主張から「最低」「それが男心だ」「最低」の水掛け論になり、さすがにどうでもよくなった俺が少し外に出ようと立ち上がったとき、西岡 梢に声をかけられた。

「あ、宮坂、外出るの？」

「ああ。少し」

「じゃあ、ついでにコンビニで肉まんとか買ってきてよ。適当でいいから」

「了解」

　頼まれた買い出しに頷いてから、コートを着て外に出ると、澄んだ空に星が散らばっていた。吐く息が白く残ってから静かに消えていく。

　張りつめた冬の空気を感じながら数歩歩いたところで、後ろでドアが開く音がして振り返ると、白い息を吐く早川が立っていた。

「宮坂、私も行く」

　コートを着てマフラーを巻いた早川がパタン、とドアを閉めると、賑やかな声が部屋に閉じ込められる。

「ひとりで平気だけど」

「でも、私も外の空気吸いたかったから」

「……俺は、外の空気吸いたいなんて言ってないけど」

『私も』と言われたのが引っかかって答えると、早川が笑う。いたずらっ子のような笑い方で。

「言わないだけで思ってるくせに。宮坂こういう会あまり得意じゃないでしょ？」

「まぁね。でも出ないと翌日誰かさんがしつこく〝どうして来なかったのか〟とか、〝同期のヤツらと人間関係うまくいってないのか〟とかいらない心配するから仕方なくね」

「……だって宮坂ってあまり自分から溶け込もうとしないから心配で。お節介なのはわかってるけど、せめて同期の中でくらいは仕事のグチとかいろいろ話せた方が、気が楽なんじゃないかなぁって」

「聞かされてるのは延々、尾関の彼女話だけどね」と言いながら歩きだすと、早川が笑いながら「確かにね」と言い、後ろをついてくる。

　寒いのか、早川が手に〝はー〟と息を吐く音を背中越しに聞きながら少し歩いていると、しばらくしてから「あれ？　宮坂、道間違ってるよ」と後ろから話しかけられた。

「少しくらい遠回りしても大丈夫だろ。どうせ戻ったって尾関が騒がしいだけだし」

「それ聞いたら、尾関泣いちゃうよ。結婚迫られてたらどうしようってだいぶ弱ってたから」

「その前に、ずいぶん前から遠回りしてたのに、今さら道が違うって気づいたの？」

「違うなぁとは思ってたけど、宮坂が進むならこっちの道があってるのかなって思って。ほら、抜け道とかあるのかなって」

「あまり他人を信用しない方がいいと思うけど。のこのこついてきて変なところに連れ込まれてからじゃ遅いんじゃない」

　早川が黙るから、言いすぎてムッとさせたのかもしれない、と考えながら歩いていると。

「でも、相手宮坂だし」

　しばらくしてからそんな答えが返ってきて、なぜかうれしいような気に入らないような不思議な気分になった。うれしさは、コピー機が故障するたびに俺のところまで来るっていうのと同じで、頼られてるって部分に。気に入らないのは……男として意識されていないのかもしれないという部分にだった。

　だからといってそれを言葉にするわけでもなく、それから他愛無い話をしながら少し歩いて、川沿いの道に出る。と、同時に一気に頭上の景色が開けて一面の星空が広がった。

　川の流れる音は冷たく耳に届くが、悪くなかった。

　足を止めた俺に、隣に並んで空を見上げた早川が白い息を吐きながら言う。

「そういえば、星が出てるの見るの久しぶりかも」

「クリスマスのあたりからずっと曇りだったしね」

「クリスマスかー。宮坂は小さい頃サンタさんになにか頼んだの？」

　早川が無邪気な顔を向けてきた。

「まぁ、普通に。十歳くらいになったとき、『いい加減サンタとかもういいから』って言ったけど、親があまりに必死に『サンタはいる』って言い張るもんだから、そこからは親に付き合ってた感じだけど」

「宮坂らしいね」

「早川は今でも信じてそう」

「そうやってまたバカにするし」

　苦笑いを浮かべる早川の横顔を眺めながら「やっぱり指輪が欲しいとか思うの？」と聞くと、早川は少し不思議そうな顔をした後、「ああ、尾関の話？」と笑った。

「好きな人からもらいたいとは思うかな。クリスマスとかにもらえたら、やっぱり特別に感じるし」

「へぇ」

「でも、一緒にいられたら、それだけでもうれしいんじゃないかな」

「得意の綺麗事か」

「そっちこそ、今年最後の日まで得意の嫌味とかやめて」

　ムッとした顔で言った早川が視線を空へと戻し、手に息を吐く。

「それにしても、冬の星空って綺麗だね。空気が澄んでるからだっけ」

「放射冷却が起こるくらい冷え込んだ日がいいって聞くけど。あとは、月のない日の明け方とかね」

「そうなんだ。見てみたいなぁ」

　今度、一緒に見る？

　このとき、出かかった言葉を呑み込んだ俺を、気づきかけた気持ちを押し込んだ俺を、早川は知らない。

　知らなくていいと思った。今感じている気持ちが一時的なものかそうじゃないかの区別もつかなければ、程度もわからない。

　けれど。星空を見て喜ぶ顔が見たいと思ったのは事実で。そんなことを本気で考えた俺の方が綺麗事を言っているのかもしれないと、星を眺める早川の隣で静かに苦笑いをこぼした。お人よしだけじゃなく、綺麗事まで移ったのかと。




　同期での年越しを済ませてからも、当たり前といったら当たり前だが、早川の騙されやすさや鈍感さは変わらなかった。

　たとえば、相変わらず尾関が結構な頻度で主催する同期会。酔ったところを、下心が顔ににじみ出ているようなほかの男が『送ってく』なんて言っても、それを本当にそのままの意味で捉えていたり。しまいには、『ありがとう』なんて呑気にお礼を言っていたり。

　変わらない早川に対して……変わったのは、俺の方だった。早い話が、嫉妬だと気づいてはいたけれど、気づいたところで収まるわけじゃないから厄介だった。問題点を見つければすぐに修理でき、それまで通りスムーズに動くようになるコピー機とは違う。

　早川の危なっかしさを目まの当たりにするたびに、早川を適当に扱おうとするヤツを見るたびに、鋭いイラ立ちが頭を占めるようになった。

　早川は確かに流されやすいし、八方美人な部分があるせいで、断り下手だ。なにをするにも言うにも、〝相手を傷つけたら〟っていう考えが先にきて、そのせいでうまく立ち振る舞えない。それは悪く言えば優柔不断なのかもしれない。

　でも決して、軽く扱われていいヤツじゃないことを知っていたから……ずっと見てきて、わかっていたから。

　早川を適当に扱おうとするヤツに腹が立って……いつの間にか、柄にもなく見えないところで早川を守るようになっていた。

　後から思えば、見えない部分でフォローしていたのなんて入社してすぐの頃からだし、早川への気持ちをぼんやりとだけど初めて意識したのだって、星空を眺めた日よりもずっと前だ。そんな自分をらしくないとは思いながらも、まぁ早川の危なっかしい性格のせいだろうと深くは追及しない時期が長かっただけで。だから、早川への想いが恋愛だとかそういう類のものだと気づいたのは、実際にそれを持ち始めた時期よりもずっと後だったように感じる。

　気づいたら……なんて言い方はあやふやで好きではないけれど、その表現がいちばんしっくりくるのかもしれない。でも、別に気持ちに気づいたからといって行動に移すつもりはなかった。

　早川が俺に気がないことはわかっていたから、なにか行動を起こしてこちらの気持ちに気づかれるのは嫌だった。早川が俺の気持ちに気づいたら、少なからず罪悪感を抱いたりするのはわかっていたから。困らせるのは本意じゃない。




「なにかあったのか？」

　それでも、目に見えて落ち込んでいる早川をそのままにしておくこともできずに声をかけたのは、ある金曜日の終業後。早川がパソコンを閉じたときだった。

　二年半前の同期との年越しをきっかけに早川への気持ちに気づいてからも、こんな風に直接聞いたことはなかった気がする。早川も、俺がそんなことを聞いたのがよほど珍しかったのか、俺の顔をまじまじと見て。

　それから笑った。

「そっちこそなにかあった？　宮坂がそんなこと言うなんて珍しい……っていうか、初めてだよね」

「隣であまりに塞ぎこまれてても、空気が重たくてうっとうしいから」

　早川への気持ちに気づいてから、出る言葉は憎まれ口ばかりだ。

　気持ちを悟られないようにという思いが無意識に働いているのか、口を開けば早川を怒らせるような言葉ばかりが並ぶ。

　それなのに早川は俺に距離を置いたりしないのだから、知ってはいたが相当なお人よしだ。

「そういうヤツだよね。宮坂は」

　苦笑いを浮かべた早川が、バッグを机に置き、帰る準備を始める。

「でも、ごめんね。宮坂にも勘づかれちゃうほど重たい空気出しちゃって」

　そう笑った早川は俺の方を見て言った。

「今日、これから梢と飲みに行くんだ。そこでスッキリさせて、来週には空気軽くするから。これ、お詫びと、気づいてくれたお礼。ありがとね」

　俺の机の上に、カフェオレの缶を置く。

「お礼なんて言っても、買ったまま飲むの忘れてたやつだけど。じゃあ、お先にね」

　最後ににこりと笑顔を残した早川が、同期の西岡と一緒にオフィスを出ていくのを目で追ってから、机に置かれた缶に視線を落とした。




　嫌味に対して返ってきたのは、『ありがとう』の言葉と笑顔。

　もう、何度となくもらっている温かさに、いい加減気持ちを吐き出してしまいたくなるのをぐっと堪こらえた。

　俺が好きだって伝えたところで、早川は困るだけだ。

　別に俺は、今の関係が壊れようとどうでもいいけれど、早川は違うだろうから。俺をフッたりしたらきっと、それから毎日俺に気を遣うのが目に見えている。毎日毎日、感じても仕方のない罪悪感を抱くのが手に取るようにわかる。

　全部、俺のせいで。それだけは嫌だった。

　早川の残したカフェオレは、普段ブラックしか飲まない俺には甘く……そして苦かった。




　部屋のインターホンが鳴ったのは、その日の夜中といっていい時間帯。時間が時間なだけに無視も視野に入れて見たカメラには、西岡の姿があって。

　こんな時間にどうした、というこちらの問いを無視して『とにかくエントランスまで来て』という西岡の言葉に従い、着いた先にいたのは……タクシーの中で寝息を立てている早川だった。

「芽衣、酔って寝ちゃったから泊めてやってよ。私じゃ部屋まで運べなくて」

　笑いながら非常識なことを言う西岡に批難の目を向ける。

「タクシーに乗せたなら、早川の部屋まで運んでやればいいだろ」

「だから、タクシーから下ろせないんだって。宮坂なら運べるでしょ。だから」

「俺がひとり暮らしだって知ってるだろ？　たとえ運べても俺の部屋に泊めるわけにはいかな――」

「まぁまぁ。宮坂さー、なんでもいいから救世主になってあげてよ。芽衣の」

「救世主？」

　わけのわからないことを言いだした西岡をいぶかると、西岡は「そう」と頷いてから説明を始める。

「あの子、また変な男に引っかかりそうなの。ほら、よくも悪くもいい子すぎるから、すーぐ口車に乗せられちゃって。で、結局最後は芽衣が傷つくお決まりのパターンにまた入りそうなとこでね。目、覚ましてあげてよ」

「……なんで俺が」

「ふふー。この手の勘は私、結構鋭いからね。言っておくけど、宮坂の片想いなんて三年前から気づいてるから。今さら隠したってムダよ」

「三年……？」

「去年だか一昨年おととしだかに、同期で年越ししたことあったでしょ？　宮坂に買い出し頼んだとき、芽衣も行ってくればって外に出したの、私なんだから。あのときから宮坂が酔った勢いでうっかり気持ちが抑え切れなくなって、芽衣に手出して戻ってこなければいいのに、とか企たくらんでたんだからね」

　驚いたのは、西岡の企みが恐ろしかったからだとか、そんな前から気づかれていたからってわけじゃない。

　そもそも、そんな前から自分が早川をきちんと好きだったのかってことで。

　少し信じられない気持ちにはなったものの、本人の言うように西岡のその類の感情に関する目は確かだと思い、苦笑いがもれた。

　早川をいつも鈍い鈍いと思っていたけれど、俺も自分自身の感情には鈍かったのかもしれない。

「もー、宮坂の強固な理性、男としてどうなの？　いつまで見守ってるつもりだか知らないけど、いい加減じれったくなっちゃって、私も。それに、芽衣だってちゃんと想ってくれる人と一緒になった方が幸せだもん」

　そう微笑む西岡が言っていることはもっともだとは思うけれど。

　肝心なことが抜けている。

「本人の気持ちを無視して話を進めたって仕方ないだろ。早川が俺を好きでもなんでもないのは、俺だって知ってる」

「そんなの、好きにさせればいいだけじゃない」

「簡単に言うな」

「宮坂は、自分が気持ちを伝えたら芽衣が困るだけだと思ってるんでしょ？　違う可能性だってあるかもしれないのに、〝困らせるかも〟ってだけで行動に移さないなんてバカバカしくない？　せっかくイケメンなのに」

　じっと見上げてくる西岡に、一歩たじろぎそうになりながらも踏みとどまる。

「宮坂、確率とかそういうの重視しそうだけど、恋愛に関してはその計算通りじゃないと思うけどなー。少なくとも、芽衣は宮坂のこと嫌いじゃないし、そんなにずっと想ってくれてたんだって知れば、気持ちは揺れるんじゃない？　それに宮坂イケメンだし」

「……顔の話はもういい」

「そう？　まぁ、ここまで言っても宮坂が踏ん切りつかないなら、芽衣は今引っかかりそうになってる、ろくでもない男のとこに運ぶことにするけど……どうする？」

　探るように見上げてくる瞳に、笑みの浮かぶ口元。

「……挑発か」とこぼすと、西岡はニヤリと笑う。

　好きにとれ、そういうことだろうと判断して、俺は呆れ笑いをもらした。

　早川を困らせるつもりはない。けれど……このままほかの男の部屋に泊まらせるなんて選択肢を選べるはずはなかった。

　本当は……あの星空を見上げた夜からずっと、ただの同期を演じながら、心のどこかで俺を男として意識してほしいと思っていたのだから。

「あ。覚悟決めた？」

「西岡までこんなにお節介だとは思わなかった」

「親友が悪い男に引っかかりそうなのを、みすみす見てるだけなのが嫌なのよ。芽衣みたいに誰彼かまわずお人よしなわけじゃないしね。それより、いい加減タクシーの運転手さん解放してあげないと文句言われちゃうから急がないと。宮坂、芽衣抱えてよ。部屋のドアは私が開けてあげるから」

　西岡に言われるまま、タクシーの運転手にグチを言われながらもそれを無視して早川に手を伸ばす。背中におぶったのに、その振動でも目を覚まさない早川は、相当飲んだらしい。

「……まさか、俺のところに泊まらせるのが目的で飲ませたわけじゃないよな？」

「明日お姫様が起きたとき、どんな顔するか楽しみね」

　俺の問いには答えずそう笑う西岡は、早川にとっていい友達なのかどうなのか。

「言っておくけどね、私は宮坂が相手だからこうまでしてるんだからね。芽衣を泣かすようなろくでなしじゃないって信頼してるからなんだから。それに、宮坂だって私の大事な同期だしね」

　声にはしなかった言葉を読まれたようで、くっと喉の奥で笑うと、部屋のドアを開けた西岡が「じゃあ、私はこれで」と手を振る。

「西岡も、帰り気をつけて」

「大丈夫。駅までは待たせてるタクシーで行くから。終電間に合うし」

「……まだ待たせてたのか」

「いいのよ、お金払ってるんだから、ちょっとやそっと待たせたって問題ないでしょ。じゃあね。芽衣をよろしく」

「ああ」

　パタン……と静かな音を立てて玄関ドアが閉まる。




　ずっと、見ていられればそれでいいと思っていた。

　このまっすぐで、すぐにおどおどする瞳に、俺のせいで陰りを落としてしまいたくなかったから。




　ベッドにゆっくりと早川を下ろすと、「ん……」と小さく声をもらす。穏やかではあるものの少し速い呼吸はアルコールのせいなのか。

　悩み事をスッキリさせるためにずいぶん飲んだ様子の早川の頬は、ピンク色に蒸気していて、その熱を確かめるようにそっと手を伸ばした。

　ずっと、見ていられればそれでいいと思っていた。

　でも。

　西岡に連れられてきた早川を受け入れたとき。この部屋のドアが閉まったとき。そんな想いは脆もろく崩れ去った。結局俺は、早川が笑っていてくれればそれでいいなんて綺麗事を思いながらも、そのとき早川の隣にいるのは自分がいいとどこかで思っていて。ほかの誰かではなく俺を見てほしいと思っていて。

　フタを開ければ欲だらけで、やっぱり俺に綺麗事は似合わないと苦笑いがもれた。

　もう、似合わないことはやめる。たとえ困らせる結果になったとしても、もう戻れないし、戻らない。……そして、戻させない。

　背中に乗せたぬくもりを、存在を。自分でも知らないうちに大事でたまらなくなっていた早川を、欲しいと思ってしまったから。

　伸ばした手で唇に触れると、早川が小さな声をもらした後、ふっと目を開けた。焦点が定まらないのか、ぼんやりとこちらを見つめる瞳に静かに聞いた。

「早川、キスしてもいい？」

「え……」

「するよ。嫌なら、ちゃんと嫌がって」

　戸惑いながらもぎゅっと固く目を閉じた早川の唇に、そっとキスをして。それから、深く唇を合わせる。唇を舌でなぞれば、こちらの要望に応えるようにそっと唇が開かれて……許されたことに、言葉にできないうれしさを感じながら、湧き上がる愛しさにゆっくりと早川に触れた。

　頼むから、俺のものになって。そんなことを願いながら。




「なんで……宮坂がいるの……？」

　翌朝、なにも覚えていない様子の早川に、まだ引き返す余地を見つけたけれど。もう戻る気はなかった。

「……昨日、早川を抱いたのは、俺だから」

　今、目が覚めたかのように驚いた瞳を向けてくる早川を、じっと見つめる。

　この瞬間、〝ただの同期〟という三年間の関係が崩れ去った。

　綺麗事を捨てて、伸ばした手。そこから新しく築いた関係が、どこまでも甘く俺を満たすものだと知るのは、もう少し先のこと。










ジンクスよりも、ブーケよりも




　十二月二十三日。午後四時。

　寒空の下に舞うのは、雪ではなくたくさんのシャボン玉。

　教会の外階段を下りてくる篠田さんは息を呑むほど綺麗で、女の私でも思わず見入ってしまった。もっとも、ウエディングドレスに憧れがある女だからこそなのかもしれないけれど。

　頭につけたベールを後ろに流した篠田さんは、タイトなウエディングドレスの上に、真っ白なファーのストールを巻いていた。

　ヒールを履いている篠田さんの手を、タキシードに身を包んだ三井部長が支える。ゆっくりと下りてくるふたりに、たくさんの拍手と……一部からの盛大なひやかしが飛んでいた。

「ひやかされてるねぇ」

　隣で見ていた梢の楽しそうな声に「ね。まだお酒入ってないのに」と、少し呆れながら笑う。

　今は挙式が終わったところで、これから披ひ露ろう宴えん会場に移るっていうのに今からこんなんで大丈夫だろうかと心配になるほど、第二営業課の全員がはしゃいでいた。

　みんなから好かれていた三井部長の結婚式だし、無理はないけれど……。篠田さんのお友達らしき女の子たちが若干引いているのが見てとれて、なんだか申し訳ない気持ちにさせられる。

　そんな中でもひとり、涼しい顔しているのは――。

「宮坂のしてるネクタイって、芽衣があげたやつ？」

　宮坂を見ていたのがバレたのか、聞いてきた梢に少しはずかしくなりながら頷く。

「うん。まぁ」

「宮坂、なにも欲しがらないから、プレゼントなににしようかってずっと悩んでたもんねー。よかったんじゃない？　ネクタイ。似合ってるし」

　一カ月悩みに悩んで決めた誕生日プレゼントは、紺に白のストライプの入った細めのネクタイ。リバーシブルの裏は光沢のある紺に黒の格子柄。表はビジネスで使えて裏は今日みたいなパーティーのときに使えるって店員さんに聞いて選んだものだった。

　付き合いだして五カ月は経つけど、宮坂の好きなものって未だによくわからなくて。さんざん悩んだ結果、泣く泣く最終手段としてとっておいた、本人に聞くっていう行動に出たっていうのに。

　宮坂は思い詰めた私に対して『別になんでもいいよ』とか『いらない』とか、困らせる回答を連発した。

　宮坂が困らせようとして言っているわけじゃなくて、元からそういう人なんだっていうのはもちろんわかってるけど。

　でもさすがにそれはちょっとどうなんだってケンカ……とまではいかなくても不穏な雰囲気になったのは三週間前のことだ。

　そんな、決していいとは言えない状況の中で迎えた宮坂の誕生日……十二月十五日。

　元々部屋に寄る約束をしていたから、気まずい感じを引きずりながら、なんとなくふてくされた顔で部屋に入って。

　結局、無難で実用性も高いし、それに三井部長と篠田さんの結婚式でもつけられるし！と、理由をたくさんつけて選んだネクタイを『気に入るかわからないけど』と差し出すと、宮坂は優しく微笑んでから、少し申し訳なさそうな顔をした。

『宮坂は、あまりイベントとか興味ないだろうけど、私はちゃんとしたいから』ってブツブツ言った私を、宮坂は『ごめん。ありがとう』と言って抱き締めてくれて。それから、約束通りご飯を食べて、こっそり買ってきたケーキも食べて、そして――。

　その先の記憶を辿ると顔が赤くなりそうで、頭を軽く振ってやめる。十二月に薄手のドレスで外にいるっていうのに、思い出しただけで蒸気が出そうだ。

「でも、急にドレス貸してほしいなんて言うから驚いた。ドレス準備しててコーヒーこぼすなんて、芽衣は本当にどっか抜けてるよね」

「……ごめん」

「いいけどね。私は元々違うの着る予定だったし。素敵でしょ、これ」

　梢の今日のドレスは、光沢のあるワインレッドのチューブトップ。スカートは膝丈でふんわりと揺れていた。首元と肩を包むのは、黒いファーのボレロだ。

「綺麗だね。新しく買ったの？」

「そう。ほら、先月もあったじゃない、結婚式。だからさすがに同じのだとなぁって思って。芽衣、確か二着持ってたから借りようかなーとも思ったんだけど、どうせこの先もあることだし、この際買っちゃおうかなって思い切っちゃった」

　そこまで言った梢が、あれ、と首を傾げる。

「芽衣、二着持ってたんだから、汚してない方を着ればよかったのに」

「えっ、ああ、でも私も先月着たやつだったから……」

　そろーっと目を逸らしながら言ったけれど。横顔に突き刺さってくる視線に、梢がなにかを勘ぐっているのがわかった。

「……芽衣さー、ドレス貸してって言ってきたとき、なんで『ハイネックの』って指定したの？」

「あー、梢が着てるの見て、かわいいなーって思ってたから。それで……。ほら、梢が新しいの買ったなんて知らなかったから。お互いに交換すればいいかなって……あ！　ほら、ブーケトスが始まるみたい」

「あっ、ホントだ。行かなくちゃっ。芽衣は？」

「私はいいや。ここから見てる」

「そう？　じゃあ取ってくる」と走りだす梢の後ろ姿を笑顔で見送りながら、話題が逸れてホッと胸を撫で下ろした。




　梢から借りたのは、黒のハイネックドレス。首元から腰まではわりとタイトだけど、スカート部分はふわっとしていて丈は膝より少し上くらい。

　ノースリーブだからと、梢が一緒に貸してくれたラメ入りのグレーのストールを肩に巻いているからそこまで寒くはない。

　でも、本当に梢がハイネックのドレスを持っていてよかった。もし借りられなかったら、新しいのを買うか、首にマフラーみたいにストールグルグル巻きかを選ぶはめになるところだった。

　それにしても梢、〝行ってくる〟じゃなくて『取ってくる』って断言してったな。

　そう苦笑いを浮かべながら眺めていると。ブーケトスが行われる場所とは違う方向に走っていく、ひとりの女の子の姿に目を引かれた。

　お化粧室かな、となんとなくその子の行く先を眺めていて……止まった先に驚く。頬をほんのりと赤く染めた女の子が走り寄ったのは、宮坂だったから。

　それもなにかメモのようなものを渡しているから、さらにびっくりして自然に顔をしかめていた。

　二次会とかならまだしも、挙式が終わった時点でそういう行動に出るって……。

　なんていう、一般常識的な疑問を抱いたのは、情けないけど頭の中のほんの一部だけ。顔をしかめた理由の大半は……多分、ただのやきもちだ。




　社内では宮坂の寡黙な部分が悪い方向の噂になって浸透しているせいで、誰も近づこうとはしない。近づこうとした人がいても、探りの段階で粉砕されたって噂がまた上乗せされて、宮坂はどんどん女子社員にとって近づきがたい存在になっていってるから。

　だから、こんな風に好意を持った女の子が宮坂に近づくのなんて初めてで。もしかしたら実際にはあったのかもしれないけれど、少なくとも私が見るのは初めてで……モヤモヤしたものに包まれた胸が心地悪くて、ふたりから視線を逸らした。




　ブーケは宣言通り梢が手にして戻ってきて、その後の披露宴も挙式同様、とても盛り上がって全体を通していい式だった。三井部長も篠田さんも終始笑顔で幸せそうで見ているこっちも……幸せな気分になっていたんだろうな、と思う。

　宮坂に走り寄る女の子を見たりしなければ。

　やきもちくらいでこんなダメージを受ける自分ってどうなんだ、とも思ったけれど、考えていくうちに、仕方ないことなのかもしれないと思い直す。

　ちゃんと好きになって付き合っている人って、考えてみれば宮坂が初めてなんだから。

　大学時代に付き合った人は、ただ流されてとか、そんな感じだった。好きは好きだけど、友達へのそれと大差なくてやきもちとかそんなのはあまりなかったから……これが、初やきもちってことになるのかもしれない。

　でも……あんまりいいもんじゃないなぁ。

「芽衣、どうしたの？　ボケッとして。もうすぐ駅行きのバス来るって」

「あ、うん」

「二次会行きの人結構いるみたいだねー。半分くらいそっちのバス乗るみたい」

「そうなんだ……」

　あれからずっと胸がモヤモヤしているせいで、披露宴中、隣のテーブルに座る宮坂の方を一度も見られなかったけど……宮坂はどうするんだろう。

　先週会ったときには、面倒だし出たくないって言ってはいたけど、会社関係の人もたくさん来るし、そうなると付き合いもあるだろうし……。

　そんな風に思って、披露宴会場からぞくぞくと出てくる招待客を見ていると、モヤモヤの原因である女の子が目にとまる。二次会行きのバス待ちの列に並ぶ女の子を見て、もし宮坂も二次会に行ったら、またあの子は宮坂に話しかけたりするのかなと考えて気が重くなったとき――。

　バッグの中でスマホが震えた。

　取り出してメール画面を開くと、差出人には宮坂の名前があって……内容を見てから梢にこのまま抜けることを告げ、式場の駐車場に向かって走りだした。

「車で来てるなんて思わなかった」

　高級感溢れる車内。でも、もう初めて乗ったときみたいな緊張感はない。ハンドルを握る宮坂は、視線だけを一瞬私の方に向けてまた前を向く。

　ネクタイはゆるめられていた。

「バスはあまり好きじゃないから」

「ああ。大人数でわいわいするの嫌いだもんね」

「それに、車で行けば二次会の誘い断るのも角が立たないし」

「ああ、そっか。でもそのおかげで助かっちゃった」と笑うと、宮坂は運転の合間にまたチラッとこちらを見る。

「それ、西岡に借りたやつ？」

「うん。……着る予定だったドレスが着れなくなっちゃったから。誰かさんのせいで」

　最後につけ足した嫌味とも文句ともとれる言葉に、宮坂は困り顔で笑う。

「あのドレス、前から思ってたけど、胸元が大きく開きすぎてるんだよ。今までは、注意する立場でもないからなにも言えなかったけど、本当はずっと思ってた」

「え、そう？　でも、スタンダードなデザインだしみんなあんなもんじゃない？　今日だって、来てた女の子みんなあんな感じだったし」

「だとしても。俺が嫌だったから」

　別に、反論しようと思っていたわけじゃないけど。そんな風に言われてしまえば返す言葉なんてポンと頭の中で消えてしまって、はずかしさやらうれしさやらで口をもごもごすることしかできない。

　付き合いだしてからも、やっぱり宮坂は宮坂だなーと苦笑いがもれるような言葉の切り返しは健在だけれど、こんな風に甘い言葉もかけてくれるようになった。

　それはすごくうれしいものの、未だに慣れないせいで、そんな言葉をもらったときには必ずといってなにも言えなくなってしまうから、少しだけ困ってしまう。

　憎まれ口には慣れているのに、甘い言葉に慣れていないなんてなんだかおかしい話だけど。

　ただの同期として過ごした時間の方が何倍も長いのだから仕方ない。

「この後、どうする？　俺の部屋寄ってく？」

　宮坂の提案に一度頷きかけてから、自分の格好を思い出して苦笑いを浮かべる。

「でも、着替えとかないからシワになっちゃうし……」

「それもそうか。じゃあ、送る――」

「あの……っ」

　送るって言葉を遮るようにして言った私の声が少し大きかったからか、宮坂は少し驚いたようにこちらを見た。

「あ、ごめん……」

　いつも言わないような言葉を言おうとしたせいで思った以上に大きくなった声に、私自身も戸惑いながら、続く言葉をぼそぼそと声にする。

「あの、だから、迷惑じゃなかったら……服、借りてもいい……？」

　つまり、〝宮坂の部屋に寄りたい〟ってことが伝わったようで。しかも、私の緊張とか戸惑い具合から、そういう意味で寄っていきたいんだって伝わってしまったようで。

　それが宮坂の驚いた表情から見てとれた。

　やっぱり言わなきゃよかった、と激しい後悔とはずかしさに耐えられずうつむいていると、「いいよ」って優しい声が降ってくる。

　そろっと顔と視線を上げると、うれしそうに微笑む瞳と目が合って胸が大きく鳴った。そこから宮坂のマンションに着くまでの車中、私の顔がずっと赤かったのは言うまでもない。




　そういうことを誘ったり雰囲気を作ったりするのは、いつも宮坂の方だったから、私から誘ったことは一度もなかった。

　だからか、初めての私からの誘いを、宮坂はなんでなのか不思議だったようで。

「なにかあった？」

　部屋に着いて、宮坂から借りた上下のスウェットに着替えたところで聞かれた。

　ベッドに腰かけた彼がおいでって手招きをするから、はずかしく思いながらもゆっくりと近づく。

　ドレスは、宮坂が貸してくれたハンガーにかけておいたから、シワにはならないで済みそうだ。

　私が脱衣所にいる間に着替えたのか、Ｔシャツに黒のカーディガンを羽織った彼の前に立つと、くるっと向きを変えられてから抱き寄せられた。座った状態で宮坂に後ろから抱き締められる形になって、胸が跳ねる。

　緊張ももちろんするけど、同じくらい安心もして。おまけに愛しさだとかも湧き上がってくるから気持ちが忙しい。

「芽衣からこういうこと誘ってくるの、初めてだな」

　ダイレクトに鼓こ膜まくに注がれる声と耳元で震える空気、そして自分から誘ったっていう事実に、身体の奥がきゅうっと締めつけられる。

　いつも聞いているはずの声が色を含んでいることに気づいて、顔が熱くなったのが自分でもわかった。

　触れている背中が熱い。やっぱりバレてたんだと思うと、余計に。

「なにかあった？」と聞きながら耳にキスする宮坂に、少し身をよじって。言うか悩んだ後、ゆっくりと口を開いた。

「なんか……私のだって、確かめたくなって」

「は？」

「ブーケトスのとき……宮坂、女の子に声かけられてたよね？」

　顔半分振り返りながら聞くと、至近距離に宮坂の瞳があって、目を伏せながら続ける。

「なにか渡されてたけど……なに？」

　言ってから、もしかしてとんでもなくうっとうしいことを聞いているんじゃないかって不安になった。こういうの、宮坂は嫌がるかもしれないって。こいつうぜぇとか思われたらどうしよう……っ。

　そう思って、「やっぱりなんでもないっ」と質問を取り下げようとあわあわしていた私に、宮坂がひと足先に答える。

「ああ、見てたのか。でも、見てたならわかるだろ。突き返したって」

「……え？」

　目を合わせると、宮坂は不思議そうな顔をして続けた。

「渡されたメモが電話番号だってわかって、すぐに返した。かけることはないからって」

「見てたんだろ？」と聞く宮坂に、「途中までは……」と答えると、ますますわからなそうにするから、うつむいてもごもごと説明する。

「だって、宮坂が女の子に言い寄られてるところなんて初めて見たから……途中で目を逸らしたの。なんか……見ていたくなくて。でも返したんだ……そっか」

　宮坂を疑っていたわけじゃないけれど、今日ずっと引っかかっていたことではあったからホッと胸を撫で下ろす。

　安心して気が抜けたのか、「よかった」って呟いたままなにも言えずにいる私に、宮坂が「嫉妬？」って静かに聞いてくるから、戸惑いながらも素直に頷いた。

「やきもち……とか、うぜぇって思ってる？」

　宮坂なら思いそう。

　そう感じてチラリと見上げてみて驚く。彼がうれしそうな顔で微笑んでいたから。

「思わないよ。うれしいくらいだし」

「え、でも宮坂って恋愛自体軽視してるでしょ？」

「イベントだって興味ないくらいだし」と、最後に言った言葉は嫌味ではなかったんだけど。どうやらそう捉えたらしい彼に苦笑される。

「まだ根に持ってたのか。今までそういうイベントをしてこなかったから別にいいと思ってただけで、芽衣がしたいなら付き合うよ」

「……別に無理して付き合わせたいわけじゃないからいいよ。宮坂がそういうの、どうでもいいって思ってるのもわかってるし」

「まぁ、確かに自分の誕生日とかはどうでもいいけど」

「でしょ？　だから無理しなくても……」

「でも、芽衣の誕生日は祝ってやりたいし、芽衣が喜ぶならクリスマスとかもちゃんとしたい」

『別にいい』とか言いながらも、正直に白状すれば、私はそういう恋人イベントは全部ちゃんとやりたいタイプだから。宮坂が一歩譲ってくれているのはわかりながらも、〝本当に無理しなくて大丈夫だから〟とは言えなかった。

　彼がそう言ってくれたのがうれしくて「宮坂がいいなら……」と、顔中に広がろうとする笑みを隠しながらごにょごにょ言っていると。

「それに」と宮坂が続ける。

「恋愛は確かに軽視してた部分があるけど、芽衣を軽視してるわけじゃないから。他人になにかしてやろうとか思ったこともないけど、芽衣は喜ばせたいし、笑っててほしい」

　ドキッとしていたところに「俺は、誰彼かまわず気にかけて心配してる芽衣とは違うから」とつけ加えられて、言葉に詰まってから言い返す。

「別に誰彼かまわずってわけじゃないでしょ。親しい人のことはやっぱり心配になったりするのが普通だし。……宮坂と違って私には血が通ってるし」

「それはさすがに俺にも通ってる」

「でも……宮坂だから、喜んでほしいっていうか……お祝いしたいし、されたいって思うんだからね。ほかの人とは違うから」

　はずかしさからどんな顔をしたらいいのかわからなくて、少し睨むようにしながら言って……。それから、宮坂の腕を解いて向き合うように膝を立てた。

　そして、彼をじっと見下ろす。

「宮坂だから……独り占めしたいって思うし……ほかの誰かに近づかれたら、私のだって確かめたくなるんだから」

　私から合わせた唇に、宮坂はきっと驚いたと思うのに。軽く触れて一度離れて目を開けたときにはもう、男の顔をした宮坂がいた。

「ん……っ」

　すぐさま、後頭部に回された手に抱き寄せられて再び唇が触れる。深く重ねられた唇から入り込んできた舌が口内をじっくりと這い回り、頭の中からぞくぞくとしたものが生まれ背中を落ちていく。静かな部屋にわずかに聞こえる水音が、熱くなった身体を煽る。

　スウェットの中に入ってきた、背中を上ってくる手に身体を震わせると、宮坂は一度キスをやめておでこをくっつけたまま笑みを浮かべた。

　優しいけれどどこか妖美で……そして意地悪な笑みに、胸が跳ねる。宮坂がこういうときにだけ見せる顔だから。

「誰のだか、ゆっくり教えてあげようか」

　彼の指先がなぞるのは、鎖骨。先週つけられた印をなぞる指先にこれからすることを想像させられて、また少し顔が熱くなる。

「……教えて」

　私の言葉を合図に、また唇が重なって。

　それから、宮坂の言葉通りゆっくりと教えられることになった。




　宮坂が私のっていうよりは、私が宮坂のものだってことを、という感じだったけれど……まぁ、そこはいいとして。

　行為が終わって落ち着いた頃、宮坂が言った。

「そういえば、ブーケトス、なんで取りに行かなかったんだ？　芽衣、ああいうの好きだと思ってたけど違った？」

「好きだけど……なんか宮坂と私の関係にはブーケって合わない気がして」

　横になったまま、まどろむ私の頭を、上半身だけ起こした宮坂が優しく撫でるから、ふわふわした気持ちのまま答える。

　時計はもう〇時を刻んでいた。

「なんで？」

「ジンクスとか好きだけど……宮坂とのことは、そういうふわふわしたものじゃなくて、もっと地に足がついてるっていうか。ブーケとかに急かされたり背中押されるんじゃなくて、ちゃんとふたりで決めていきたいと思ったから」

　柔らかい雰囲気に誘われるように言うと、宮坂がクスッと笑う。

　そして、私の耳元に口を寄せて。

「ジンクスよりは頼りがいあると思うから」

　そう言った。

「なにが？」って聞き返そうとした私に、宮坂が視線でその答えを教える。いつの間にか左手の薬指にはまっていたリングに驚いて、言葉も出ない私に宮坂が、溶けるように甘い声で言った。

「ひとつだけ言っておくけど。いつか、ブーケを持った芽衣の隣を歩くのは俺だから」





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは、ｐｉｎｏｒｉピノリです。

　たくさんある本の中から、この作品を手に取っていただきありがとうございます。

　普段、物語を書くときは主人公に感情移入しながら書いているんですが、この話に限っては完全に宮坂の方に肩入れしてしまいました。クールな宮坂が誰に言うわけでもなくこっそりと、でもしっかりと恋に落ち、三年もただひたすらに見守ってきたというのに、芽衣はそれに気づかず優柔不断さを発揮してフラフラと……もう、宮坂が不ふ憫びんで不憫で。

　なので、そんな宮坂の想いが無事報われ、本当によかったなと胸を撫で下ろしております。もちろん、芽衣もかわいいですが（笑）。

　さて、今回書き下ろさせていただいた番外編ですが、実を言うと宮坂目線の『始まりのキス』に少し苦戦しました。

　ページ数的に書き下ろしを入れる余裕があると聞き、とりあえずどちらかにＯＫが出ればと、ふたつのパターンを書いたところ、最初は「後日談の方にしましょうか」ということになりました。けれど宮坂目線の方も、もう少しアレンジすれば両方入れられるという言葉をいただけたので、もらった期限をぎりぎりまで使って工夫しました。〝ふたつとも入れたい！〟というのが私のわがままだとわかっていても、どうしてもふたつとも入れたかったんです。

　というのも『蜜色オフィス』は、約三年ほど前にベリーズブックスとして書籍化していただいた作品。それをそのまま文庫に……というのは、読者様に申し訳ない気がして、無理を言ってしまいました。

　私のわがままを聞き入れてくださり、アドバイスまでくださった担当編集さんには感謝でいっぱいです。

　この作品に再び向き合う機会をいただけたことも、とても幸せだと思っております。

　今回の文庫化にあたり、ご協力いただいたスターツ出版様。担当編集の額田さん、堀口さん。もったいないくらいかわいい表紙を描いてくださった、モリシタアイミさん。そして、読者様。本当にありがとうございました。

　この作品に携わってくださったすべての方に、感謝を込めて。





ｐｉｎｏｒｉ









本作は二〇一二年三月に小社より単行本『蜜色オフィス』として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。

特別書き下ろし番外編『始まりのキス』『ジンクスよりも、ブーケよりも』は本書のために書き下ろされたものです。







この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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